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BIOS設定

サーバ BIOS設定
Cisco UCSでは、Cisco UCSドメイン内のサーバ上の BIOS設定をグローバルに変更する方法
が 2つ用意されています。サーバまたはサーバの集合のニーズに合う特定の BIOS設定グルー
プを含む BIOSポリシーを 1つ以上作成するか、特定のサーバプラットフォームに対するデ
フォルトの BIOS設定を使用できます。

BIOSポリシーおよびサーバプラットフォームのデフォルトのBIOS設定のどちらででも、Cisco
UCS Managerによって管理されるサーバの BIOS設定を微調整できます。

データセンターのニーズに応じて、一部のサービスプロファイルについてはBIOSポリシーを
設定し、同じCiscoUCSドメイン内の他のサービスプロファイルについてはBIOSのデフォル
トを使用したり、そのいずれかのみを使用したりできます。また、Cisco UCS Managerを使用
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して、サーバの実際の BIOS設定を表示し、それらが現在のニーズを満たしているかどうかを
確認できます。

Cisco UCS Managerは、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定による BIOS設定の変更
をCisco IntegratedManagement Controller（CIMC）バッファにプッシュします。これらの変更は
バッファ内にとどまり、サーバがリブートされるまでは有効になりません。

設定するサーバでBIOS設定のサポートを確認することをお勧めします。RASメモリのミラー
リングモードなどの一部の設定は、すべてのCiscoUCSサーバでサポートされているわけでは
ありません。

（注）

メイン BIOS設定

次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトのBIOS設定を介して行うことができるメインサー
バの BIOS設定を示しています。

説明名前

Properties

1つ以上のBIOS設定を変更した後、サーバをリブート
するタイミング。

yes：この設定を有効にした場合、サーバのサービスプ
ロファイルのメンテナンスポリシーに従ってサーバが

リブートされます。たとえば、メンテナンスポリシー

でユーザの確認応答が必要な場合、サーバはリブート

されず、ユーザが保留中のアクティビティを確認する

まで BIOSの変更は適用されません。

no：この設定を有効にしない場合、BIOSの変更は、別
のサーバ設定変更の結果であれ手動リブートであれ、

次回のサーバのリブート時まで適用されません。

[Reboot on BIOS Settings Change]

set reboot-on-update

BIOS設定

BIOSがPowerOnSelf-Test（POST）中に表示する内容。
次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：BIOSはブート中にすべての
メッセージとオプションROM情報を表示します。

• [enabled][Enabled]：BIOSはロゴ画面を表示します
が、ブート中にメッセージやオプションROM情報
を表示しません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Quiet Boot]

set quiet-boot-config quiet-boot
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説明名前

POST中にサーバで重大なエラーが発生した場合の処
理。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：BIOSはサーバのブートを続行
します。

• [enabled][Enabled]：POST中に重大なエラーが発生
した場合、BIOSはサーバのブートを一時停止し、
Error Managerを開きます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[POST error pause]

set post-error-pause-config
post-error-pause

予期しない電力損失後に電力が復帰したときにサーバ

がどのように動作するかを決定します。次のいずれか

になります。

• [stay-off][Stay Off]：手動で電源をオンにするまで
サーバの電源がオフのままになります。

• [last-state][Last State]：サーバの電源がオンになり、
システムが最後の状態を復元しようとします。

• [reset][Reset]：サーバの電源がオンになり、自動的
にリセットされます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Resume on AC power loss]

set resume-ac-on-power-loss-config
resume-action

前面パネルの電源ボタンとリセットボタンがサーバに

よって無視されるかどうかを決定します。次のいずれ

かになります。

• [disabled][Disabled]：前面パネルの電源ボタンとリ
セットボタンはアクティブであり、サーバに影響

を与えるために使用できます。

• [enabled][Enabled]：電源ボタンとリセットボタン
はロックアウトされます。サーバをリセットした

り、電源をオンにしたりできるのは、CIMC GUI
からのみです。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Front panel lockout]

set front-panel-lockout-config
front-panel-lockout
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説明名前

ConsistentDeviceNamingによって、一貫した方法でイー
サネットインターフェイスに名前を付けることができ

ます。これによりイーサネットインターフェイスの名

前は、より統一され、識別しやすくなり、アダプタや

他の設定に変更が加えられても永続的に保持されます。

一貫したデバイスの命名を有効にするかどうか。次の

いずれかになります。

• [disabled][Disabled]：Consistent Device Namingは
BIOSポリシーで無効になります。

• [enabled][Enabled]：Consistent DeviceNamingはBIOS
ポリシーで有効になります。これにより、イーサ

ネットインターフェイスに一貫した方法で命名で

きます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[CDN Control]

set consistent-device-name-control
cdn-name

プロセッサの BIOS設定

次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して行うことができるプロセッ
サの BIOS設定を示しています。

説明名前

プロセッサでインテルターボブーストテクノロジーを

使用するかどうか。このテクノロジーでは、仕様より

も低い電力、温度、または電圧でプロセッサが動作し

ていると、自動的にそのプロセッサの周波数が上がり

ます。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサの周波数は自動的
には上がりません。

• [enabled][Enabled]：必要に応じてプロセッサで
TurboBoost Technologyが利用されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Intel Turbo Boost Tech]

set intel-turbo-boost-config turbo-boost
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説明名前

プロセッサで拡張版 Intel SpeedStepテクノロジーを使
用するかどうか。このテクノロジーでは、プロセッサ

の電圧やコア周波数をシステムが動的に調整できます。

このテクノロジーにより、平均電力消費量と平均熱発

生量が減少する可能性があります。次のいずれかにな

ります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサの電圧または周波
数を動的に調整しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサで EnhancedIntel
SpeedStep Technologyが使用され、サポートされて
いるすべてのスリープ状態でさらに電力を節約す

ることが可能になります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[Enhanced Intel SpeedStep Tech]

set enhanced-intel-speedstep-config
speed-step

プロセッサでインテルハイパースレッディングテクノ

ロジーを使用するかどうか。このテクノロジーでは、

マルチスレッドソフトウェアアプリケーションのス

レッドを各プロセッサ内で並列に実行できます。次の

いずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサでのハイパースレッ
ディングを禁止します。

• [enabled][Enabled]：プロセッサでの複数スレッドの
並列実行を許可します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[Intel HyperThreading Tech]

set hyper-threading-config
hyper-threading
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説明名前

パッケージ内のCPUごとの論理プロセッサコアの状態
を設定します。この設定を無効にした場合は、インテ

ルハイパースレッディングテクノロジーも無効になり

ます。次のいずれかになります。

• [all]：すべての論理プロセッサコアの多重処理を
有効にします。

• [1]～ [n]：サーバで実行可能な CPUあたりの論理
プロセッサコアの数を指定します。マルチプロセッ

シングを無効にして、サーバで動作するCPUごと
の論理プロセッサコアを 1つのみにするには、[1]
を選択します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[コア多重処理（Core Multi
Processing）]

set core-multi-processing-config
multi-processing

サーバのメモリ領域を分類し、アプリケーションコー

ドを実行可能な場所を指定します。この分類の結果、

悪意のあるワームがバッファにコードを挿入しようと

した場合、プロセッサでコードの実行を無効にします。

この設定は、損害、ワームの増殖、および特定クラス

の悪意のあるバッファオーバーフロー攻撃を防止する

のに役立ちます。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサがメモリ領域を分
類しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサがメモリ領域を分類
します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[Execute Disable Bit]

set execute-disable bit
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説明名前

プロセッサでインテルバーチャライゼーションテクノ

ロジーを使用するかどうか。このテクノロジーでは、1
つのプラットフォームで、複数のオペレーティングシ

ステムとアプリケーションをそれぞれ独立したパーティ

ション内で実行できます。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサでの仮想化を禁止
します。

• [enabled][Enabled]：プロセッサで、複数のオペレー
ティングシステムをそれぞれ独立したパーティショ

ン内で実行できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

このオプションを変更した場合は、設定を有

効にするためにサーバの電源を再投入する必

要があります。

（注）

[Intel Virtualization Technology]

set intel-vt-config vt

プロセッサで、インテルハードウェアプリフェッチャ

が必要に応じてデータおよび命令ストリームをメモリ

から取得し、統合 2次キャッシュに入れることを許可
するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：ハードウェアプリフェッチャ
は使用しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサで、キャッシュの問
題が検出されたときにハードウェアプリフェッチャ

を使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

この値を指定するには、CPUPerformanceを
[Custom]に設定する必要があります。[Custom]
以外の値の場合は、このオプションよりも、

選択された CPUパフォーマンスプロファイ
ルの設定が優先されます。

（注）

[Hardware Prefetcher]

set processor-prefetch-config
hardware-prefetch
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説明名前

プロセッサで必要な行のみを取得するのではなく、偶

数または奇数のペアのキャッシュ行を取得するかどう

か。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサで必要な行のみを
取得します。

• [enabled][Enabled]：プロセッサで必要な行およびペ
アの行の両方を取得します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

この値を指定するには、CPUPerformanceを
[Custom]に設定する必要があります。[Custom]
以外の値の場合は、このオプションよりも、

選択された CPUパフォーマンスプロファイ
ルの設定が優先されます。

（注）

[Adjacent Cache Line Prefetcher]

set processor-prefetch-config
adjacent-cache-line-prefetch

プロセッサで DCU IPプリフェッチメカニズムを使用
して履歴キャッシュアクセスパターンを分析し、L1
キャッシュ内で最も関連性の高い行をプリロードしま

す。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサはキャッシュ読み
取り要求を予測しようとせず、明示的に要求され

た行のみを取得します。

• [enabled][Enabled]：DCUプリフェッチャでキャッ
シュ読み取りパターンを分析し、必要と判断した

場合にキャッシュ内の次の行を事前に取得します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[DCU Streamer Prefetch]

set processor-prefetch-config
dcu-streamer-prefetch
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説明名前

プロセッサで DCU IPプリフェッチメカニズムを使用
して履歴キャッシュアクセスパターンを分析し、L1
キャッシュ内で最も関連性の高い行をプリロードしま

す。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサでキャッシュデー
タをプリロードしません。

• [enabled][Enabled]：DCU IPPrefetcherで最も関連性
が高いと判断されたデータを含むL1キャッシュを
プリロードします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[DCU IP Prefetcher]

set processor-prefetch-config
dcu-ip-prefetch

KTIプリフェッチは、DDRバス上でメモリ読み込みが
早期に開始されるようにするメカニズムです。これは

次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサでキャッシュデー
タをプリロードしません。

• [enabled][Enabled]：KTIプリフェッチャで最も関連
性が高いと判断されたデータを含むL1キャッシュ
をプリロードします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[KTI Prefetch]ドロップダウンリスト

set KTIPrefetch

プロセッサがLLCプリフェッチメカニズムを使用して
日付を LLCにフェッチするかどうか。次のいずれかに
なります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサでキャッシュデー
タをプリロードしません。

• [enabled][Enabled]：LLC Prefetcherで最も関連性が
高いと判断されたデータを含むL1キャッシュをプ
リロードします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[LLCPrefetch]ドロップダウンリスト

set LLCPrefetch
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説明名前

XPTプリフェッチを使用して、最後のレベルのキャッ
シュに読み取り要求を送信できるようにして、その要

求のコピーをメモリコントローラのプリフェッチャに

発行するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：CPUはXPT Prefetchオプショ
ンを使用しません。

• [enabled][Enabled]：CPUはXPT Prefetcherオプショ
ンを有効にします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[XPTPrefetch]ドロップダウンリスト

set XPTPrefetch

プロセッサで、データを I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れることにより、I/Oパフォーマン
スを向上させることができます。この設定はキャッシュ

ミスを減らすのに役立ちます。次のいずれかになりま

す。

• [auto][Auto]：CPUは、I/Oデバイスからプロセッサ
キャッシュにデータを配置する方法を決定します。

• [disabled][Disabled]：データは I/Oデバイスから直
接プロセッサキャッシュには入れられません。

• [enabled][Enabled]：データは I/Oデバイスから直接
プロセッサキャッシュに入れられます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Direct Cache Access]

set direct-cache-access-config access
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説明名前

アイドル期間中にシステムが省電力モードに入ること

ができるかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：システムは、アイドル時にも
高パフォーマンス状態を維持します。

• [enabled][Enabled]：システムは DIMMや CPUなど
のシステムコンポーネントへの電力を低減できま

す。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[Processor C State]

set processor-c-state-config c-state

C1に入ってプロセッサが最低周波数に遷移できるよう
にします。この設定は、サーバをリブートするまで有

効になりません。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：CPUはC1状態でも引き続き
最大周波数で動作します。

• [enabled][Enabled]：CPUは最小周波数に移行しま
す。このオプションでは、C1状態での最大電力量
が削減されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Processor C1E]

set processor-c1e-config c1e

サーバ関連ポリシーの設定
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説明名前

プロセッサからオペレーティングシステムにC3レポー
トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [enabled][Enabled]：プロセッサから C3レポートを
OSに送信します。

• [disabled][Disabled]：プロセッサからC3レポートを
送信しません。

• [acpi-c2][ACPI C2]：プロセッサから
AdvancedConfiguration and Power Interface（ACPI）
C2フォーマットを使用して C3レポートを送信し
ます。

• [acpi-c3][ACPIC3]：プロセッサからACPIC3フォー
マットを使用して C3レポートを送信します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

CiscoUCSB440 Serverの場合、[BIOS Setup]メニューで
これらのオプションに対して [enabled]と [disabled]が
使用されます。[acpi-c2]または [acpi-c2]を指定すると、
このサーバではそのオプションの BIOS値に [enabled]
が設定されます。

[Processor C3 Report]

set processor-c3-report-config
processor-c3-report

プロセッサからオペレーティングシステムにC6レポー
トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサからC6レポートを
送信しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサから C6レポートを
送信します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Processor C6 Report]

set processor-c6-report-config
processor-c6-report

サーバ関連ポリシーの設定

12

サーバ関連ポリシーの設定

プロセッサの BIOS設定



説明名前

プロセッサからオペレーティングシステムにC7レポー
トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [c7][C7]：プロセッサから C7フォーマットを使用
してレポートを送信します。

• [c7s][C7s]：プロセッサから C7sフォーマットを使
用してレポートを送信します。

• [disabled][Disabled]：プロセッサからC7レポートを
送信しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサから C7レポートを
送信します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Processor C7 Report]ドロップダウン
リスト

set processor-c7-report-config
processor-c7-report

CMCIの生成を有効にします。次のいずれかになりま
す。

• [disabled][Disabled]：プロセッサは CMCIを無効に
します。

• [enabled][Enabled]：プロセッサはCMCIを有効にし
ます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Processor CMCI]ドロップダウンリ
スト

set ProcessorCMCI

サーバ関連ポリシーの設定
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説明名前

サーバのCPUパフォーマンスプロファイルを設定しま
す。次のいずれかになります。

• [Custom]：

• [enterprise][Enterprise]：M3以降のサーバに対して、
すべてのプリフェッチャとデータの再利用が有効

になります。M1およびM2サーバについては、
データの再利用とDCUIPプリフェッチャは有効に
なり、他のすべてのプリフェッチャは無効になり

ます。

• [high-throughput][High Throughput]：データの再利
用とDCUIPプリフェッチャは有効になり、他のす
べてのプリフェッチャは無効になります。

• [hpc][HPC]：プリフェッチャはすべて有効になり、
データの再利用は無効になります。この設定はハ

イパフォーマンスコンピューティングとも呼ばれ

ます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[CPU Performance]

set cpu-performance-config
cpu-performance

平均修復時間（MTRR）変数の数を選択できます。次
のいずれかになります。

• [auto-max][AutoMax]：BIOSはプロセッサのデフォ
ルト値を使用します。

• [8]：BIOSはMTRR変数に指定された数を使用し
ます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Max Variable MTRR Setting]

set max-variable-mtrr-setting-config
processor-mtrr

サーバ関連ポリシーの設定
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説明名前

Application Policy Infrastructure Controller（APIC）アー
キテクチャタイプを設定できます。次のいずれかにな

ります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサがローカルX2APIC
を無効にします。

• [enabled][Enabled]：プロセッサがローカルX2APIC
を有効にします。

• [xapic][XAPIC]：標準の xAPICアーキテクチャを使
用します。

• [x2apic][X2APIC]：拡張 x2APICアーキテクチャを
使用してプロセッサの32ビットアドレス指定能力
をサポートします。

• [auto][Auto]：検出された xAPICアーキテクチャを
自動的に使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Local X2 APIC]

set local-x2-apic-config localx2-apic

サーバ関連ポリシーの設定
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説明名前

次のオプションのCPU電源管理設定を指定できます。

• [Enhanced Intel Speedstep Technology]

• [Intel Turbo Boost Technology]

• [Processor Power State C6]

[Power Technology]は次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：サーバでCPU電源管理は実行
されず、前述の BIOSパラメータの設定が無視さ
れます。

• [Energy Efficient][Energy_Efficient]：前述のBIOSパ
ラメータに最適な設定が決定され、これらのパラ

メータの個々の設定は無視されます。

• [performance][Performance]：サーバは前述の BIOS
パラメータのパフォーマンスを自動的に最適化し

ます。

• [custom][Custom]：サーバは前述の BIOSパラメー
タの個々の設定を使用します。これらの BIOSパ
ラメータのいずれかを変更する場合は、このオプ

ションを選択する必要があります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Power Technology]

set processor-energy-config
cpu-power-management

サーバ関連ポリシーの設定
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説明名前

システムパフォーマンスまたはエネルギー効率がこの

サーバで重要かどうかを判断できます。次のいずれか

になります。

• [performance][Performance]：サーバでは、すべての
サーバコンポーネントに全電力を常時提供します。

このオプションでは、最高レベルのパフォーマン

スが維持され、最大量の電力が必要となります。

• [balanced-performance][Balanced Performance]：サー
バは、すべてのサーバコンポーネントに、パフォー

マンスと電力のバランスを保つのに十分な電力を

提供します。

• [balanced-energy][Balanced Energy]：サーバは、す
べてのサーバコンポーネントに、パフォーマンス

と電力のバランスを保つのに十分な電力を提供し

ます。

• [energy-efficient][Energy Efficient]：サーバは、すべ
てのサーバコンポーネントに提供する電力を少な

くし、電力消費を抑えます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Power Technology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよ
うにしない場合、このパラメータの設定は無

視されます。

（注）

[Energy Performance]

set processor-energy-config
energy-performance

サーバ関連ポリシーの設定
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説明名前

アイドル時に、CPUがターボを除く最大周波数よりも
低い周波数にできるようにするかどうか。次のいずれ

かになります。

• [disabled][Disabled]：アイドル中にCPUをターボを
除く最大周波数よりも低くできます。このオプショ

ンでは電力消費が低下しますが、システムパフォー

マンスが低下する可能性があります。

• [enabled][Enabled]：アイドル状態のときに CPUを
最大非ターボ周波数よりも低くできません。この

オプションではシステムパフォーマンスが向上し

ますが、消費電力が増加することがあります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Frequency Floor Override]

set frequency-floor-override-config
cpu-frequency

BIOSがオペレーティングシステムに P-stateサポート
モデルを伝達する方法を定義できます。Advanced
Configuration and Power Interface（ACPI）仕様では、次
の 3つのモデルが定義されています。

• [hw-all][HWALL]：プロセッサハードウェアが、依
存性のある論理プロセッサ（パッケージ内のすべ

ての論理プロセッサ）間の P-stateを調整します。

• [sw-all][SWALL]：OSPowerManager（OSPM）が、
依存性のある論理プロセッサ（物理パッケージ内

のすべての論理プロセッサ）間の P-stateを調整し
ます。すべての論理プロセッサで遷移を開始する

必要があります。

• [sw-any][SW ANY]：OSPower Manager（OSPM）
が、依存性のある論理プロセッサ（パッケージ内

のすべての論理プロセッサ）間の P-stateを調整し
ます。ドメイン内の任意の論理プロセッサで遷移

を開始する場合があります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Power Technology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよ
うにしない場合、このパラメータの設定は無

視されます。

（注）

[P STATE Coordination]

set p-state-coordination-config p-state

サーバ関連ポリシーの設定
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説明名前

メモリ帯域幅と消費電力に関してシステム設定を調整

できます。次のいずれかになります。

• [auto][Auto]：CPUがDRAMクロックスロットリン
グ設定を決定します。

• [balanced][Balanced]：DRAMクロックスロットリ
ングを低下させ、パフォーマンスと電力のバラン

スをとります。

• [performance][Performance]：DRAMクロックスロッ
トリングは無効になります。追加の電力をかけて

メモリ帯域幅を増やします。

• [Energy Efficient]：DRAMのクロックスロットリン
グを上げてエネルギー効率を向上させます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[DRAM Clock Throttling]

set dram-clock-throttling-config
dram-clock-throttling

CPUがメモリブロックを分割して、インターリーブさ
れたチャネル間にデータの連続部分を分散し、同時読

み取り動作を有効にするかどうか。次のいずれかにな

ります。

• [auto][Auto]：実行するインターリーブはCPUによっ
て決定されます。

• [1-way][1 Way]：

• [2-way][2 Way]：

• [3-way][3 Way]：

• [4-way][4-way]：最大量のチャネルインターリーブ
が使用されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Channel Interleaving]

set interleave-config channel-interleave

サーバ関連ポリシーの設定
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説明名前

1つのランクを更新中に別のランクにアクセスできるよ
う、CPUがメモリの物理ランクをインターリーブする
かどうか。次のいずれかになります。

• [auto][Auto]：実行するインターリーブはCPUによっ
て決定されます。

• [1-way][1 Way]：

• [2-way][2 Way]：

• [4-way][4-way]

• [8-way][8Way]：最大量のランクインターリーブが
使用されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Rank Interleaving]ドロップダウンリ
スト

set interleave-config rank-interleave

CPUがサブNUMAクラスタリングをサポートするかど
うか。そのクラスタリングでは、タグディレクトリと

メモリチャネルは常に同じ領域にあります。次のいず

れかになります。

• [disabled][Disabled]：サブNUMAクラスタリングは
発生しません。

• [enabled][Enabled]：サブ NUMAクラスタリングが
発生します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Sub NUMA Clustering]ドロップダウ
ンリスト

set SNC

サーバ関連ポリシーの設定
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説明名前

メモリの更新中に別のメモリにアクセスできるように、

CPUが物理メモリをインターリーブするかどうか。次
のいずれかになります。

• [2-way-node-interleave][2 WayNode Interleave]：

• [4-way-node-interleave][4 WayNode Interleave]

• [numa-1-way-node-interleave][Numa - 1 Way Node
Interleave]

• [8-way-node-interleave][8Wayinterleaving Inter Socket]

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Memory Interleaving]

set interleave-configmemory-interleave

CPUまたは I/Oから読み取り要求があった時に発生し
たシングルビットメモリエラーを、システムで修正す

るかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：1ビットメモリエラーは修正
されません。

• [enabled][Enabled]：1ビットメモリエラーがメモリ
内部で修正され、修正されたデータが、読み取り

要求への応答として設定されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Demand Scrub]

set scrub-policies-config demand-scrub

サーバ関連ポリシーの設定
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説明名前

システムがサーバ上のメモリの未使用部分でも単一ビッ

トメモリエラーをアクティブに探して訂正するかどう

か。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：CPUがメモリアドレスの読み
取りまたは書き込みを行うときのみ、システムは

メモリの ECCエラーをチェックします。

• [enabled][Enabled]：システムは定期的にメモリを読
み書きして ECCエラーを探します。エラーが見つ
かると、システムは修正を試みます。このオプショ

ンにより、単一ビットエラーは複数ビットエラー

になる前に修正される場合がありますが、パトロー

ルスクラブの実行時にパフォーマンスが低下する

場合もあります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Patrol Scrub]

set scrub-policies-config patrol-scrub

物理サーバがインストールされている地点のおよその

海抜（m単位）。次のいずれかになります。

• [auto][Auto]：物理的な高度を CPUが決定します。

• [300-m][300 M]：サーバは、海抜約300 mです。

• [900-m][900 M]：サーバは、海抜約900 mです。

• [1500-m][1500M]：サーバは、海抜約1500mです。

• [3000-m][3000M]：サーバは、海抜約3000mです。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Altitude]

set altitude altitude-config
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説明名前

[Package C State Limit]

set package-c-state-limit-config
package-c-state-limit
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説明名前

アイドル時にサーバコンポーネントが使用できる電力

量。次のいずれかになります。

• [auto][Auto]：物理的な高度を CPUが決定します。

• [no-limit][No Limit]：サーバは、使用可能な任意の
Cステートに入ることがあります。

• [c0][C0]：サーバでは、すべてのサーバコンポーネ
ントに全電力を常時提供します。このオプション

では、最高レベルのパフォーマンスが維持され、

最大量の電力が必要となります。

• [c1][C1]：CPUがアイドル状態の場合、システム
は、わずかに電力消費を削減します。このオプショ

ンでは、必要な電力がC0よりも少なく、サーバは
すばやくハイパフォーマンスモードに戻ることが

できます。

• [c3][C3]：CPUのアイドル時に、システムはC1オ
プションの場合よりもさらに電力消費を減らしま

す。この場合、必要な電力は C1または C0よりも
少なくなりますが、サーバがハイパフォーマンス

モードに戻るのに要する時間が少し長くなります。

• [c6][C6]：CPUのアイドル時に、システムはC3オ
プションの場合よりもさらに電力消費を減らしま

す。このオプションを使用すると、C0、C1、また
はC3よりも電力量が節約されますが、サーバがフ
ルパワーに戻るまでにパフォーマンス上の問題が

発生する可能性があります。

• [c2][C2]：CPUのアイドル時に、システムはC1オ
プションの場合よりもさらに電力消費を減らしま

す。この場合、必要な電力は C1または C0よりも
少なくなりますが、サーバがハイパフォーマンス

モードに戻るのに要する時間が少し長くなります。

• [c7][C7]：CPUのアイドル時に、サーバはコンポー
ネントが使用できる電力量を最小にします。この

オプションでは、節約される電力量が最大になり

ますが、サーバがハイパフォーマンスモードに戻

るのに要する時間も最も長くなります。

• [c7s][C7s]：CPUのアイドル時に、サーバはコン
ポーネントが使用できる電力量を最小にします。

このオプションでは、C7よりも多い電力を節約で
きますが、サーバがハイパフォーマンスモードに
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説明名前

戻るのに要する時間も最も長くなります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

プロセッサのHardware PowerManagement（HWPM）を
有効にします。次のいずれかになります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

• [disabled][Disabled]：HWPMが無効になります。

• [hwpm-native-mode][HWPM Native Mode]：HWPM
ネイティブモードが有効になります。

• [hwpm-oob-mode][HWPMOOBMode]：HWPMアウ
トオブボックスモードが有効になります。

• [Native Mode with no Legacy]（GUIのみ）

[CPU Hardware Power Management]ド
ロップダウンリスト

set
cpu-hardware-power-management-config
cpu-hardware-power-management

BIOSまたはOSによってエネルギーパフォーマンスの
バイアス調整をオンにできるかどうかを指定します。

オプションは [BIOS]と [OS]です。

• [bios][BIOS]：

• [os][OS]：

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Energy Performance Tuning]ドロップ
ダウンリスト

set power-performance-tuning-support
power-performance-tuning-config
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説明名前

この機能を使用すると、ワークロードを最適化できま

す。オプションは [Balanced]と [I/O Sensitive]です。

• [balanced][Balanced]：

• [io-sensitive][IO Sensitive]：

• [NUMA]：（GUIのみ）

• [UMA]：（GUIのみ）

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Balanced]の使用を推奨します。

[WorkloadConfiguration]ドロップダウ
ンリスト

set workload-configuration-config

AMDプロセッサがアイドル状態（ほとんど使用されて
いない状態）のときにコアの周波数を上げるかどうか

を指定します。次のいずれかになります。

• [auto][Auto]：パフォーマンスをブーストする方法
を CPUで自動的に決定します。

• [disabled][Disabled]：CPUにより自動的にブースト
パフォーマンスが決定されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Core Performance Boost]ドロップダ
ウンリスト

set CbsCmnCpuCpb

AMDプロセッサが IOベースの Cステートおよび DF
Cステートを制御するかどうかに関係なく、これは次
のうちいずれかになります。

• [auto][Auto]：CPUで IOベースの Cステートの生
成方法を自動的に決定します。

• [disabled][Disabled]：グローバルCステートの制御
が無効になります。

• [enabled][Enabled]：グローバル Cステートの制御
が有効になります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Global C-state Control]ドロップダウ
ンリスト

set CbsCmnCpuGlobalCstateCtrl

サーバ関連ポリシーの設定

26

サーバ関連ポリシーの設定

プロセッサの BIOS設定



説明名前

プロセッサで、AMDハードウェアプリフェッチャが
必要に応じてデータおよび命令ストリームをメモリか

ら取得し、L1キャッシュに入れることを許可するかど
うか。次のいずれかになります。

• [auto][Auto]：CPUは、I/Oデバイスからプロセッサ
キャッシュにデータを配置する方法を決定します。

• [disabled][Disabled]：ハードウェアプリフェッチャ
は使用しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサで、キャッシュの問
題が検出されたときにハードウェアプリフェッチャ

を使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[L1 Stream HW Prefetcher]ドロップダ
ウンリスト

set
CbsCmnCpuL1StreamHwPrefetcher

プロセッサで、AMDハードウェアプリフェッチャが
必要に応じてメモリからデータおよび命令ストリーム

を取得し、L2キャッシュに入れることを許可するかど
うかを指定します。次のいずれかになります。

• [auto][Auto]：CPUは、I/Oデバイスからプロセッサ
キャッシュにデータを配置する方法を決定します。

• [disabled][Disabled]：ハードウェアプリフェッチャ
は使用しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサで、キャッシュの問
題が検出されたときにハードウェアプリフェッチャ

を使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[L2 Stream HW Prefetcher]ドロップダ
ウンリスト

set
CbsCmnCpuL2StreamHwPrefetcher
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説明名前

物理メモリの更新中に別のメモリにアクセスできるよ

う、AMD CPUがメモリをインターリーブするかどう
かを指定します。このオプションは、ファブリックレ

ベルでメモリのインターリーブを制御します。チャネ

ル、ダイ、ソケットの要件はメモリによって異なるた

め、選択したオプションがメモリでサポートされない

場合これらは無視されます。次のいずれかを選択でき

ます。

• [auto][Auto]：CPUがメモリのインターリーブの方
法を決定します。

• [channel][Channel]：各チャネルに単一の連続したア
ドレス空間を配置するのではなく、複数のチャネ

ル全体に物理アドレス空間をインターリーブしま

す。

• [die][Die]：各ダイに単一の連続したアドレス空間
を配置するのではなく、複数のダイ全体に物理ア

ドレス空間をインターリーブします。

• [none][None]：同一の物理メモリから連続したメモ
リブロックにアクセスします。

• [socket][Socket]：各ソケットに単一の連続したアド
レス空間を配置するのではなく、複数のソケット

全体に物理アドレス空間をインターリーブします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[AMD Memory Interleaving]ドロップ
ダウンリスト

set CbsDfCmnMemIntlv
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説明名前

インターリーブされるメモリブロックのサイズを決定

します。また、インターリーブの開始アドレス（ビッ

ト 8、9、10、11）も指定します。次のいずれかになり
ます。

• [1 KB]

• [2 KB]

• [256 Bytes]

• [512 Bytes]

• [auto][Auto]: CPU、メモリブロックのサイズを決
定します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[AMDMemory Interleaving Size]ドロッ
プダウンリスト

set CbsDfCmnMemIntlvSize

ノード 0に選択するDRAMチップ経由でメモリブロッ
クがインターリーブされるかどうか。次のいずれかに

なります。

• [auto][Auto]：CPUでチップセレクトのインタリー
ブの方法を自動的に決定します。

• [disabled][Disabled]：チップの選択は、メモリコン
トローラ内でインターリーブされません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Chipselect Interleaving]ドロップダウ
ンリスト

set
CbsCmnMemMapBankInterleaveDdr4

物理アドレスをアプリケーションに割り当てる方法を

決定します。次のいずれかになります。

• [auto][Auto]：アプリケーションへの物理アドレス
の割り当て方法を CPUで自動的に決定します。

• [disabled][Disabled]：バンクグループスワップは使
用されません。

• [enabled][Enabled]：バンクグループスワップによ
りアプリケーションのパフォーマンスを向上させ

ます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Bank Group Swap]ドロップダウンリ
スト

set
CbsCmnMemCtrlBankGroupSwapDdr4
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説明名前

AMDプロセッサにより動作方法を決定できます。次の
いずれかになります。

• [auto][Auto]：CPUはデフォルトの決定論的な電源
設定を自動で使用します。

• [performance][Performance]：プロセッサは、最適な
パフォーマンスかつ一貫した方法で動作します。

• [power][Power]：プロセッサは、ダイごとに許容さ
れる最大のパフォーマンスで動作します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[DeterminismSlider]ドロップダウンリ
スト

set CbsCmnDeterminismSlider

出入力メモリ管理ユニット（IOMMU）により、AMD
プロセッサが物理アドレスへ仮想アドレスをマッピン

グすることが可能です。次のいずれかになります。

• [auto][Auto]：これらのアドレスのマッピング方法
を CPUで決定します。

• [disabled][Disabled]：IOMMUは使用されません。

• [enabled][Enabled]：IOMMUによりアドレスマッピ
ングを行います。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[IOMMU]ドロップダウンリスト

set CbsCmnGnbNbIOMMU
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説明名前

AMDプロセッサコアを無効にしているため、有効に
するコアの数を選択できます。次のいずれかになりま

す。

• [FOUR（2+2）]：各 CPUコンプレックスで 2つの
コアを有効にします。

• [FOUR（4+0）]：片方の CPUコンプレックスのみ
で 4つのコアを有効にします。

• [SIX（3+3）]：各 CPUコンプレックスで 3つのコ
アを有効にします。

• [THREE（3+0）]：片方の CPUコンプレックスの
みで 3つのコアを有効にします。

• [TWO（1+1）]：各 CPUコンプレックスで 1つの
コアを有効にします。

• [TWO（2+0）]：片方の CPUコンプレックスのみ
で 2つのコアを有効にします。

• [auto][Auto]：有効化する必要のあるコアの数を
CPUで判断します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Downcore control]ドロップダウンリ
スト

set CbsCmnCpuGenDowncoreCtrl

プロセッサが AMDセキュア仮想マシンテクノロジを
使用するかどうか。次のいずれかを選択できます。

• [disabled][Disabled]：プロセッサで SVMテクノロ
ジーを使用しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサで SVMテクノロ
ジーを使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SVM Mode]ドロップダウンリスト

set SvmMode
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説明名前

プロセッサで AMD Simultaneous MultiThreadingテクノ
ロジーを使用するかどうかを指定します。このテクノ

ロジーでは、マルチスレッドソフトウェアアプリケー

ションのスレッドを各プロセッサ内で並列に実行でき

ます。次のいずれかになります。

• [auto][Auto]：プロセッサは、マルチスレッドの並
列実行を許可します。

• [off][Off]：プロセッサでマルチスレッディングを
禁止します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SMT Mode]ドロップダウンリスト

set SmtMode

プロセッサで、メモリの暗号化サポートを実現する

Secure Memory Encryption Enable（SMEE）機能を使用
するかどうかを指定します。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサで SMEE機能を使
用しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサで SMEE機能を使
用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SMEE]ドロップダウンリスト

set SMEE

Intel Directed I/Oの BIOS設定

次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトのBIOS設定を介して行うことができる IntelDirected
I/Oの BIOS設定を示しています。
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説明名前

Intel Virtualization Technology for Directed I/O（VT-d）を
プロセッサで使用するかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [disabled][Disabled]：プロセッサで仮想化テクノロ
ジーを使用しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサで仮想化テクノロ
ジーを使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

他の Intel Directed I/O BIOS設定を変更する場
合は、このオプションを有効にする必要があ

ります。

（注）

[Intel VT for Directed IO]

set intel-vt-directed-io-config vtd

プロセッサで Intel VT-d Interrupt Remappingをサポート
するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサがリマッピングを
サポートしません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサが必要に応じてVT-d
Interrupt Remappingを使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Intel VTD interrupt Remapping]

set intel-vt-directed-io-config
interrupt-remapping

プロセッサで Intel VT-d Coherencyをサポートするかど
うか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサがコヒーレンシを
サポートしません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサが必要に応じてVT-d
Coherencyを使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Intel VTD coherency support]

set intel-vt-directed-io-config
coherency-support
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説明名前

プロセッサで Intel VT-d Address Translation Services
（ATS）をサポートするかどうか。次のいずれかにな
ります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサが ATSをサポート
しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサが必要に応じてVT-d
ATSを使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Intel VTD ATS support]

set intel-vt-directed-io-config
ats-support

プロセッサで Intel VT-d Pass-through DMAをサポート
するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサがパススルーDMA
をサポートしません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサが必要に応じてVT-d
パススルー DMAを使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Intel VTD pass through DMA support]

set intel-vt-directed-io-config
passthrough-dma

RASメモリの BIOS設定

次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトBIOS設定を介して実行できるRASメモリのBIOS
設定の一覧を示します。
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説明名前

サーバに対するメモリの信頼性、可用性および機密性

（RAS）の設定方法。次のいずれかになります。

• [maximum-performance][Maximum Performance]：シ
ステムのパフォーマンスが最適化されます。

• [mirroring][Mirroring]：システムのメモリの半分を
バックアップとして使用することにより、システ

ムの信頼性が最適化されます。このモードはUCS
M4以前のブレードサーバに使用します。

• [lockstep][Lockstep]：サーバ内のDIMMペアが、同
一のタイプ、サイズ、および構成を持ち、SMIチャ
ネルにまたがって装着されている場合、ロックス

テップモードを有効にして、メモリアクセス遅延

の最小化およびパフォーマンスの向上を実現でき

ます。B440サーバでは [lockstep]がデフォルトで
有効になっています。

• [MirrorMode 1LM]：ミラーモード 1LMは、ミラー
リングされるシステム内の1LMメモリ全体を設定
し、結果的にメモリ容量を半減させます。このモー

ドは UCS M5ブレードサーバに使用します。

• [sparing][Sparing]：システムの信頼性は、他の
DIMMが故障した場合に使用できるように、メモ
リを予備に保持することによって最適化されます。

このモードは、メモリの冗長性を実現しますが、

ミラーリングほどの冗長性は提供されません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Memory RAS configuration]

set memory-ras-config ras-config
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説明名前

BIOSで NUMAをサポートするかどうか。次のいずれ
かになります。

• [disabled][Disabled]：BIOSでNUMAをサポートし
ません。

• [enabled][Enabled]：NUMAに対応したオペレーティ
ングシステムに必要なACPIテーブルをBIOSに含
めます。このオプションを有効にする場合は、一

部のプラットフォームでシステムのソケット間メ

モリインターリーブを無効にする必要があります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[NUMA optimized]

set numa-config numa-optimization

メモリのミラーリングでは、メモリに 2つの同じデー
タイメージを保存することにより、システムの信頼性

が向上します。

このオプションは、[Memory RAS Config]で [mirroring]
オプションを選択したときのみ使用可能です。次のい

ずれかを指定できます。

• [inter-socket][Inter-Socket]：メモリは、CPUソケッ
トをまたいで2台の Integrated Memory Controller
（IMC）間でミラーリングされます。

• [intra-socket][Intra-Socket]：1台のIMCが同じソケッ
トの別の IMCとミラーリングされます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Mirroring Mode]

set memory-mirroring-mode
mirroring-mode

サーバ関連ポリシーの設定

36

サーバ関連ポリシーの設定

RASメモリの BIOS設定



説明名前

スペアリングはメモリを予備に保持することで信頼性

を最適化し、別のDIMMの障害発生時に使用できるよ
うにします。このオプションは、メモリの冗長性を実

現しますが、ミラーリングほどの冗長性は提供されま

せん。使用可能なスペアリングのモードは、現在のメ

モリの数によって異なります。

このオプションは、[MemoryRASConfig]で [sparing]オ
プションを選択したときのみ使用可能です。次のいず

れかを指定できます。

• [dimm-sparing][DIMMSparing]：1枚の DIMMが予
備に保持されます。DIMMに障害が発生すると、
そのDIMMの内容はスペアDIMMに移されます。

• [rank-sparing][RankSparing]：DIMMのスペアラン
クが予備に保持されます。あるランクの DIMMに
障害が発生した場合、そのランクの内容がスペア

ランクに移されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Sparing Mode]

set memory-sparing-mode
sparing-mode

低電圧と高周波数のどちらのメモリ動作をシステムで

優先するか。次のいずれかになります。

• [auto][Auto]：CPUが、低電圧メモリ動作または高
周波メモリ動作のどちらを優先するかを決定しま

す。

• [power-saving-mode][Power SavingMode]：低電圧メ
モリ動作が高周波メモリ動作よりも優先されます。

このモードでは、電圧を低く維持するために、メ

モリの周波数が低下する可能性があります。

• [performance-mode][PerformanceMode]：高周波動作
が低電圧動作よりも優先されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[LV DDR Mode]

set lv-dimm-support-config
lv-ddr-mode
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説明名前

内部メモリ用の更新間隔レート。次のいずれかになり

ます。

• [1x]

• [2x]

• [3x]

• [4x]

• [auto][Auto]

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[DRAM Refresh Rate]

set dram-refresh-rate-config
dram-refresh

デュアル電圧 RAMに使用される電圧。次のいずれか
になります。

• [ddr3 1500mv][DDR3 1500mv]

• [ddr3 1350mv][DDR3 1350mv]

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[DDR3 Voltage Selection]

set ddr3-voltage-config ddr3-voltage

シリアルポートの BIOS設定

次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できるシリアルポートの
BIOS設定の一覧を示します。

説明名前

シリアルポートAを有効にするか無効にするか。次の
いずれかになります。

• [disabled][Disabled]：シリアルポートは無効になり
ます。

• [enabled][Enabled]：シリアルポートは有効になり
ます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Serial port A enable]

set serial-port-a-config serial-port-a
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USBの BIOS設定

次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できる USB BIOS設定の
一覧を示します。

説明名前

サーバがUSBデバイスからブートできるかどうか。次
のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：サーバは USBデバイスから
ブートできます。

• [enabled][Enabled]：サーバはUSBデバイスからブー
トできません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Make Device Non Bootable]

set usb-boot-config
make-device-non-bootable

システムでレガシーUSBデバイスをサポートするかど
うか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：USBデバイスは、EFIアプリ
ケーションでのみ使用できます。

• [enabled][Enabled]：レガシー USBのサポートは常
に使用できます。

• [auto][Auto]：USBデバイスが接続されていない場
合、レガシーUSBのサポートが無効になります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Legacy USB Support]

set usb-boot-config legacy-support
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説明名前

USB EHCIのアイドル時電力消費を減らすために USB
アイドル時電力最適化設定を使用するかどうか。この

設定で選択した値によって、パフォーマンスが影響を

受けることがあります。次のいずれかになります。

• [high-performance][HighPerformance]：最適なパ
フォーマンスを電力節約より優先するため、USB
システムのアイドル時電力最適化設定はディセー

ブルにされます。

このオプションを選択すると、パフォーマンスが

大幅に向上します。サイトにサーバの電源制限が

ない場合はこのオプションを選択することを推奨

します。

• [lower-idle-power][Lower IdlePower]：電力節約を最
適なパフォーマンスより優先するため、USBシス
テムのアイドル時電力最適化設定は有効にされま

す。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[USB Idle Power Optimizing Setting]

set
usb-system-idle-power-optimizing-setting-config
usb-idle-power-optimizing

USB前面パネルアクセスロックは、USBポートへの
前面パネルアクセスを有効または無効にするために設

定されます。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]

• [enabled][Enabled]

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[USB Front Panel Access Lock]

set usb-front-panel-access-lock-config
usb-front-panel-lock
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説明名前

完全な USBキーボードレガシーサポートのために
60h/64hエミュレーションをシステムでサポートするか
どうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：60h/64hエミュレーションはサ
ポートされません。

• [enabled][Enabled]：60h/64hエミュレーションはサ
ポートされます。

サーバでUSB非対応オペレーティングシステムを
使用する場合は、このオプションを選択する必要

があります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Port 60/64 Emulation]

set usb-port-config usb-emulation

前面パネルのUSBデバイスを有効にするか無効にする
か。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：前面パネルのUSBポートを無
効にします。これらのポートに接続されるデバイ

スは、BIOSおよびオペレーティングシステムに
よって検出されません。

• [enabled][Enabled]：前面パネルの USBポートを有
効にします。これらのポートに接続されるデバイ

スは、BIOSおよびオペレーティングシステムに
よって検出されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[USB Port Front]

set usb-port-config usb-front

サーバ関連ポリシーの設定

41

サーバ関連ポリシーの設定

USBの BIOS設定



説明名前

内部USBデバイスを有効にするか無効にするか。次の
いずれかになります。

• [disabled][Disabled]：内部USBポートを無効にしま
す。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOS
およびオペレーティングシステムによって検出さ

れません。

• [enabled][Enabled]：内部 USBポートを有効にしま
す。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOS
およびオペレーティングシステムによって検出さ

れます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[USB Port Internal]

set usb-port-config usb-internal

KVMポートを有効にするか無効にするか。次のいずれ
かになります。

• [disabled][Disabled]：KVMキーボードとマウスデ
バイスを無効にします。キーボードとマウスは

KVMウィンドウで機能しなくなります。

• [enabled][Enabled]：KVMキーボードとマウスデバ
イスを有効にします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[USB Port KVM]

set usb-port-config usb-kvm

背面パネルのUSBデバイスを有効にするか無効にする
か。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：背面パネルのUSBポートを無
効にします。これらのポートに接続されるデバイ

スは、BIOSおよびオペレーティングシステムに
よって検出されません。

• [enabled][Enabled]：背面パネルの USBポートを有
効にします。これらのポートに接続されるデバイ

スは、BIOSおよびオペレーティングシステムに
よって検出されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[USB Port Rear]

set usb-port-config usb-rear
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説明名前

SDカードドライブを有効にするか無効にするか。次
のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：SDカードドライブを無効にし
ます。SDカードドライブは、BIOSおよびオペ
レーティングシステムによって検出されません。

• [enabled][Enabled]：SDカードドライブを有効にし
ます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[USB Port SD Card]

set usb-port-config usb-sdcard

仮想メディアデバイスを有効にするか無効にするか。

次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：vMediaデバイスを無効にしま
す。

• [enabled][Enabled]：vMediaデバイスを有効にしま
す。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[USB Port VMedia]

set usb-port-config usb-vmedia

すべての物理および仮想USBデバイスを有効にするか
無効にするか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：すべてのUSBデバイスが無効
になります。

• [enabled][Enabled]：すべての USBデバイスが有効
になります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[All USB Devices]

set all-usb-devices-config all-usb
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説明名前

xHCIモードを有効または無効にします。次のいずれか
になります。

• [disabled][Disabled]：xHCIモードは無効になりま
す。

• [enabled][Enabled]：xHCIモードは有効になります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[xHCI Mode]

set usb-configuration-select-config
xhci-enable-disable

PCI設定の BIOS設定

次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して行うことができる PCI設定
の BIOS設定を示しています。

説明名前

PAEサポートなしで動作しているオペレーティングシ
ステムのメモリ使用率を、BIOSがシステム設定に応じ
て 4GB以下で最大化するかどうか。次のいずれかにな
ります。

• [disabled][Disabled]：メモリ使用率を最大化しませ
ん。PAEをサポートするオペレーティングシステ
ムすべてにこのオプションを選択します。

• [enabled][Enabled]：PAEをサポートしないオペレー
ティングシステムについて 4GB以下でメモリ使用
率を最大化します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Maximum memory below 4GB]

set max-memory-below-4gb-config
max-memory
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説明名前

64ビット PCIデバイスの 4 GB以上のアドレス空間に
対するメモリマップド I/Oを有効にするか無効にする
か。レガシーなオプション ROMは 4 GBを超えるアド
レスにアクセスできません。PCIデバイスが 64ビット
対応でも、レガシーなオプション ROMを使用する場
合は、この設定を有効にしても正しく機能しないこと

があります。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：64ビットPCIデバイスの I/O
を 4 GB以上のアドレス空間にマッピングしませ
ん。

• [enabled][Enabled]：64ビット PCIデバイスの I/Oを
4 GB以上のアドレス空間にマッピングします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Memory mapped IO above 4GB]

set
memory-mapped-io-above-4gb-config
memory-mapped-io

システムに複数の VGAデバイスがある場合は、VGA
グラフィックスデバイスの優先順位を設定できます。

次のいずれかになります。

• [onboard][Onboard]：プライオリティがオンボード
VGAデバイスに与えられます。BIOSポスト画面お
よびOSブートはオンボードVGAポート経由で駆
動されます。

• [offboard][Offboard]：プライオリティが PCIEグラ
フィックスアダプタに与えられます。BIOSポス
ト画面および OSブートは外部グラフィックスア
ダプタポート経由で駆動されます。

• [onboard-vga-disabled][OnboardVGADisabled]：PCIE
グラフィックアダプタが優先され、オンボード

VGAデバイスが無効になります。

オンボード VGAが無効な場合、vKVM
は機能しません。

（注）

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

オンボード VGAデバイスのみが Cisco UCS
Bシリーズサーバでサポートされます。

（注）

[VGA Priority]

set vga-priority-config vga-priority
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説明名前

BIOSでのASPM（アクティブ電源状態管理）サポート
のレベルを設定できます。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：ASPMサポートは、BIOSで無
効になります。

• [auto][Auto]：電力状態を CPUが決定します。

• [forcel0][ForceL0]：すべてのリンクを強制的に L0
スタンバイ（L0s）状態にします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[ASPM Support]

set aspm-support-config aspm-support

不正な外部 DMAからの脅威を緩和する PCI BMEビッ
トを無効にできます。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：PCI BMEビットは BIOSで無
効になります。

• [enabled][Enabled]：PCI BMEビットはBIOSで有効
になります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[BME DMA Mitigation Support]

set bme-dma-config

QPIの BIOS設定

次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して行うことができる QPIの
BIOS設定を示しています。
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説明名前

Intel QuickPath Interconnect（QPI）リンク周波数（ギガトラン
スファー/秒（MT/s）単位）。次のいずれかになります。

• [6400][6.4 GT/s]

• [7200][7.2 GT/s]

• [8000][8.0 GT/s]

• [9600][9.6 GT/s]

• [auto][Auto]：QPIリンク周波数がCPUによって決定され
ます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイ
プとベンダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性
の値を使用します。

[QPI Link Frequency Select]

set
qpi-link-frequency-select-config
qpi-link-freqency-mt-per-sec

次のいずれかになります。

• [home-snoop][HomeSnoop]：スヌープは、常に、メモリコ
ントローラのホームエージェント（集中型リング停止）

によって起動されます。このモードは、早期スヌープよ

りローカル遅延が多くなりますが、未処理トランザクショ

ンが増えた場合に予備のリソースを使用できます。

• [cluster-on-die][Cluster OnDie]：このモードは、コアが 10
以上のプロセッサでのみ使用できます。高度にNUMA最
適化されたワークロードに最適なモードです。

• [home-directory-snoop-with-osb][Home DirectorySnoop with
OSB]

• [early-snoop][EarlySnoop]：分散キャッシュリング停止で、
別のキャッシングエージェントにスヌーププローブまた

は要求を直接送信できます。このモードは、遅延が少な

く、スレッド全体でデータセットを共有しているために

キャッシュ間転送からメリットが得られるワークロード

やNUMA最適化されていないワークロードに最適です。

• [auto][Auto]：QPIスヌープモードは CPUによって決定さ
れます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイ
プとベンダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性
の値を使用します。

[QPI Snoop Mode]

set qpi-snoop-mode
vpqpisnoopmode
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LOMおよび PCIeスロットの BIOS設定

次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できる USB BIOS設定の
一覧を示します。

説明名前

オプションROMがSASポートで使用できるかどうか。次のいずれか
になります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[PCIe Slot SAS
OptionROM]

set
slot-option-rom-enable-config
pcie-sas

このオプションを使用すると、PCIeスロット nに装着されているア
ダプタカードの最大速度を制限できます。次のいずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が 2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [auto][Auto]：最大速度は自動的に設定されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[PCIe Slot n Link Speed]

set
slot-link-speed-config
pcie-slotn-link-speed
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説明名前

オプション ROMがポートで使用できるかどうか。次のいずれかにな
ります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[PCIe Slot n
OptionROM]

set
slot-option-rom-enable-config
slotn-option-rom-enable

オプション ROMが HBAポートで使用できるかどうか。次のいずれ
かになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[PCIe Slot HBA
OptionROM]

set
slot-option-rom-enable-config
pcie-hba

オプション ROMがMLOMポートで使用できるかどうか。次のいず
れかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[PCIe Slot MLOM
OptionROM]

set
slot-option-rom-enable-config
pcie-mlom
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説明名前

オプション ROMがポートで使用できるかどうか。次のいずれかにな
ります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[PCIe Slot Nx
OptionROM]

set
slot-option-rom-enable-config
pcie-nx

オプション ROMが 10G LOMポートで使用できるかどうか。次のい
ずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[PCIe 10G LOM2 Link]

set lom-ports-config
pcie-lom2-link

PCI ROM Command Line Protocol（CLP）は、カード上の iSCSIや PxE
などのさまざまなオプション ROMの実行を制御します。デフォルト
では、無効になっています。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[PCI ROM CLP]

set pci-rom-clp-support
pci-rom-clp-config
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説明名前

システム I/Oコントローラ 1（SIOC1）のオプションROMをサーバが
使用できるかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SIOC1 Option ROM]

set
sioc1-optionrom-config
sioc1-optionrom

システム I/Oコントローラ 2（SIOC2）のオプションROMをサーバが
使用できるかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SIOC2 Option ROM]

set
sioc2-optionrom-config
sioc2-optionrom

SBMezz1コントローラのオプションROMをサーバが使用できるかど
うか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SBMEZZ1 Option
ROM]

set
sbmezz1-optionrom-config
sbmezz1-optionrom
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説明名前

SBMezz2コントローラのオプションROMをサーバが使用できるかど
うか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SBMEZZ2 Option
ROM]

set
sbmezz2-optionrom-config
sbmezz2-optionrom

オプション ROMを IOEスロット 1で有効にするかどうか。次のいず
れかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[IOESlot1
OptionROM]

set
ioeslot1-optionrom-config
ioeslot1-optionrom

オプション ROMを IOE Mezz1で有効にするかどうか。次のいずれか
になります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[IOEMEZZ 1
OptionROM]

set
ioemezz1-optionrom-config
ioemezz1-optionrom
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説明名前

オプション ROMを IOEスロット 2で有効にするかどうか。次のいず
れかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[IOE Slot2 Option
ROM]

set
ioeslot2-optionrom-config
ioeslot2-optionrom

オプション ROMを IOE NVMe1で有効にするかどうか。次のいずれ
かになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[IO ENVME1 Option
ROM]

set
ioenvme1-optionrom-config
ioenvme1-optionrom

オプション ROMを IOE NVMe2で有効にするかどうか。次のいずれ
かになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[IO ENVME2 Option
ROM]

set
ioenvme2-optionrom-config
ioenvme2-optionrom
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説明名前

SBNVMe1コントローラのオプション ROMをサーバが使用できるか
どうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SBNVME1 Option
ROM]

set
sbnvme1-optionrom-config
sbnvme1-optionrom

オプション ROMがMRAIDポートで使用できるかどうか。次のいず
れかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[PCIe Slot MRAID
OptionROM]ドロップ
ダウンリスト

set Pcie
SlotMRAIDOptionROM

オプション ROMが RAIDポートで使用できるかどうか。次のいずれ
かになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[PCIe Slot RAID
OptionROM]

set Pcie
SlotRAIDOptionROM
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説明名前

オプション ROMが背面 NVMEnポートで使用できるかどうか。次の
いずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

PCIe Slot Rear Nvmen
OptionRom

set Pcie
SlotRearNvmenOptionROM

このオプションを使用すると、背面 PCIeスロット 1に取り付けられ
た NVMEカードの最大速度を制限できます。次のいずれかになりま
す。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が 2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [auto][Auto]：最大速度は自動的に設定されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Rear NVME1 Link
Speed]

set Pcie
SlotRearNvme1LinkSpeed

このオプションを使用すると、背面 PCIeスロット 2に取り付けられ
た NVMEカードの最大速度を制限できます。次のいずれかになりま
す。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が 2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [auto][Auto]：最大速度は自動的に設定されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Rear NVME2 Link
Speed]

set Pcie
SlotRearNvme2LinkSpeed
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説明名前

このオプションでは、前面 PCIeスロット 1に取り付けられた NVME
カードの最高速度を制限することができます。次のいずれかになりま

す。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が 2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [auto][Auto]：最大速度は自動的に設定されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Front NVME1 Link
Speed]

set Pcie
SlotFrontNvme1LinkSpeed

このオプションでは、前面 PCIeスロット 2に取り付けられた NVME
カードの最高速度を制限することができます。次のいずれかになりま

す。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が 2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [auto][Auto]：最大速度は自動的に設定されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Front NVME2 Link
Speed]

set Pcie
SlotFrontNvme2LinkSpeed

このオプションでは、HBAカードの最高速度を制限することができ
ます。次のいずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が 2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [auto][Auto]：最大速度は自動的に設定されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[HBA Link Speed]

set HBALinkSpeed
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説明名前

このオプションを使用するとMLOMアダプタの最大速度を制限でき
ます。次のいずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が 2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [auto][Auto]：最大速度は自動的に設定されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[MLOM Link Speed]

set Pcie
SlotMLOMLinkSpeed

このオプションでは、MRAIDの最高速度を制限できます。次のいず
れかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が 2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [auto][Auto]：最大速度は自動的に設定されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[MRAID Link Speed]

set Pcie
SlotMRAIDLinkSpeed

このオプションを使用するとRAIDの最大速度を制限できます。次の
いずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が 2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [auto][Auto]：最大速度は自動的に設定されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[RAID Link Speed]

set Pcie
SlotRAIDLinkSpeed

サーバ関連ポリシーの設定

57

サーバ関連ポリシーの設定

LOMおよび PCIeスロットの BIOS設定



説明名前

すべてのオンボード LOMポートを有効にするか無効にするか。次の
いずれかになります。

• [enabled][Enabled]：すべてのオンボードLOMが有効になります。

• [disabled][Disabled]：すべてのオンボードLOMが無効になります。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[All Onboard LOM]

set AllLomPortControl

オプション ROMが LOMポート 1で使用できるかどうか。次のいず
れかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[LOM Port 1
OptionRom]

set
LomOpromControlPort0

オプション ROMが LOMポート 2で使用できるかどうか。次のいず
れかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[LOM Port 2
OptionRom]

set
LomOpromControlPort1
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説明名前

PCIeスロット nに取り付けられているアダプタカードの状態。次の
いずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Slot n State]

set SlotnState

SBNVMe1コントローラのオプション ROMをサーバが使用できるか
どうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SBNVMe1
OptionROM]

set
SBNVMe1OptionROM

SBNVMe2コントローラのオプション ROMをサーバが使用できるか
どうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SBNVMe2
OptionROM]

set
SBNVMe2OptionROM
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説明名前

SIOCNVMe1コントローラのオプション ROMをサーバが使用できる
かどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SIOCNVMe1
OptionROM]リスト

set
SIOCNVMe1OptionROM

SIOCNVMe2コントローラのオプション ROMをサーバが使用できる
かどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SIOCNVMe2
OptionROM]

set
SIOCNVMe2OptionROM

SBLom1コントローラのオプション ROMをサーバが使用できるかど
うか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットは UEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SBLom1 OptionROM]

set
SBLom1OptionROM
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説明名前

SBNVMeスロット nのリンク速度。次のいずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が 2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [enabled][Enabled]：最大速度が制限されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SBNVMenLink Speed]

set
SBNVMenLinkSpeed

SIOCNVMeスロット nのリンク速度。次のいずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が 2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [enabled][Enabled]：最大速度が制限されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SIOCNVMen Link
Speed]

set
SIOCNVMenLinkSpeed

SIOCスロット nのリンク速度。次のいずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が 2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [enabled][Enabled]：最大速度が制限されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SIOCn Link Speed]

set SIOCnLinkSpeed
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説明名前

SBMezzスロット nのリンク速度。次のいずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が 2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [enabled][Enabled]：最大速度が制限されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SBMezzn Link Speed]

set SBMezznLinkSpeed

IOEスロット nのリンク速度。次のいずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が 2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [enabled][Enabled]：最大速度が制限されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[IOESlotn Link Speed]

set IOESlotnLinkSpeed

IOEMezzスロット nのリンク速度。次のいずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が 2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [enabled][Enabled]：最大速度が制限されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[IOEMezzn Link Speed]

set
IOEMezznLinkSpeed
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説明名前

IOENVMeスロット nのリンク速度。次のいずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が 2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [enabled][Enabled]：最大速度が制限されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[IOENVMen Link
Speed]

set
IOENVMenLinkSpeed

イーサネットネットワーキング識別子の命名規則を、ConsistentDevice
Naming（CDN）と従来の命名規則のどちらに準拠させるかを指定し
ます。次のいずれかになります。

• [enabled][Enabled]：OSイーサネットネットワーク識別子に、LOM
ポート0やLOMポート1のように、物理的なLANonMotherboard
（LOM）のポート番号付けに基づく Consistent Device Naming
（CDN）規則で名前を付けます。

• [disabled][Disabled]：OSイーサネットネットワーキング識別子
に、デフォルトの規則に従って ETH0、ETH1などの名前を付け
ます。デフォルトでは、CDNオプションは無効になっています。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[CDN Support for
LOMs]

set CdnSupport

PCIeバスに接続されている NVMe SSDをスワップできるかどうかを
指定します。この設定により、これらのドライブの LEDステータス
ライトも標準化されます。次のいずれかになります。

• [enabled][Enabled]：PCIeバスに接続されているNVMeSSDのホッ
トスワップを許可します。

• [disabled][Disabled]：PCIeバスに接続されている NVMe SSDの
ホットスワップを禁止します。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[VMD Enable]

set VMDEnable

グラフィックス構成の BIOS設定

次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して実行できるグラフィックス
構成の BIOS設定の一覧を示します。
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説明名前

統合グラフィックスを有効にします。次のいずれかに

なります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

• [enabled]：統合グラフィックスが有効になります。

• [disabled]：統合グラフィックスが無効になります。

[Integrated Graphics]

set integrated-graphics-config
integrated-graphics

統合グラフィックスコントローラのマップドメモリの

サイズを設定できます。次のいずれかになります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

• [128mb]

• [256mb]

• [512mb]

• [1024mb]

• [2048mb]

• [4096mb]

[Integrated Graphics Aperture Size]

set integrated-graphics-aperture-config
integrated-graphics-aperture

オンボードグラフィックス（KVM）を有効にします。
次のいずれかになります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

• [enabled]：オンボードグラフィックが有効になり
ます。

• [disabled]：オンボードグラフィックスが無効にな
ります。

[Onboard Graphics]

set onboard-graphics-config
onboard-graphics

ブートオプションの BIOS設定

次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して行うことができるブートオ
プションの BIOS設定を示しています。
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説明名前

BIOSでユーザ入力を待機せずに非EFIベースのブート
オプションを再試行するかどうか。次のいずれかにな

ります。

• [disabled]：ユーザ入力を待機してから非 EFIベー
スのブートオプションを再試行します。

• [enabled]：ユーザ入力を待機せずに非 EFIベース
のブートオプションを継続的に再試行します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Boot option retry]

set boot-option-retry-config retry

Intel SAS Entry RAIDモジュールを有効にするかどう
か。次のいずれかになります。

• [disabled]：Intel SAS Entry RAIDモジュールは無効
になります。

• [enabled]：Intel SAS Entry RAIDモジュールは有効
になります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[SAS RAID]

set intel-entry-sas-raid-config sas-raid

Intel SAS Entry RAIDモジュールがどのように設定され
るか。次のいずれかになります。

• [it-ir-raid]：Intel IT/IR RAIDを使用するよう RAID
モジュールを設定します。

• [intel-esrtii]：Intel Embedded Server RAID Technology
IIを使用するようRAIDモジュールを設定します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[SAS RAID module]

set intel-entry-sas-raid-config
sas-raid-module
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説明名前

オンボードソフトウェア RAIDコントローラをサーバ
に使用できるかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：ソフトウェア RAIDコントローラを使
用できません。

• [enabled]：ソフトウェアRAIDコントローラを使用
できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Onboard SCU Storage Support]ドロッ
プダウンリスト

set onboard-sas-storage-config
onboard-sas-ctrl

次のブート試行までの待機時間（秒単位）。次のいず

れかになります。

このトークンは、[Boot Option Retry]トークンが有効に
なっている場合にのみ有効です。

• [15]：システムは次のブート試行まで15v秒間待機
します。

• [45]

• [90]

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Cool Down Time (sec)]ドロップダウ
ンリスト

ブートの試行回数。次のいずれかになります。

• [infinite][Infinite]：システムは起動のすべてのオプ
ションを試行します。

• [13]：システムは起動を 5回試行します。

• [5]

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Number of Retries]ドロップダウンリ
スト
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説明名前

このオプションでは、P-SATAモードを選択できます。
次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：P-SATAモードは無効になり
ます。

• [lsi-sw-raid][LSI SWRAID]：LSI SWRAIDの場合、
SATAコントローラと sSATAコントローラの両方
を RAIDモードに設定します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[P-SATA mode]ドロップダウンリス
ト

このトークンでは、F2 BIOS設定を使用する前に BIOS
パスワードを設定する必要があります。有効にすると、

IO設定、BIOSセットアップ、BIOSを使用したオペ
レーティングシステムへの起動など、BIOS機能にア
クセスする前にパスワードを検証する必要があります。

次のいずれかを指定できます。

• [disabled][Disabled]：電源オンパスワードは無効に
なります。

• [enabled][Enabled]：電源オンパスワードが有効にな
ります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Power On Password]ドロップダウン
リスト

PXEの IPv6サポートを有効または無効にします。次の
いずれかになります

• [disabled][Disabled]：IPV6 PXEのサポートは利用で
きません。

• [enabled][Enabled]：IPV6 PXEのサポートを常に利
用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[IPV6 PXE Support]ドロップダウン
リスト
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CiscoUCSManagerのBIOSパラメータ仮想化機能により、統合された一連のサービスプロファ
イルの BIOS設定を実際の BIOSサポートパラメータにマッピングします。ただし、すべての
BIOS設定項目がすべてのサーバモデルやプラットフォームに適用できるわけではありませ
ん。カスタムBIOSポリシーを作成し、[Boot Option Retry]を選択したときに、ブート可能なオ
プションがない場合は、Cisco UCS B420 M3または Cisco UCS B420 M4サーバのリブートは失
敗し、CiscoUCSManagerは次のメッセージを表示します。「Reboot and Select proper Boot device
or Insert Boot Media in selected Boot device and press a key.」ブートパスを修正した後には、手動
でブートオプションを設定して、サーバが停電の後にリブートできるようにしておく必要があ

ります。BIOSデフォルトサーバのポリシー、および BIOSオプションとそのデフォルト設定
の詳細については、BIOSポリシー（75ページ）およびサーバ BIOS設定（1ページ）を参
照してください。

（注）

サーバ管理 BIOS設定

次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトBIOS設定を介して実行できるサーバ管理BIOS設
定の一覧を示します。

General Settings

説明名前

システムエラー（SERR）の発生時に、BIOSがマスク
不能割り込み（NMI）を生成し、エラーをログに記録
するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：SERRの発生時に、BIOSは
NMIを生成することもエラーをログに記録するこ
ともしません。

• [enabled][Enabled]：SERRの発生時に、BIOSはNMI
を生成し、エラーをログに記録します。[AssertNMI
on PERR]を有効にする場合は、この設定を有効に
する必要があります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Assert NMI on SERR]

set assert-nmi-on-serr-config assertion
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説明名前

プロセッサバスパリティエラー（PERR）の発生時に、
BIOSがマスク不能割り込み（NMI）を生成し、エラー
をログに記録するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：PERRの発生時に、BIOSは
NMIを生成することもエラーをログに記録するこ
ともしません。

• [enabled][Enabled]：PERRの発生時に、BIOSはNMI
を生成し、エラーをログに記録します。この設定

を使用するには、[AssertNMIonSERR]を有効にす
る必要があります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Assert NMI on PERR]

set assert-nmi-on-perr-config assertion

BIOSが定義済みのタイムアウト値を持つウォッチドッ
グタイマーをプログラムするかどうか。タイマーが切

れる前にオペレーティングシステムのブートを完了し

ない場合、CIMCはシステムをリセットし、エラーが
ログに記録されます。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：サーバのブートにかかる時間
のトラッキングにウォッチドッグタイマーは使用

されません。

• [enabled][Enabled]：サーバのブートにかかる時間を
ウォッチドッグタイマーでトラッキングします。

サーバが事前に定義した時間内にブートしない場

合、CIMCはシステムをリセットし、エラーを記
録します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

この機能には、オペレーティングシステムのサポート

または Intel管理ソフトウェアが必要です。

[OS Boot Watchdog Timer]

set os-boot-watchdog-timer-config
os-boot-watchdog-timer
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説明名前

ウォッチドッグタイマーが切れた場合にシステムで実

行されるアクション。次のいずれかになります。

• [power-off][PowerOff]：OSブート中にウォッチドッ
グタイマーが期限切れになった場合、サーバは電

源オフになります。

• [reset][Reset]：OSのブート中にウォッチドッグタ
イマーが切れた場合、サーバはリセットされます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

このオプションは、[OS Boot Watchdog Timer]を有効に
する場合にのみ利用できます。

[OS Boot Watchdog Timer Policy]

set
os-boot-watchdog-timer-policy-config
os-boot-watchdog-timer-policy

BIOSでウォッチドッグタイマーの設定に使用される
タイムアウト値。次のいずれかになります。

• [5-minutes]：ウォッチドッグタイマーはOSブート
開始から 5分後に期限切れになります。

• [10-minutes]：ウォッチドッグタイマーは OSブー
ト開始から 10分後に期限切れになります。

• [15-minutes]：ウォッチドッグタイマーは OSブー
ト開始から 15分後に期限切れになります。

• [20-minutes]：ウォッチドッグタイマーは OSブー
ト開始から 20分後に期限切れになります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

このオプションは、[OS Boot Watchdog Timer]を有効に
する場合にのみ利用できます。

[OS Boot Watchdog Timer Timeout]

set
os-boot-watchdog-timer-timeout-config
os-boot-watchdog-timer-timeout
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説明名前

POST中にシステムがハングした場合に、システムを回
復するために FRB-2タイマーが使用されるかどうか。
次のいずれかになります。

• []disabled[Disabled]：FRB-2タイマーは使用されま
せん。

• [enabled][Enabled]：POST中に FRB-2タイマーが開
始され、必要に応じてシステムの回復に使用され

ます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[FRB-2 Timer]

set frb-2-timer-config frb-2-timer

コンソールリダイレクション設定

説明名前

POSTおよびBIOSのブート中に、シリアルポートをコ
ンソールリダイレクションに使用できるようにします。

BIOSのブートが完了し、オペレーティングシステム
がサーバを担当すると、コンソールリダイレクション

は関連がなくなり、無効になります。次のいずれかに

なります。

• [disabled][Disabled]：POST中にコンソールリダイ
レクションは発生しません。

• [serial-port-a]または [COM0]または [Enabled]：POST
中にコンソールリダイレクト用のシリアルポート

Aを有効にします。このオプションはブレードサー
バおよびラックマウントサーバに対して有効です。

• [serial-port-b]または [COM1]：POST中のコンソー
ルリダイレクションのためシリアルポートBを有
効にし、サーバ管理タスク実行を許可します。こ

のオプションは、ラックマウントサーバでのみ有

効です。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

このオプションを有効にする場合は、POST
中に表示される Quiet Bootのロゴ画面を無効
にします。

（注）

[Console redirection]

set console-redir-config console-redir
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説明名前

フロー制御にハンドシェイクプロトコルを使用するか

どうか。送信要求/クリアツーセンド（RTS/CTS）を使
用すると、隠れた端末問題が原因で発生する可能性が

あるフレームコリジョンを減らすことができます。次

のいずれかになります。

• [none][None]：フロー制御は使用されません。

• [rts-cts][RTS-CTS]：RTS/CTSがフロー制御に使用
されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Flow Control]

set console-redir-config flow-control

シリアルポートの伝送速度として使用されるボーレー

ト。[Console Redirection]を無効にする場合は、このオ
プションを使用できません。次のいずれかになります。

• [9600][9.6k]：9600ボーレートが使用されます。

• [19200][19.2k]：19200ボーレートが使用されます。

• [38400][38.4k]：38400ボーレートが使用されます。

• [57600][57.6k]：57600ボーレートが使用されます。

• [115200][115.2k]：115200ボーレートが使用されま
す。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Baud rate]

set console-redir-config baud-rate
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説明名前

コンソールリダイレクションに使用される文字フォー

マットのタイプ。次のいずれかになります。

• [pc-ansi][PC-ANSI]：PC-ANSI端末フォントが使用
されます。

• [vt100][VT100]：サポートされている vt100ビデオ
端末とその文字セットが使用されます。

• [vt100-plus][VT100-PLUS]：サポートされている
vt100-pluビデオ端末とその文字セットが使用され
ます。

• [vt-utf8][VT-UTF8]：UTF-8文字セットのビデオ端
末が使用されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Terminal type]

set console-redir-config terminal-type

シリアルポートでレガシーなオペレーティングシステ

ム（DOSなど）からのリダイレクションを有効にする
かどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：コンソールリダイレクション
が有効になっているシリアルポートは、レガシー

なオペレーティングシステムから認識されません。

• [enabled][Enabled]：コンソールリダイレクション
が有効になっているシリアルポートはレガシーオ

ペレーティングシステムに表示されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Legacy OS redirection]

set console-redir-config legacy-os-redir
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説明名前

PuTTYファンクションキーおよびテンキーの最上段の
キーのアクションを変更できます。次のいずれかにな

ります。

• [vt100][VT100]：ファンクションキーによってESC
OP～ ESC O[ を生成します。

• [linux][LINUX]：Linux仮想コンソールを模倣しま
す。ファンクションキー F6～ F12はデフォルト
モードと同様に動作しますが、F1～ F5は ESC
[[A～ ESC [[Eを生成します。

• [xtermr6][XTERMR6]：ファンクションキー F5～
F12がデフォルトモードと同様に動作します。ファ
ンクションキー F1～ F4によって ESC OP～ ESC
OSを生成します。これはデジタル端末のキーパッ
ドの上段によって生成されるシーケンスです。

• [sco][SCO]：ファンクションキー F1～ F12が ESC
[M～ESC [Xを生成します。ファンクションキー
と Shiftキーによって ESC [Y～ ESC [jを生成し
ます。CtrlキーとファンクションキーによってESC
[k～ ESC [vを生成します。Shift、Ctrlおよび
ファンクションキーによって ESC [w～ ESC [{
を生成します。

• [escn][ESCN]：デフォルトモードです。ファンク
ションキーはデジタル端末の一般的な動作と一致

します。ファンクションキーによって ESC [11~
や ESC [12~などのシーケンスを生成します。

• [vt400][VT400]：ファンクションキーがデフォルト
モードと同様に動作します。テンキーの最上段の

キーによって ESC OP～ ESC OSを生成します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Putty KeyPad]

set console-redir-config
putty-function-keypad
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説明名前

Windowsの Special Administration Control（SAC）で使
用。このオプションを使用すると、Windows緊急管理
サービスに使用できるCOMポート0を設定できます。
このセットアップオプションに基づいて ACPI SPCR
テーブルが報告されます。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：Windowsオペレーティングシ
ステムで使用する汎用ポートとして COMポート
0を設定します。

• [enabled][Enabled]：Windows緊急管理サービスの
リモート管理ポートとして COMポート 0を設定
します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Out of Band Management]ドロップダ
ウンリスト

BIOSPOSTが完了し、OSブートローダに制御が渡され
た後に、BIOSコンソールリダイレクションがアクティ
ブであるかどうか。次のいずれかになります。

• [always_enable][Always Enable]：OSブート時と実
行時に BIOSレガシーコンソールリダイレクショ
ンがアクティブになります。

• [bootloader][Bootloader]：OSブートローダに制御
が渡される前に BIOSレガシーコンソールリダイ
レクションが無効になります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーの BIOSデフォルト値に含ま
れるこの属性の値を使用します。

[Redirection After BIOS POST]ドロッ
プダウンリスト

set console-redir-config
putty-function-keypad

BIOSポリシー
BIOSポリシーは、サーバまたはサーバグループに対する BIOS設定の設定を自動化するポリ
シーです。ルート組織内のすべてのサーバに対して使用可能なグローバル BIOSポリシーを作
成するか、サブ組織の階層に対してのみ使用可能な BIOSポリシーを作成できます。

BIOSポリシーを使用するには、次の手順を実行します。

1. Cisco UCS Managerで BIOSポリシーを作成します。

2. BIOSポリシーを 1つ以上のサービスプロファイルに割り当てます。

3. サービスプロファイルをサーバと関連付けます。
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サービスプロファイルの関連付け時に、Cisco UCS Managerはサーバ上の BIOS設定を BIOS
ポリシー内の設定と一致するように変更します。BIOSポリシーを作成せず、BIOSポリシーを
サービスプロファイルに割り当てていない場合は、サーバの BIOS設定にそのサーバプラッ
トフォームのデフォルトが使用されます。

デフォルトの BIOS設定
CiscoUCSManagerには、CiscoUCSがサポートするサーバの各タイプのためのデフォルトBIOS
設定が含まれています。デフォルト BIOS設定は、ルート組織のみで使用でき、グローバルで
す。Cisco UCSでサポートされている各サーバプラットフォームには、1セットの BIOS設定
のみを適用できます。デフォルト BIOS設定は変更できますが、デフォルト BIOS設定の追加
セットの作成はできません。

デフォルト BIOS設定の各セットは、サポートされているサーバの特定のタイプに合わせて設
計されており、サービスプロファイルにBIOSポリシーが含まれていない、特定のタイプのす
べてのサーバに適用されます。

サーバ固有の設定が満たされない特定の要件がCiscoUCS実装にあるのでない限り、CiscoUCS
ドメイン内のサーバの各タイプ用に設計されたデフォルト BIOS設定を使用することをお勧め
します。

Cisco UCS Managerにより、これらのサーバプラットフォーム固有の BIOS設定が次のように
適用されます。

•サーバに関連付けられたサービスプロファイルには、BIOSポリシーは含まれません。

• BIOSポリシーには、特定の設定に対するプラットフォームデフォルトのオプションが設
定されます。

CiscoUCSManagerによって提供されるデフォルトBIOS設定は変更できます。ただし、デフォ
ルトの BIOS設定に対する変更は、その特定のタイプまたはプラットフォームのすべてのサー
バに適用されます。特定のサーバの BIOS設定のみを変更する場合は、BIOSポリシーを使用
することを推奨します。

M5サーバ以降の BIOSトークンは読み取り専用であり、変更することはできません。BIOS
トークン、デフォルト値、および値の完全な最新リストについては、『Cisco UCS M5 Server
BIOS Tokens』を参照してください。
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BIOSポリシーの作成

Cisco UCS Managerは、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定による BIOS設定の変更
をCisco IntegratedManagement Controller（CIMC）バッファにプッシュします。これらの変更は
バッファ内にとどまり、サーバがリブートされるまでは有効になりません。

設定するサーバでBIOS設定のサポートを確認することをお勧めします。RASメモリのミラー
リングモードなどの一部の設定は、すべてのCiscoUCSサーバでサポートされているわけでは
ありません。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織で組織モードを開始しま

す。デフォルト組織モードを開始するに

は、 org-name に / と入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

BIOSポリシーを指定されたポリシー名
で作成し、組織BIOSポリシーモードを
開始します。

UCS-A /org # create bios-policy
policy-name

ステップ 2

BIOS設定を設定します。ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/bios-policy # commit-bufferステップ 4

例

次の例では、ルート組織下で BIOSポリシーを作成し、トランザクションをコミット
します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create bios-policy biosPolicy3
UCS-A /org/bios-policy* # set numa-config numa-optimization enabled
UCS-A /org/bios-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/bios-policy #

BIOSデフォルトの変更
次の手順を使用して、UCS M4以前のサーバの BIOSデフォルトを変更および設定することが
できます。UCS M5サーバで導入された新しい BIOS設定は、この手順を使用して設定できま
せん。
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設定するサーバでBIOS設定のサポートを確認することをお勧めします。RASメモリのミラー
リングモードなどの一部の設定は、すべてのCiscoUCSサーバでサポートされているわけでは
ありません。

サーバ固有の設定が満たされない特定の要件がCiscoUCS実装にあるのでない限り、CiscoUCS
ドメイン内のサーバの各タイプ用に設計されたデフォルト BIOS設定を使用することをお勧め
します。

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1

サーバデフォルトモードを開始しま

す。

UCS-A /system # scope server-defaultsステップ 2

（任意）すべてのサーバのプラット

フォームの説明を表示します。

UCS-A /system/server-defaults # show
platform

ステップ 3

指定したサーバでサーバデフォルト

モードを開始します。platform-description
UCS-A /system/server-defaults # scope
platform platform-description

ステップ 4

引数に、次の形式で show platformコマ
ンドによって表示されるサーバの説明を

入力します："vendor" model revision

ベンダーは、すべての句読点

を含め、showplatform コマン
ドで示したとおり正確に入力

する必要があります。

ヒント

サーバでサーバデフォルト BIOS設定
モードを開始します。

UCS-A /system/server-defaults/platform #
scope bios-settings

ステップ 5

BIOS設定を再設定します。ステップ 6

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A
/system/server-defaults/platform/bios-settings
# commit-buffer

ステップ 7

例

次に、プラットフォームのNUMAデフォルト BIOS設定を変更し、トランザクション
をコミットする例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope server-defaults
UCS-A /system/server-defaults # show platform

Platform:
Product Name Vendor Model Revision
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------------ ---------- ---------- --------
Cisco B200-M1

Cisco Systems, Inc.
N20-B6620-1

0

UCS-A /system/server-defaults # scope platform "Cisco Systems, Inc." N20-B6620-1 0
UCS-A /system/server-defaults/platform # scope bios-settings
UCS-A /system/server-defaults/platform/bios-settings # set numa-config numa-optimization
disabled
UCS-A /system/server-defaults/platform/bios-settings* # commit-buffer
UCS-A /system/server-defaults/platform/bios-settings #

UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope server-defaults
UCS-A /system/server-defaults # show platform

Platform:
Product Name Vendor Model Revision
------------ ---------- ---------- --------
Cisco UCS B230-M2

Cisco Systems, Inc.
B230-BASE-M2

0
Cisco UCS B440 M2

Cisco Systems, Inc.
B440-BASE-M2

0
Cisco C260-M2

Cisco Systems, Inc.
C260-BASE-2646

0
Cisco B200-M1

Cisco Systems, Inc.
N20-B6620-1

0
Cisco B250-M1

Cisco Systems, Inc.
N20-B6620-2

UCS-A /system/server-defaults # scope platform "Cisco Systems, Inc." B230-BASE-M2 0
UCS-A /system/server-defaults/platform # scope bios-settings
UCS-A /system/server-defaults/platform/bios-settings # set numa-config numa-optimization
disabled
UCS-A /system/server-defaults/platform/bios-settings* # committ-buffer
UCS-A /system/server-defaults/platform/bios-settings* #

M5サーバの BIOS設定の構成
Cisco UCS Manager CLIを使用して、UCSM5以前のサーバの BIOS設定を構成できます。UCS
M5サーバで導入された新しい BIOS設定は、この手順でのみ設定できます。

設定するサーバでBIOS設定のサポートを確認することをお勧めします。RASメモリのミラー
リングモードなどの一部の設定は、すべてのCiscoUCSサーバでサポートされているわけでは
ありません。
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手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するに

は、/を org-nameとして入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定されたBIOSポリシーの bios-policy
モードを開始します。

UCS-A /org # scope bios-policy
bios-policy-name

ステップ 2

指定された BIOSポリシー内の BIOS
トークン機能の完全なリストを表示し

ます。

（任意） UCS-A /org/bios-policy # show
token-feature

ステップ 3

指定された BIOSトークン機能のトー
クン機能モードを開始します。

UCS-A /org/bios-policy # scope
token-feature "bios-token-feature-name"

ステップ 4

指定されたBIOSトークン機能のBIOS
トークンパラメータの完全なリストを

表示します。

（任意） UCS-A
/org/bios-policy/token-feature # show
token-param

ステップ 5

指定された BIOSトークンパラメータ
名のトークンパラメータモードを開始

します。

UCS-A /org/bios-policy/token-feature #
scope token-param
bios-token-parameter-name

ステップ 6

指定された BIOSトークンパラメータ
のトークン設定の完全なリストを表示

します。

（任意） UCS-A
/org/bios-policy/token-feature/token-param
# show token-settings

ステップ 7

指定された BIOSトークンパラメータ
名のトークン設定モードを開始しま

す。

UCS-A
/org/bios-policy/token-feature/token-param
# scope token-settings token-setting

ステップ 8

yesまたは noキーワードを使用して、
指定されたトークン設定を選択済みま

たは未選択として設定します。

UCS-A
/org/bios-policy/token-feature/token-param/token-settings
# set is-selected yes | no

ステップ 9

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A
/org/bios-policy/token-feature/token-param/token-settings
# commit-buffer

ステップ 10

例

次に、BIOSトークン設定を行う例を示します。
UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope bios-policy bp
UCS-A /org/bios-policy # scope token-feature "Consistent Device Name Control"
UCS-A /org/bios-policy/token-feature # scope token-param cdnEnable
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UCS-A /org/bios-policy/token-feature/token-param # scope token-settings Enabled
UCS-A /org/bios-policy/token-feature/token-param/token-settings # set is-selected yes
UCS-A /org/bios-policy/token-feature/token-param/token-settings* # commit-buffer
UCS-A /org/bios-policy/token-feature/token-param/token-settings #

M3およびM4サーバの実際の BIOS設定の表示
サーバの実際の BIOS設定を表示するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定サーバのシャーシサーバモードを

開始します。

UCS-A# scope server chassis-id /
server-id

ステップ 1

指定したサーバでBIOSモードを開始し
ます。

UCS-A /chassis/server # scope biosステップ 2

指定したサーバでBIOS設定モードを開
始します。

UCS-A /chassis/server/bios # scope
bios-settings

ステップ 3

BIOS設定を表示します。 show ? と入
力して、 setting で使用可能な値のリス
トを表示します。

UCS-A /chassis/server/bios/bios-settings
show setting

ステップ 4

show settingコマンドは、M5
以降のサーバではサポートさ

れません。M5以降のサーバで
の手順については、「M5以降
のサーバの実際の BIOS設定
の表示（82ページ）」を参照
してください。

（注）

例

次に、シャーシ 1のブレード 3の BIOS設定を表示する例を示します。
UCS-A# scope server 1/3
UCS-A /chassis/server # scope bios
UCS-A /chassis/server/bios # scope bios-settings
UCS-A /chassis/server/bios/bios-settings # show intel-vt-config

Intel Vt Config:
Vt
--
Enabled

UCS-A /chassis/server/bios/bios-settings #
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M5以降のサーバの実際の BIOS設定の表示
サーバの実際の BIOS設定を表示するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定サーバのシャーシサーバモードを

開始します。

UCS-A# scope server chassis-id /
server-id

ステップ 1

指定したサーバでBIOSモードを開始し
ます。

UCS-A /chassis/server # scope biosステップ 2

指定したサーバでBIOS設定モードを開
始します。

UCS-A /chassis/server/bios # scope
bios-settings

ステップ 3

指定した BIOSトークン機能名の BIOS
設定を表示します。

UCS-A /chassis/server/bios/bios-settings #
show token-feature
"BIOS_Token_Feature_Name" detail
expand

ステップ 4

BIOS_Token_Feature_Nameで使用可能な
値の一覧を確認するには、show ?と入
力します。

すべての BIOSトークンの BIOS設定を
表示します。

（任意） UCS-A
/chassis/server/bios/bios-settings # show
detail

ステップ 5

例

次に、シャーシ 1のブレード 4の CDN制御に関する BIOS設定を表示する例を示しま
す。

UCS-A# scope server 1/4
UCS-A /chassis/server # scope bios
UCS-A /chassis/server/bios # scope bios-settings
UCS-A /chassis/server/bios/bios-settings # show token-feature "Consistent Device Name
Control" detail expand

Token Feature:
Bios Token Feature Name: Consistent Device Name Control

Token Parameter:
Bios Token Parameter Name: cdnEnable
UI Display Name: CDN Control

Token Settings:
Bios Token Settings Name: Disabled
BIOS Returned Setting Name: Disabled
Selected: Yes

UCS-A /chassis/server/bios/bios-settings #
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BIOSポリシーの BIOSトークン詳細の表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、/
を org-nameとして入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定された BIOSポリシーの bios-policy
モードを開始します。

UCS-A /org # scope bios-policy
bios-policy-name

ステップ 2

指定されたBIOSポリシーに対して設定
されているすべての BIOSトークン機

UCS-A /org/bios-policy # show detail
expand

ステップ 3

能、パラメータ、および設定に関する詳

細情報を表示します。

指定されたBIOSトークン機能のトーク
ン機能モードを開始します。

（任意） UCS-A /org/bios-policy # scope
token-feature "bios-token-feature-name"

ステップ 4

指定された BIOSトークン機能の BIOS
トークンパラメータの完全なリストを

表示します。

（任意） UCS-A
/org/bios-policy/token-feature # show detail
[expand]

ステップ 5

指定されたBIOSトークンパラメータ名
のトークンパラメータモードを開始し

ます。

（任意） UCS-A
/org/bios-policy/token-feature # scope
token-param bios-token-parameter-name

ステップ 6

指定されたBIOSトークンパラメータの
トークン設定の完全なリストを表示しま

す。

（任意） UCS-A
/org/bios-policy/token-feature/token-param
# show detail [expand]

ステップ 7

例

次に、すべての BIOSトークン機能、パラメータ、および設定を含む、BIOSポリシー
に関する詳細情報を表示する例を示します。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope bios-policy bp
UCS-A /org/bios-policy # show detail expand

BIOS Policy:
Name: bp
Description: Recommended bios settings for bp
Reboot on BIOS Policy Change: No
Policy Owner: Local

Token Feature:
Bios Token Feature Name: All USB Devices
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Token Parameter:
Bios Token Parameter Name: AllUsbDevices
UI Display Name: All USB Devices

Token Settings:
Bios Token Settings Name: Disabled
BIOS Returned Setting Name: Disabled
Selected: No

Bios Token Settings Name: Enabled
BIOS Returned Setting Name: Enabled
Selected: No

Bios Token Feature Name: Altitude

Token Parameter:
Bios Token Parameter Name: Altitude
UI Display Name: Altitude

Token Settings:
Bios Token Settings Name: 1500-M
BIOS Returned Setting Name: 1500 M
Selected: No

Bios Token Settings Name: 300-M
BIOS Returned Setting Name: 300 M
Selected: No

Bios Token Settings Name: 3000-M
BIOS Returned Setting Name: 3000 M
Selected: No

Bios Token Settings Name: 900-M
BIOS Returned Setting Name: 900 M
Selected: No

Bios Token Settings Name: Auto
BIOS Returned Setting Name: Auto
Selected: No

…

次に、特定の BIOSトークン機能の BIOSトークンパラメータに関する詳細情報を表
示する例を示します。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope bios-policy bp
UCS-A /org/bios-policy # scope token-feature "Console redirection"
UCS-A /org/bios-policy/token-feature # show detail expand

Token Feature:
Bios Token Feature Name: Console redirection

Token Parameter:
Bios Token Parameter Name: BaudRate
UI Display Name: Baud rate

Token Settings:
Bios Token Settings Name: 115.2k
BIOS Returned Setting Name: 115.2k
Selected: No

Bios Token Settings Name: 19.2k
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BIOS Returned Setting Name: 19.2k
Selected: No

Bios Token Settings Name: 38.4k
BIOS Returned Setting Name: 38.4k
Selected: No

Bios Token Settings Name: 57.6k
BIOS Returned Setting Name: 57.6k
Selected: No

Bios Token Settings Name: 9.6k
BIOS Returned Setting Name: 9.6k
Selected: No

Bios Token Parameter Name: FlowCtrl
UI Display Name: Flow Control

Token Settings:
Bios Token Settings Name: None
BIOS Returned Setting Name: None
Selected: No

Bios Token Settings Name: RTS-CTS
BIOS Returned Setting Name: RTS-CTS
Selected: No

次に、特定の BIOSトークンパラメータの BIOSトークン設定に関する詳細情報を表
示する例を示します。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope bios-policy bp
UCS-A /org/bios-policy # scope token-feature "Console redirection"
UCS-A /org/bios-policy/token-feature # scope token-param BaudRate
UCS-A /org/bios-policy/token-feature/token-param # show detail expand

Token Parameter:
Bios Token Parameter Name: BaudRate
UI Display Name: Baud rate

Token Settings:
Bios Token Settings Name: 115.2k
BIOS Returned Setting Name: 115.2k
Selected: No

Bios Token Settings Name: 19.2k
BIOS Returned Setting Name: 19.2k
Selected: No

Bios Token Settings Name: 38.4k
BIOS Returned Setting Name: 38.4k
Selected: No

Bios Token Settings Name: 57.6k
BIOS Returned Setting Name: 57.6k
Selected: No

Bios Token Settings Name: 9.6k
BIOS Returned Setting Name: 9.6k
Selected: No
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トラステッドプラットフォームモジュール

トラステッドプラットフォームモジュール

トラステッドプラットフォームモジュール（TPM）は、サーバの認証に使用するアーティファ
クトを安全に保存できるコンポーネントです。これらのアーティファクトには、パスワード、

証明書、または暗号キーを収録できます。プラットフォームが信頼性を維持していることを確

認するうえで効果的なプラットフォームの尺度の保存でも、TPMを使用できます。すべての
環境で安全なコンピューティングを実現するうえで、認証（プラットフォームがその表明どお

りのものであることを証明すること）および立証（プラットフォームが信頼でき、セキュリ

ティを維持していることを証明するプロセス）は必須の手順です。これは Intelの Trusted
Execution Technology（TXT）セキュリティ機能の要件であり、TPMを搭載したサーバの BIOS
設定で有効にする必要があります。Cisco UCS M4ブレードおよびラックマウントサーバは、
TPMをサポートします。TPMはこれらのサーバでデフォルトで有効になっています。

• Cisco UCS Managerをリリース 2.2(4)以降にアップグレードすると、TPMが有効になりま
す。

• TPMが有効な状態で Cisco UCS Managerをリリース 2.2(4)以降からダウングレードする
と、TPMが無効になります。

重要

Intel Trusted Execution Technology

Intel Trusted Execution Technology（TXT）を使用すると、ビジネスサーバ上で使用および保管
される情報の保護機能が強化されます。この保護の主要な特徴は、隔離された実行環境および

付随メモリ領域の提供にあり、機密データに対する操作をシステムの他の部分から見えない状

態で実行することが可能になります。Intel TXTは、暗号キーなどの機密データを保管できる
封印されたストレージ領域を提供し、悪意のあるコードからの攻撃時に機密データが漏洩する

のを防ぐために利用できます。Cisco UCS M4ブレードおよびラックマウントサーバは、TXT
をサポートします。TXTはこれらのサーバでデフォルトで無効になっています。

TXTは、[TMP]、[Intel Virtualization Technology (VT)]、および [Intel Virtualization Technology for
Directed I/O (VT-d)]を有効にした後でのみ、有効にできます。TXTのみを有効にすると、暗黙
的に TPM、VT、および VT-dも有効になります。
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TPMの有効化または無効化

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、/
を org-nameとして入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

BIOSポリシーを指定されたポリシー名
で作成し、組織BIOSポリシーモードを
開始します。

UCS-A /org # create bios-policy
policy-name

ステップ 2

TPMを enabledにするか disabledにす
るかを指定します。platform-defaultを
指定した場合、TPMは有効になります。

UCS-A /org/bios-policy* # set
trusted-platform-module-config tpm-state
{disabled | enabled | platform-default}

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/bios-policy* # commit-bufferステップ 4

指定されたサービスプロファイルを作

成し、サービスプロファイルのコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

UCS-A /org # create service-profile
sp-name}

ステップ 5

指定されたBIOSポリシーをサービスプ
ロファイルに関連付けます。

UCS-A /org/service-profile* # set
bios-policy policy-name

ステップ 6

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile* #
commit-buffer

ステップ 7

サービスプロファイルを 1つのサーバ
に関連付けます。

UCS-A /org/service-profile # associate
server chassis-id / slot-id

ステップ 8

例

次に、TPMを有効にする例を示します。

UCS-A # scope org
UCS-A /org # create bios-policy bp1
UCS-A /org/bios-policy* # set trusted-platform-module-config tpm-state enabled
UCS-A /org/bios-policy* # commit-buffer
UCS-A /org # create service-profile sp1
UCS-A /org/service-profile* # set bios-policy bp1
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile # associate server 1/2
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TPMのプロパティの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したサーバのサーバモードを開始

します。

UCS-A# scope server
chassis-id/cartridge-id/server-id

ステップ 1

指定された TPM IDの TPMモードを開
始します。

UCS-A /chassis/cartridge/server # scope
tpm tpm-id

ステップ 2

TPMプロパティを表示します。UCS-A /chassis/cartridge/server/tpm # showステップ 3

TPMプロパティの詳細を表示します。UCS-A /chassis/cartridge/server/tpm # show
detail

ステップ 4

例

次に、モジュラサーバの TPMプロパティを表示する例を示します。
UCS-A# scope server 1/3/1
UCS-A /chassis/cartridge/server # scope tpm 1
UCS-A /chassis/cartridge/server/tpm # show

Trusted Platform Module:
Presence: Equipped
Enabled Status: Enabled
Active Status: Activated
Ownership: Unowned

UCS-A /chassis/cartridge/server/tpm # show detail

Trusted Platform Module:
Enabled Status: Enabled
Active Status: Activated
Ownership: Unowned
Tpm Revision: 2
Model: UCSX-TPM2-001
Vendor: Cisco Systems Inc
Serial: FCH19257E58
Admin Action: Unspecified
Config State: Not Applied

UCS-A /chassis/cartridge/server/tpm #

TXTの有効化または無効化

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、/
を org-nameとして入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

BIOSポリシーを指定されたポリシー名
で作成し、組織BIOSポリシーモードを
開始します。

UCS-A /org # create bios-policy
policy-name

ステップ 2

TXTを enabledにするか disabledにす
るかを指定します。platform-defaultを
指定した場合、TXTは有効になります。

UCS-A /org/bios-policy* # set
intel-trusted-execution-technology-config
txt-support {enabled | disabled |
platform-default}

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/bios-policy* # commit-bufferステップ 4

指定されたサービスプロファイルを作

成し、サービスプロファイルのコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

UCS-A /org # create service-profile
sp-name}

ステップ 5

指定されたBIOSポリシーをサービスプ
ロファイルに関連付けます。

UCS-A /org/service-profile* # set
bios-policy policy-name

ステップ 6

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile* #
commit-buffer

ステップ 7

サービスプロファイルを 1つのサーバ
に関連付けます。

UCS-A /org/service-profile # associate
server chassis-id / slot-id

ステップ 8

例

次に、TXTを有効にする例を示します。

UCS-A # scope org
UCS-A /org # create bios-policy bp1
UCS-A /org/bios-policy* # set intel-trusted-execution-technology-config txt-support
enabled
UCS-A /org/bios-policy* # commit-buffer
UCS-A /org # create service-profile sp1
UCS-A /org/service-profile* # set bios-policy bp1
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile # associate server 1/2

Consistent Device Naming
オペレーティングシステムが一貫した方法でイーサネットインターフェイスに命名できるメ

カニズムがない場合は、サーバの構成が変更されたネットワーク接続の管理は困難になりま

す。Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)で導入された Consistent Device Naming（CDN）を使用
すると、イーサネットインターフェイスに一貫した方法で名前を付けることができます。これ
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により、アダプタまたは他の設定が変更された場合でも、イーサネットインターフェイスの名

前がより永続的になります。

vNICの CDNを設定するには、次の手順を実行します。

• BIOSポリシーで一貫したデバイスの命名を有効にします。

• BIOSポリシーとサービスプロファイルを関連付けます。

• vNICの一貫した命名を設定します。

Consistent Device Namingの注意事項と制約事項

• CDNは次のオペレーティングシステムでサポートされています。

• Windows 2012 R2

• Windows 2016

• RHEL 6.xおよび 7.x

• ESXi 6.7

• CDNは、M3以降のすべてのブレードサーバとラックマウントサーバでサポートされま
す。

• CDNをサポートするには、BIOSとアダプタファームウェアがリリース 2.2(4)以降のバン
ドルに組み込まれている必要があります。

• Cisco UCS Managerリリース 3.1以降のリリースでは、次のアダプタで CDNがサポートさ
れています。

• Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)では、CDNは次のアダプタでのみサポートされます。

• Cisco UCS VIC 1225（UCSC-PCIE-CSC-02）

• Cisco UCS MLOM 1227（UCSC-MLOM-CSC-02）

• Cisco UCS VIC 1225T（UCSC-PCIE-C10T-02）

• Cisco UCS MLOM 1227T（UCSC-MLOM-C10T-02）

• Cisco UCS VIC 1240（UCSB-MLOM-40G-01）

• Cisco UCS VIC 1280（UCS-VIC-M82-8P）

• Cisco UCS VIC 1340（UCSB-MLOM-40G-03）

• Cisco UCS VIC 1380（UCSB-VIC-M83-8P）

• CDNは vNICテンプレートおよびダイナミック vNICでサポートされています。

•同じサービスプロファイル内の複数のvNICに同じCDN名を指定することはできません。

• CDN名が vNICに指定されていない場合は、vNIC名が CDN名として使用されます。
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• vNICに設定するCDN名は、[Admin CDNName]として表示されます。vNICに最後に適用
された CDN名は、[Oper CDN Name]として表示されます。たとえば、「vnic0」という名
前の vNICの [Admin CDN Name]が cdn0の場合、この vNICの [Oper CDN Name]は cdn0
になりますが、同じ vNICでも [Admin CDN Name]が指定されていない場合は [Oper CDN
Name]は vnic0になります。

• Cisco UCS Managerリリース 3.1以降では、CDN対応の BIOSポリシーがサーバに割り当
てられている場合、アダプタファームウェアのダウングレードは禁止されています。

• Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)では、CDNが関連付けられたサーバに割り当てられた
BIOSポリシーで有効な場合、Cisco UCSManagerのダウングレードは禁止されています。

• Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)では、CDN対応 BIOSポリシーがサーバに割り当てら
れている場合は、BIOSファームウェアのダウングレードは禁止されています。

• Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)では、CDN対応 BIOSポリシーがサーバに割り当てら
れている場合は、アダプタファームウェアのダウングレードは禁止されています。

•適用された BIOSポリシーが CDN非対応から CDN対応に、または CDN対応から CDN非
対応に変更された場合は、BIOS更新プログラムのリブートが有効かどうかに関係なく、
警告が表示されホストがリブートします。

• Windowsオペレーティングシステムをインストールする前に、BIOSポリシーで CDNを
有効にし、vNIC に CDN 名を追加しておくことを推奨します。

• Windowsオペレーティングシステムがすでにサーバにインストールされ、CDN が BIOS
ポリシーで有効な場合は、次の手順を実行します。

1. ネットワークドライバをアンインストールします。

2. システムで非表示のデバイスをスキャンし、それらをアンインストールします。

3. システムで新しいハードウェアを再スキャンし、ネットワークドライバを再インス
トールします。

これを行わないと、vNICが設定された CDN名で認識されません。

•サービスプロファイルで、適用された BIOSポリシーが CDN非対応から CDN対応に、
または CDN 対応から CDN非対応に変更された場合は、次の手順を実行します。

1. ネットワークドライバをアンインストールします。

2. システムで非表示のデバイスをスキャンし、それらを削除します。

3. システムで新しいハードウェアを再スキャンし、ネットワークドライバを再インス
トールします。

BIOSポリシーがCDN対応からCDN非対応に変更された場合は、
CDN名がシステム上のすべての vNICから削除されたことを確認
します。

（注）

サーバ関連ポリシーの設定

91

サーバ関連ポリシーの設定

Consistent Device Namingの注意事項と制約事項



• vNICに変更が加えられた場合、システム上のすべてのデバイスの BDFも変更されます。
次に、システムに存在するすべての vNICのBDFの変更をトリガするいくつかのシナリオ
を示します。

• vNICが追加または削除された場合

• vNICがシステム上のあるアダプタからシステム上の別のアダプタに移動された場合

これらの変更がシステムに加えられた場合は、次の手順を実行します。

1. 存在するすべてのネットワークインターフェイスからネットワークドライバをアン
インストールします。

2. システムで非表示のデバイスをスキャンし、それらをアンインストールします。

3. システムで新しいハードウェアを再スキャンし、ネットワークコントローラにネット
ワークドライバを再インストールします。

非表示のデバイスが削除されないと、ネットワークアダプタのCDN名はCiscoUCSManager
に設定されたとおりに表示されません。

各種アダプタが混在する場合の CDN

CDNがサポートされているアダプタとCDNがサポートされていないアダプタが混在するシス
テム内の vNICに CDN名が設定されると、システム配置において、CDNが設定された vNIC
が CDNをサポートするアダプタに配置されない場合があります。

CDNがBIOSポリシーで有効であり、システム配置によって、CDN が設定されたvNIC（Admin
CDN設定済み）がCDNをサポートしていないアダプタに配置された場合は、情報エラーが発
生しますが、サービスプロファイルの設定問題は無視されます。

CDNが BIOSポリシーで有効であり、システム配置によって、vNIC（Admin CDN未設定）が
CDNをサポートしていないアダプタに配置された場合は、情報エラーが発生しますが、サー
ビスプロファイルの設定問題は無視されます。この場合、[OperCDNName]は空になり、vNIC
名から派生されません。

CDN名をサーバのホストネットワークインターフェイス名として展開する場合は、サポート
されるアダプタに手動で vNICを配置する必要があります。

BIOSポリシーでの Consistent Device Naming（CDN）の有効化

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、/
を org-nameとして入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

BIOSポリシーを指定されたポリシー名
で作成し、組織BIOSポリシーモードを
開始します。

UCS-A /org # create bios-policy
policy-name

ステップ 2

Consistent Device Naming（CDN）を
enabledにするか disabledにするかを指
定します。

UCS-A /org/bios-policy* # set
consistent-device-name-control cdn-name
{enabled | disabled | platform-default}

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/bios-policy* # commit-bufferステップ 4

例

次の例は、BIOSポリシーでの CDNを有効にする方法を示しています。

UCS-A # scope org
UCS-A /org # create bios-policy cdn-bios-policy
UCS-A /org/bios-policy* # set consistent-device-name-control cdn-name enabled
UCS-A /org/bios-policy* # commit-buffer

BIOSポリシーとサービスプロファイルの関連付け

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、/
を org-nameとして入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサービスプロファイルのサー

ビスプロファイルコンフィギュレー

ションモードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile
sp-name}

ステップ 2

指定されたBIOSポリシーをサービスプ
ロファイルに関連付けます。

UCS-A /org/service-profile # set bios-policy
policy-name

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile* #
commit-buffer

ステップ 4
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例

次の例は、CDNが有効のBIOSポリシーをサービスプロファイルに関連付ける方法を
示します。

UCS-A # scope org
UCS-A /org # scope service-profile sp1
UCS-A /org/service-profile # set bios-policy cdn-bios-policy
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer

vNICの Consistent Device Naming（CDN）の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、/
を org-nameとして入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサービスプロファイルのサー

ビスプロファイルコンフィギュレー

ションモードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile sp-nameステップ 2

指定した vNICの vNICコンフィギュ
レーションモードを開始します。

UCS-A /org/service-profile # scope vnic
vnic-name

ステップ 3

vNICに CDN名を指定します。UCS-A /org/service-profile/vnic # set
cdn-name cdn-name

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile/vnic* #
commit-buffer

ステップ 5

例

次に、vNICに CDNを設定する例を示します。

UCS-A # scope org
UCS-A /org # scope service-profile sp1
UCS-A /org/service-profile # scope vnic vn1
UCS-A /org/service-profile/vnic # set cdn-name eth0
UCS-A /org/service-profile/vnic* # commit-buffer
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vNICの CDN名の表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したサーバのサーバモードを開始

します。

UCS-A# scope server server-numステップ 1

指定されたアダプタのアダプタモード

を開始します。

UCS-A /server # scope adapter adapter-idステップ 2

指定されたアダプタのホストイーサネッ

トインターフェイスの詳細が表示され

ます。

UCS-A /server/adapter # show host-eth-if
[detail] [expand]

ステップ 3

例

次に、vNICの CDN名を表示する例を示します。

UCS-A # scope server 3
UCS-A /server # scope adapter 1
UCS-A /server/adapter # show host-eth-if detail expand

Eth Interface:
ID: 1
Dynamic MAC Address: 00:25:B5:00:00:99
Burned-In MAC Address: 00:00:00:00:00:00
Model: UCSC-PCIE-CSC-02
Name: vnic1
Cdn Name: cdn0
Admin State: Enabled
Operability: Operable
Order: 1

vNICのステータスの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、/
を org-nameとして入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサービスプロファイルのサー

ビスプロファイルコンフィギュレー

ションモードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile sp-nameステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

指定されたサービスプロファイルの

vNICの詳細を表示します。
UCS-A /org/service-profile # show vnic
[detail] [expand]

ステップ 3

例

次に、vNICのステータスを表示する例を示します。

vNICに設定する CDN名は、[Admin CDN Name]として表示されます。BIOSポリシー
に最後に適用された CDN名は、[Oper CDN Name]として表示されます。

（注）

UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope service-profile sp1
UCS-A /org/service-profile # show vnic detail expand

vNIC:
Name: vnic1
Fabric ID: B
Dynamic MAC Addr: 00:25:B5:17:47:01
Desired Order: Unspecified
Actual Order: 1
Desired VCon Placement: 2
Actual VCon Placement: 2
Desired Host Port: ANY
Actual Host Port: NONE
Equipment: sys/chassis-2/blade-5/adaptor-3/host-eth-2
Host Interface Ethernet MTU: 1500
Ethernet Interface Admin CDN Name:cdn0
Ethernet Interface Oper CDN Name:cdn0
Template Name:

CIMCセキュリティポリシー
Cisco UCS Managerセキュリティを強化するために次のポリシーを提供しています。

• KVM管理ポリシー

• IPMIアクセスプロファイル

IPMIアクセスプロファイル
このポリシーでは、IPアドレスを使用して、IPMIコマンドを直接サーバに送信できるかどう
かを決定することができます。たとえば、CIMCからセンサーデータを取得するためのコマン
ドを送信することができます。このポリシーは、サーバでローカルに認証可能なユーザ名とパ
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スワードを含む IPMIアクセス、およびこのアクセスが読み取り専用か、読み取りと書き込み
であるかを定義します。

また、IPMIアクセスプロファイルの IPMI over LANを無効または有効にして、リモート接続
を制限することもできます。IPMI over LANは、関連付けされていないすべてのサーバ、およ
び IPMIアクセスポリシーがないすべてのサーバでデフォルトで無効になっています。IPMIア
クセスポリシーを作成すると、IPMI over LANがデフォルトで「有効」に設定されます。この
値を「無効」に変更しない場合は、関連するすべてのサーバで IPMI over LANが有効になりま
す。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また、このサービスプロ

ファイルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

IPMIアクセスプロファイルの作成

始める前に

次を入手します。

•適切な権限があり、サーバのオペレーティングシステムによる認証が可能なユーザ名

•このユーザ名のパスワード

•ユーザ名と関連付けられている権限

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定された IPMIアクセスプロファイル
を作成し、組織 IPMIアクセスプロファ
イルモードを開始します。

UCS-A /org # create ipmi-access-profile
profile-name

ステップ 2

リモート接続を確立できるかどうかを決

定します。

UCS-A /org/ipmi-access-profile # set
ipmi-over-lan {disable | enable}

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

IPMI overLANは、関連付けさ
れていないすべてのサーバ、

および IPMIアクセスポリシー
がないすべてのサーバでデ

フォルトで無効になっていま

す。IPMIアクセスポリシーを
作成すると、IPMI overLANが
デフォルトで「有効」に設定

されます。この値を「無効」

に変更しない場合は、関連す

るすべてのサーバで IPMI over
LANが有効になります。

（注）

指定されたエンドポイントユーザを作

成して、組織 IPMIアクセスプロファイ
UCS-A /org/ipmi-access-profile # create
ipmi-user ipmi-user-name

ステップ 4

ルエンドポイントユーザモードを開始

します。

IPMIアクセスプロファイル内
には、それぞれが独自のパス

ワードと権限を持つエンドポ

イントユーザを複数作成でき

ます。

（注）

エンドポイントユーザのパスワードを

設定します。

UCS-A /org/ipmi-access-profile/ipmi-user #
set password

ステップ 5

set password コマンドを入力すると、パ
スワードの入力と確認を求めるプロンプ

トが表示されます。セキュリティ上の理

由から、入力したパスワードは CLIに
は表示されません。

エンドポイントユーザが管理権限と読

み取り専用権限のいずれを持つかを指定

します。

UCS-A /org/ipmi-access-profile/ipmi-user #
set privilege {admin | readonly}

ステップ 6

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/ipmi-access-profile/ipmi-user #
commit-buffer

ステップ 7
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例

次の例は、ReadOnlyという名前の IPMIアクセスプロファイルを作成し、bobという
名前のエンドポイントユーザを作成して、bobのパスワードと権限を設定し、トラン
ザクションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create ipmi-access-profile ReadOnly
UCS-A /org/ipmi-access-profile* # create ipmi-user bob
UCS-A /org/ipmi-access-profile/ipmi-user* # set password
Enter a password:
Confirm the password:
UCS-A /org/ipmi-access-profile/ipmi-user* # set privilege readonly
UCS-A /org/ipmi-access-profile/ipmi-user* # commit-buffer
UCS-A /org/ipmi-access-profile/ipmi-user #

次のタスク

IPMIプロファイルをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めま
す。

IPMIアクセスプロファイルの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-nameに /と入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定した IPMIアクセスプロファイルを
削除します。

UCS-A /org # delete ipmi-access-profile
profile-name

ステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3

例

次に、ReadOnlyという名前の IPMIアクセスプロファイルを削除し、トランザクショ
ンをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete ipmi-access-profile ReadOnly
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #
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IPMIアクセスプロファイルへのエンドポイントユーザの追加

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定した IPMIアクセスプロファイルの
組織 IPMIアクセスプロファイルモー
ドを開始します。

UCS-A /org # scope ipmi-access-profile
profile-name

ステップ 2

指定されたエンドポイントユーザを作

成して、組織 IPMIアクセスプロファイ
UCS-A /org/ipmi-access-profile # create
ipmi-user ipmi-user-name

ステップ 3

ルエンドポイントユーザモードを開始

します。

IPMIアクセスプロファイル内
には、それぞれが独自のパス

ワードと権限を持つエンドポ

イントユーザを複数作成でき

ます。

（注）

エンドポイントユーザのパスワードを

設定します。

UCS-A /org/ipmi-access-profile/ipmi-user #
set password

ステップ 4

set password コマンドを入力すると、パ
スワードの入力と確認を求めるプロンプ

トが表示されます。セキュリティ上の理

由から、入力したパスワードは CLIに
は表示されません。

エンドポイントユーザが管理権限と読

み取り専用権限のいずれを持つかを指定

します。

UCS-A /org/ipmi-access-profile/ipmi-user #
set privilege {admin | readonly}

ステップ 5

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/ipmi-access-profile/ipmi-user #
commit-buffer

ステップ 6

例

次の例では、ReadOnlyという名前の IPMIアクセスプロファイルに aliceという名前の
エンドポイントユーザを追加し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope ipmi-access-profile ReadOnly
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UCS-A /org/ipmi-access-profile* # create ipmi-user alice
UCS-A /org/ipmi-access-profile/ipmi-user* # set password
Enter a password:
Confirm the password:
UCS-A /org/ipmi-access-profile/ipmi-user* # set privilege readonly
UCS-A /org/ipmi-access-profile/ipmi-user* # commit-buffer
UCS-A /org/ipmi-access-profile/ipmi-user #

IPMIアクセスプロファイルからのエンドポイントユーザの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-nameに /と入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定した IPMIアクセスプロファイルの
組織 IPMIアクセスプロファイルモー
ドを開始します。

UCS-A /org # scope ipmi-access-profile
profile-name

ステップ 2

IPMIアクセスプロファイルから指定し
たエンドポイントユーザを削除します。

UCS-A /org/ipmi-access-profile # delete
ipmi-user epuser-name

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/ipmi-access-profile #
commit-buffer

ステップ 4

例

次に、ReadOnlyという名前の IPMIアクセスプロファイルから aliceという名前のエン
ドポイントユーザを削除し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope ipmi-access-profile ReadOnly
UCS-A /org/ipmi-access-profile # delete ipmi-user alice
UCS-A /org/ipmi-access-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/ipmi-access-profile #

KVM管理ポリシー
KVM管理ポリシーを使用して、KVM経由でサーバにアクセスするときに仮想メディア
（vMedia）暗号化を有効にするかどうかを指定できます。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また、このサービスプロ

ファイルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。
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KVM仮想メディア（vMedia）セッションがマッピングされた後、KVM管理ポリシーを変更す
ると、仮想メディア（vMedia）セッションは失われます。KVM仮想メディア（vMedia）セッ
ションを再度マッピングする必要があります。

（注）

KVM管理ポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定された KVM管理ポリシーを作成
し、組織 KVM管理ポリシーモードを
開始します。

UCS-A /org # create kvm-mgmt-policy
policy-name

ステップ 2

ポリシーの説明を記します。（任意） UCS-A /org/kvm-mgmt-policy #
set descr description

ステップ 3

vMediaの暗号化を有効にするか無効に
するかを指定します。

UCS-A /org/kvm-mgmt-policy # set
vmedia-encryption {disable | enable}

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/ipmi-access-profile/ipmi-user #
commit-buffer

ステップ 5

例

次に、KVM_Policy1という名前の KVM管理ポリシーを作成し、vMediaの暗号化を有
効にし、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create kvm-mgmt-policy KVM_Policy1
UCS-A /org/kvm-mgmt-policy* # set vmedia-encryption enable
UCS-A /org/kvm-mgmt-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/kvm-mgmt-policy #

グラフィックスカードポリシー
Cisco UCS Managerリリース 3.1(3)ではグラフィックスカードのサポートが拡張され、グラ
フィックスカードモードを変更する機能が追加されました。グラフィックスカードポリシー
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を使用してグラフィックスカードモードを設定できます。グラフィックスカードモードを次

に示します。

• [Compute]

• [Graphics]

• [Any Configuration]

グラフィックスカードポリシーの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1

グラフィックスカードポリシーを指定

されたポリシー名で作成し、グラフィッ

UCS-A /org # create graphicscard-policy
policy name

ステップ 2

クスカードポリシーモードを開始しま

す。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/graphicscard-policy # commit
buffer

ステップ 3

例

次の例は、グラフィックスカードポリシーの作成方法を示しています。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # create graphicscard-policy sample
UCS-A /org/graphicscard-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/graphicscard-policy #

グラフィックスカードポリシーの設定モード

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1

組織グラフィックスカードポリシー

モードを開始します。

UCS-A /org # scope graphicscard-policy
policy name

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

グラフィックスカードポリシーのモー

ドを指定します。

UCS-A /org/graphicscard-policy # set
graphicscard-policy-mode [compute] |
[graphic] | [any configuration]

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/graphicscard-policy # commit
buffer

ステップ 4

例

次に、グラフィックスカードポリシーのモードを設定する例を示します。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope graphicscard-policy sample
UCS-A /org/graphicscard-policy # set graphicscard-policy-mode graphics
UCS-A /org/graphicscard-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/graphicscard-policy #

グラフィックスカードの詳細の表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定サーバのシャーシサーバモードを

開始します。

UCS-A# scope server server numberステップ 1

指定したサーバのグラフィックスカー

ドコンフィギュレーションモードを開

始します。

UCS-A /chassis/server # scope
graphics-card identifier

ステップ 2

指定したサーバのグラフィックスカー

ドの詳細を表示します。

UCS-A /chassis/server/graphics-card # show
graphics-card [detail] [expand]

ステップ 3

例

次に、グラフィックスカードの詳細を表示する例を示します。

UCS-A# scope server 1/3
UCS-A /chassis/server # scope graphics-card 2
UCS-A /chassis/server/graphics-card* # show detail

Graphics Card:
ID: 2
Slot Id: 2
Magma Expander Slot Id:
Is Supported: Yes
Vendor: Cisco Systems Inc
Model: UCSB-GPU-M6
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Serial: FHH1924002B
Mode: Graphics
PID: UCSB-GPU-M6
Firmware Version: 84.04.89.00.01|2754.0200.01.02
Vendor Id: 0x10de
Subvendor Id: 0x10de
Device Id: 0x13f3
Subdevice Id: 0x1143

UCS-A /chassis/server/graphics-card #

グラフィックスカードポリシーの詳細の表示

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1

グラフィックスカードポリシーの詳細

を表示します。

UCS-A /org # show graphicscard-policy
detail

ステップ 2

例

次に、グラフィックスカードポリシーの詳細を表示する例を示します。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # show graphicscard-policy detail

Graphics Card Policy:
Name: sample
Description:
Graphics Card Policy Mode: Compute

Name: default
Description:
Graphics Card Policy Mode: Any Configuration

Name: graphics
Description:
Graphics Card Policy Mode: Graphics

UCS-A /org #

ローカルディスク設定ポリシーの設定

ローカルディスク設定ポリシー

このポリシーは、ローカルドライブのオンボードRAIDコントローラを通じて、サーバ上にイ
ンストールされているオプションのSASローカルドライブを設定します。このポリシーでは、
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ローカルディスク設定ポリシーを含むサービスプロファイルに関連付けられたすべてのサー

バに対して、ローカルディスクモードを設定できます。

ローカルディスクモードには次のものがあります。

• [No Local Storage]：ディスクレスサーバまたは SAN専用の設定で使用します。このオプ
ションを選択する場合、このポリシーを使用する任意のサービスプロファイルを、ローカ

ルディスクを持つサーバに関連付けることができません。

• [RAID 0 Striped]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、高速スルー
プットを提供します。データの冗長性はなく、いずれかのディスクで障害が発生すると、

すべてのデータが失われます。

• [RAID 1 Mirrored]：データが 2つのディスクに書き込まれ、1つのディスクで障害が発生
した場合に完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイサイズは、2つのドライブの小
さい方の空き容量に等しくなります。

• [Any Configuration]：変更なしのローカルディスク設定を転送するサーバ設定で使用しま
す。

• [No RAID]：RAIDを削除し、ディスクMBRおよびペイロードを変更しない状態のままに
するサーバ設定で使用します。

[No RAID]を選択し、このポリシーをすでに RAIDストレージが設定されているオペレー
ティングシステムを使用するサーバに適用した場合、システムによってディスクの内容が

削除されません。そのため、[No RAID]モードの適用後にサーバでの違いがわからないこ
とがあります。よって、ポリシーの RAID設定と、サーバの [Inventory] > [Storage]タブ
に表示される実際のディスク設定とが一致しない場合があります。

以前のすべての RAID設定情報をディスクから削除させるには、[No RAID]コンフィギュ
レーションモードの適用後にすべてのディスク情報を削除するスクラブポリシーを適用

します。

• [RAID 5 Striped Parity]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化されます。各
ディスクの容量の一部に、ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリティ

情報が格納されます。RAID 5は、高い読み取り要求レートで、アプリケーションに適切
なデータスループットを提供します。

• [RAID 6 Striped Dual Parity]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、2
つのパリティディスクを使用して、最大2つの物理ディスクの障害に対する保護を提供し
ます。データブロックの各行に、2セットのパリティデータが格納されます。

• [RAID 10 Mirrored and Striped]：RAID 10はミラー化されたディスクのペアを使用して、完
全なデータ冗長性と高いスループットレートを提供します。

• [RAID 50 Striped Parity and Striped]：データが複数のストライプ化されたパリティディスク
セットにストライプ化され、高いスループットと複数のディスク故障耐性を提供します。

• [RAID 60 StripedDual Parity and Striped]：データが複数のストライプ化されたパリティディ
スクセットにストライプ化され、高いスループットと優れたディスク故障耐性を提供しま

す。
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このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また。このポリシーを有効

にするには、サーバに関連付ける必要があります。

組み込みオンボードRAIDコントローラを搭載したCiscoUCSManagerと統合されたCiscoUCS
Cシリーズサーバの場合、ローカルディスクモードは常に [Any Configuration]でなければな
らず、RAIDはコントローラ上で直接設定する必要があります。

（注）

すべてのローカルディスク設定ポリシーに関するガイドライン

ローカルディスク設定ポリシーを作成する前に、次のガイドラインを考慮してください。

HDDと SSDを混合しない

1台のサーバや RAID設定に、HDDと SSDを使用しないでください。

B200 M1またはM2のデフォルトローカルディスク設定ポリシーを使用して、B200 M3にサー
ビスプロファイルを割り当てない

B200 M1およびM2サーバと B200 M3サーバのストレージコントローラで提供される
RAID/JBODサポートは異なっているため、B200M1またはM2サーバのデフォルトローカル
ディスク設定ポリシーを含むサービスプロファイルを B200 M3サーバに割り当てたり、再割
り当てを行ったりすることはできません。デフォルトのローカルディスク設定ポリシーには、

[Any Configuration]モードまたは JBOD設定が含まれます。

JBODモードのサポート

B200 M3サーバでは、ローカルディスクの JBODモードがサポートされています。

ローカルディスクの JBODモードをサポートしているのは、B200 M1、B200 M2、B200 M3、
B250 M1、B250 M2、B22 M3ブレードサーバのみです。

（注）

RAID用に設定されているローカルディスク設定ポリシーに関するガ
イドライン

MegaRAIDストレージコントローラを搭載したサーバ用のローカルディスク設定ポリシーに
RAID設定を設定する

ブレードサーバまたは統合されたラックマウントサーバにMegaRAIDコントローラが搭載さ
れている場合、そのサーバのサービスプロファイルに含まれるローカルディスク設定ポリシー

でドライブのRAID設定を設定する必要があります。これを実行するには、そのサーバに定義
されている RAIDモードのいずれかを使用して、サービスプロファイルのローカルディスク
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設定ポリシーを設定するか、[AnyConfiguration]モードとLSIユーティリティツールセットを
使用して、RAIDボリュームを作成します。

OSをインストールする前に RAID LUNを設定していないと、インストール時にディスク検出
エラーが発生し、「No Device Found」といったエラーメッセージが表示される可能性があり
ます。

サーバプロファイルで [Any Configuration]モードが指定されている場合、RAID 1クラスタ移行
後にサーバが起動しない

RAID1クラスタの移行後、サービスプロファイルをサーバに関連付ける必要があります。サー
ビスプロファイル内のローカルディスク設定ポリシーにRAID 1ではなく [AnyConfiguration]
モードが設定されていると、RAIDLUNは、関連付け中およびその後も「非アクティブ」状態
のままになります。その結果、サーバは起動できなくなります。

この問題を回避するには、サーバに関連付けるサービスプロファイルに、移行前の元のサービ

スプロファイルとまったく同じローカルディスク設定ポリシーが含まれるようにし、[Any
Configuration]モードは含まれないようにします。

MegaRAIDストレージコントローラを搭載したサーバ上で JBODモードを使用しない

MegaRAIDストレージコントローラが搭載されたブレードサーバまたは統合ラックマウント
サーバ上で JBODモードまたは JBOD操作を設定または使用しないでください。JBODモード
と操作は、このサーバで完全に機能するよう設計されていません。

統合されたラックマウントサーバ内の RAIDボリュームと RAIDコントローラはそれぞれ 1つま
で

Cisco UCS Managerとともに登録されており、サーバ上に存在するハードドライブの数とは関
係なく、RAIDボリュームを 1つまでしか設定できません。

統合されたラックマウントサーバ内のローカルハードドライブは、1つの RAIDコントロー
ラのみにすべて接続される必要があります。Cisco UCS Managerとの統合では、ローカルハー
ドドライブが単一のラックマウントサーバ内の複数の RAIDコントローラに接続することは
サポートされていません。そのため、Cisco UCS Managerと統合されるラックマウントサーバ
を発注する際は、単一の RAIDコントローラ構成を要求することを推奨します。

また、サードパーティ製ツールを使用して、ラックマウントサーバ上に複数の RAID LUNを
作成しないでください。Cisco UCS Managerは、そのような設定をサポートしていません。

ブレードサーバ内の RAIDボリュームと RAIDコントローラはそれぞれ 1つまで

ブレードサーバは、サーバ内に存在するドライブの数とは関係なく、RAIDボリュームを 1つ
までしか設定できません。ローカルハードドライブは、1つのRAIDコントローラのみにすべ
て接続される必要があります。たとえば、B200M3に LSIコントローラと Intel Patsburgコント
ローラが搭載されていても、LSIコントローラのみが RAIDコントローラして使用できます。

また、サードパーティ製ツールを使用して、ブレードサーバ上に複数の RAID LUNを作成し
ないでください。Cisco UCS Managerは、そのような設定をサポートしていません。
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ミラー RAIDで選択されるディスクの数は 2つまでにする

ミラー RAIDで選択されたディスクの数が 2つを超えると、RAID 1は RAID 10 LUNとして作
成されます。この問題は、Cisco UCS B440M1サーバと B440M2サーバで発生する可能性があ
ります。

一部のサーバの特定の RAID設定オプションでは、ライセンスが必要

一部のCisco UCSサーバには、特定の RAID設定オプションのライセンスが必要です。Cisco
UCS Managerで、このローカルディスクポリシーを含むサービスプロファイルとサーバを関
連付けると、Cisco UCS Managerによって選択された RAIDオプションに適切なライセンスが
備わっているかが確認されます。問題がある場合は、サービスプロファイルを関連付ける際

に、Cisco UCS Managerに設定エラーが表示されます。

特定のCiscoUCSサーバのRAIDライセンス情報については、そのサーバの『Hardware Installation
Guide』を参照してください。

B420 M3サーバでは全コンフィギュレーションモードはサポートされていない

B420M3サーバでは、ローカルディスク設定ポリシーで、次のような設定オプションはサポー
トされていません。

• [No RAID]

• [RAID 6 Striped Dual Parity]

また、B420 M3では JBODモードや操作はサポートされていません。

シングルディスク RAID 0設定は、一部のブレードサーバではサポートされていない

シングルディスク RAID 0設定は、次のブレードサーバではサポートされていません。

• Cisco UCS B200 M1
• Cisco UCS B200 M2
• Cisco UCS B250 M1
• Cisco UCS B250 M2

ローカルディスク設定ポリシーの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

ローカルディスク設定ポリシーを作成

し、ローカルディスク設定ポリシー

モードを開始します。

UCS-A /org # create
local-disk-config-policy policy-name

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

ローカルディスク設定ポリシーに説明

を記入します。

（任意） UCS-A
/org/local-disk-config-policy # set descr
description

ステップ 3

ローカルディスク設定ポリシーのモー

ドを指定します。

UCS-A /org/local-disk-config-policy # set
mode {any-configuration | no-local-storage
| no-raid | raid-0-striped | raid-1-mirrored

ステップ 4

| raid-5-striped-parity |
raid-6-striped-dual-parity |
raid-10-mirrored-and-striped}

サーバは、サービスプロファイルとの

関連付けが解除されても、ローカルディ

UCS-A /org/local-disk-config-policy # set
protect {yes | no}

ステップ 5

スク設定ポリシー内の設定を保持するか

どうかを指定します。

サーバ内の 1つ以上のディス
クに障害が発生すると、

[Protect Configuration]は機能し
なくなります。

注意

サービスプロファイルがサーバから関

連付けを解除され、新しいサービスプ

ロファイルが関連付けられると、新しい

サービスプロファイルの [Protect
Configuration]プロパティの設定が優先
され、前のサービスプロファイルの設

定が上書きされます。

このオプションが有効になっていると、

サーバが稼働停止して再稼働された後で

もディスク上のデータは保護されます。

したがって、サーバとサービスプロファ

イルの再関連付けは失敗します。

このオプションが有効の状態

でサーバとサービスプロファ

イルの関連付けを解除した

後、そのサーバに新しいサー

ビスプロファイルを関連付

け、そのサービスプロファイ

ル内のローカルディスク設定

ポリシーに前とは異なるプロ

パティが含まれていると、

サーバから設定不一致のエ

ラーが返され、関連付けは失

敗します。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

FlexFlash SDカードのサポートを有効に
するかどうかを指定します。

UCS-A /org/local-disk-config-policy # set
flexflash-state {enable | disable}

ステップ 6

FlexFlashRAIDレポートのサポートを有
効にするかどうかを指定します。

UCS-A /org/local-disk-config-policy # set
flexflash-raid-reporting-state {enable |
disable}

ステップ 7

インストールされている SD
カードが 1つのみの場合、
FlexFlashインベントリにRAID
状態が [Disabled]、RAIDヘル
スが [NA]と表示されます。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/local-disk-config-policy #
commit-buffer

ステップ 8

例

次の例は、ローカルディスク設定ポリシーを設定し、トランザクションをコミットま

す。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create local-disk-config-policy DiskPolicy7
UCS-A /org/local-disk-config-policy* # set mode raid-1-mirrored
UCS-A /org/local-disk-config-policy* # set protect yes
UCS-A /org/local-disk-config-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/local-disk-config-policy #

ローカルディスク設定ポリシーの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

ローカルディスクポリシーを表示しま

す。ローカルディスクポリシーを設定

UCS-A /org # show
local-disk-config-policy policy-name

ステップ 2

していない場合は、（create
local-disk-configコマンドで作成された）
ローカルディスク設定が表示されます。

（create local-disk-configコマンドで設定
された）ローカルディスク定義を表示

します。Serial over LAN定義が設定され
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目的コマンドまたはアクション

ていない場合、およびポリシーが（set
local-disk-config-policyコマンドを使用し
て）設定されている場合、ポリシーが表

示されます。

例

次に、DiskPolicy7というローカルディスク設定ポリシーのローカルディスクポリシー
情報を表示する例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # show local-disk-config-policy DiskPolicy7

Local Disk Config Policy:
Name: DiskPolicy7
Mode: Raid 1 Mirrored
Description:
Protect Configuration: Yes

ローカルディスク設定ポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-nameに /と入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したローカルディスク設定ポリシー

を削除します。

UCS-A /org # delete
local-disk-config-policy policy-name

ステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3

例

次に、DiskPolicy7という名前のローカルディスク設定ポリシーを削除し、トランザク
ションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete local-disk-config-policy DiskPolicy7
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #
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FlexFlashのサポート

概要

Cisco UCS Bシリーズサーバ、CシリーズM3以降のサーバ、SシリーズM4サーバは、内部
セキュアデジタル（SD）メモリカードをサポートしています。SDカードは、Cisco Flexible
Flashストレージコントローラ（SDカード用スロットが 2つある PCIベースのコントローラ）
によってホストされます。カードには、HVと呼ばれる単一のパーティションが含まれます。
FlexFlashが有効な場合、Cisco UCSManagerでは、BIOSとホストホストオペレーティングシ
ステムのどちらに対しても、HVパーティションを USBドライブとして表示します。

提供される一方または両方の SDカードスロットを装着できます。SDカードが 2つ装着され
ている場合は、ミラー化モードで使用できます。

サーバ内で異なる容量のカードを混在させないでください。（注）

SDカードはオペレーティングシステムのブートイメージやその他の情報を保存するために使
用できます。次の図に、SDカードスロットを示します。

図 1 : SDカードスロット

FlexFlashはデフォルトで無効になっています。サービスプロファイルで使用されるローカル
ディスクポリシーで FlexFlashを有効にできます。FlexFlashがローカルディスクポリシーで
有効と定義され、サーバが SDカードをサポートしている場合、FlexFlashコントローラはサー
ビスプロファイルを関連付ける際に有効になります。サーバがSDカードをサポートしていな
い場合や CIMCバージョンが古い場合は、構成エラーメッセージが表示されます。

サポートされるサーバの FlexFlashを無効にすると、ハイパーバイザまたは HVパーティショ
ンはホストからすぐに切断されます。FlexFlashコントローラは、関連サービスプロファイル
の関連付け解除の一環としても無効になります。
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FlexFlashコントローラはデュアル SDカード用の RAID-1をサポートします。FlexFlashスクラ
ブポリシーは、両方のカードのHVパーティションを削除し、そのカードを正常なRAID状態
にすることができます。

RAIDペアの新しい SDカードを設定し、次の方法のいずれかを使用してそれらをフォーマッ
トすることができます。

• SDカードをフォーマットします。詳細な情報については

•関連付けられているサーバの場合、FlexFlashスクラブポリシーを作成し、サーバからサー
ビスプロファイルの関連付けを解除します。関連付けられていないサーバの場合、FlexFlash
スクラブポリシーを作成し、デフォルトのスクラブのポリシーを変更した後でサーバを再

認識させます。

『Cisco UCS Manager Server Management Guide』の「Scrub Policy Settings」セクションに
は、スクラブポリシーの使用方法に関する詳細情報が記載されています。

ペアリングが完了したらすぐにスクラブポリシーを無効にします。（注）

HVパーティションから起動するには、SDカードがサービスプロファイルで使用されるブー
トポリシーで定義されている必要があります。

FlexFlashファームウェア管理

FlexFlashコントローラファームウェアは、CIMCイメージの一部としてバンドルされます。
CIMCをアップグレードする際に、最新のファームウェアバージョンが FlexFlashコントロー
ラで使用可能な場合、コントローラは管理されなくなり、FlexFlashインベントリには、[Controller
State]が [Waiting For User Action]として、[Controller Health]が [Old Firmware Running]として表
示されます。FlexFlashコントローラのファームウェアをアップグレードするには、ボードコ
ントローラの更新を行う必要があります。詳細については、該当する『 Cisco UCS B-Series
Firmware Management Guide』を参照してください。次の URLで入手できます。
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html。

Cisco Flexible Flashストレージコントローラの制約事項：

• Cisco Flexible Flashストレージコントローラは 16 GB、32 GBおよび 64 GBの SDカード
のみをサポートしています。

16 GBおよび 32 GBカードは B200-M3ブレードサーバでのみサ
ポートされ、64GBSDカードはB200-M4およびM5ブレードサー
バでのみサポートされます。

（注）

•ラックサーバの SDカードをブレードサーバで使用したり、ブレードサーバの SDカー
ドをラックサーバで使用することは推奨されません。サーバタイプ間での SDカードの
交換は SDカードのデータ損失につながる可能性があります。
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•一部のCisco UCS Cシリーズラックマウントサーバには、4つのパーティション（HV、
HUU、SCU、ドライバ）を持つ SDカードが搭載されています。Cisco UCS Managerでは
HVパーティションのみが表示されます。FlexFlashスクラブポリシーを使用して、4つの
パーティションを持つ SDカードを単一 HVパーティションカードに移行できます。

• FlexFlashコントローラは RAID-1同期（ミラー再構築）をサポートしません。SDカード
がRAIDデグレード状態である場合、あるいはメタデータエラーがコントローラによって
報告された場合は、FlexFlashスクラブポリシーを実行して RAIDのためのカードを組み
合わせる必要があります。FlexFlashのスクラブポリシーの詳細については、「サーバ関
連ポリシー」を参照してください。次の条件によって RAIDデグレードやメタデータエ
ラーが引き起こされる可能性があります。

•サーバの 1つのスロットにすでに SDカードが装着されているときに、別のスロット
に新しいまたは使用されていた SDカードを挿入する。

•異なるサーバの 2つの SDカードを挿入する。

•サーバのファームウェアバージョンは、2.2(1a)以上が必要です。

FlexFlash FX3Sのサポート

リリース 2.2(3)以降、CiscoUCSManagerではFX3Sコントローラによる追加のFlexFlashサポー
トが可能になりました。FX3Sコントローラは次のサーバ上に存在します。

• Cisco UCSB200 M4およびM5ブレードサーバ

• Cisco UCSC220 M4およびM5ラックサーバ

• Cisco UCSC240 M4およびM5ラックサーバ

• C480 M5ラックサーバ

• B480 M5ブレードサーバ

FX3S制御を使用した FlexFlash操作は、Cisco Flexible Flashストレージコントローラでの操作
と同じです。FlexFlashはデフォルトで無効になっており、ローカルディスクポリシーを使用
して有効化されます。また、コントローラをリセットし、SDカードをフォーマットして、一
対の SDカードを自動同期させることもできます。

FX3Sコントローラの SDカードには、ハイパーバイザと呼ばれる単一のパーティションが含
まれています。

Cisco FX3Sコントローラの制約事項：

• FX3Sコントローラは、32 GBおよび 64 GBの SDカードのみをサポートします。16 GB
のカードはサポートされません。

• FX3Sコントローラは、M5以上のブレードで 128 GBのカードをサポートします。
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•ラックサーバの SDカードをブレードサーバで使用したり、ブレードサーバの SDカー
ドをラックサーバで使用することは推奨されません。サーバタイプ間での SDカードの
交換は SDカードのデータ損失につながる可能性があります。

•サーバのファームウェアバージョンは、2.2(3a)以上が必要です。

FlexFlash SDカードを使用したブレードサーバの起動

16 GB以上の FlexFlashカードを使用してブレードサーバを起動するには、次の手順を使用し
ます。この手順では、ブレードサーバ、ソフトウェア、および関連付けられたインフラストラ

クチャを設定する方法を知っていることと、機能していることを確認することが必要です。こ

の Cisco UCS Managerの制御手順は、任意のバージョンのファームウェアを実行しているすべ
てのブレードサーバに適用されます。この手順はラックサーバには適用されません。作業環

境で FlexFlashカードを有効にする前に、次の手順に従います。

FlexFlashをすでに使用している状態で次の手順を使用すると、カードからすべてのデータが失
われます。

注意

この手順では、FlexFlashカードの使用方法や、FlexFlashシステムのその他の機能は扱ってい
ません。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するに

は、 org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したローカルディスク設定ポリ

シーモードを開始します。

UCS-A /org # scope
local-disk-config-policy FlexFlash-name

ステップ 2

FlexFlash SDカードのサポートを有効
にするかどうかを指定します。

UCS-A /org/local-disk-config-policy # set
flexflash-state {enable | disable}

ステップ 3

FlexFlash RAIDレポートのサポートを
有効にするかどうかを指定します。

UCS-A /org/local-disk-config-policy # set
flexflash-raid-reporting-state {enable |
disable}

ステップ 4

インストールされている SD
カードが 1つのみの場合、
FlexFlashインベントリに
RAID状態が [Disabled]、
RAIDヘルスが [NA]と表示さ
れます。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムにコミッ

トします。

UCS-A /org/local-disk-config-policy #
commit-buffer

ステップ 5

詳細なFlexFlashコントローラのプロパ
ティを表示します。 org-name は / に
なります。

UCS-A/org/local-disk-config-policy # show
detail

ステップ 6

UCS-A# topステップ 7

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するに

は、 org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 8

指定したサービスで組織サービスプロ

ファイルモードを開始します。スロッ

UCS-A /org # scope service-profile
slot-3-name

ステップ 9

ト 3は、特定のブレードのサービスプ
ロファイルを表します。

指定されたローカルディスクポリシー

をサービスプロファイルに関連付けま

UCS-A /org/scope service-profile# set
local-disk-policy-state FlexFlash-name

ステップ 10

す。FlexFlashは、特定のローカルディ
スクポリシーを表します。

サービスプロファイルと指定したブ

レードサーバを関連付けます。1はブ
UCS-A /org/scope service-profile#
associate server 1/1

ステップ 11

レード番号を表し、それ以外の数値は

シャーシ番号を表します。

トランザクションをシステムにコミッ

トします。

UCS-A /org/local-disk-config-policy #
commit-buffer

ステップ 12

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するに

は、 org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 13

スクラブポリシーを指定されたポリ

シー名で作成し、組織スクラブポリ

シーモードを開始します。

UCS-A /org # create scrub-policy
Scrub-FF-name

ステップ 14

スクラブポリシーの説明を記入しま

す。

（任意） UCS-A /org/scrub-policy # set
descr Scrub FlexFlash ONLY-name

ステップ 15
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目的コマンドまたはアクション

説明にスペース、特殊文字、

または句読点が含まれている

場合、説明の前後に引用符を

付ける必要があります。引用

符は、 show コマンド出力の
説明フィールドには表示され

ません。

（注）

このスクラブポリシーを使用して、

サーバ上のディスクスクラブを無効に

します。

UCS-A /org/scrub-policy # set disk-scrub
no

ステップ 16

このスクラブポリシーを使用して、

サーバ上の BIOS設定スクラブを無効
にします。

UCS-A /org/scrub-policy # set
bios-settings-scrub no

ステップ 17

このスクラブポリシーを使用して、

サーバ上のFlexFlash設定スクラブを有
効にします。

UCS-A /org/scrub-policy # set
flexflash-scrub yes

ステップ 18

トランザクションをシステムにコミッ

トします。

UCS-A /org/local-disk-config-policy #
commit-buffer

ステップ 19

UCS-A# topステップ 20

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するに

は、 org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 21

指定したサービスで組織サービスプロ

ファイルモードを開始します。スロッ

UCS-A /org # scope service-profile
slot-3-name

ステップ 22

ト 3は、特定のブレードのサービスプ
ロファイルを表します。

選択されたブレードサーバを認識しま

す。1はシャーシ番号を表し、3はサー
バ番号を表します。

UCS-A # acknowledge server1/3-nameステップ 23

トランザクションをシステムにコミッ

トします。

UCS-A /org/local-disk-config-policy #
commit-buffer

ステップ 24

ブレードサーバがトランザクションの

コミットを完了するのを待ちます。

選択されたブレードサーバを認識しま

す。1はシャーシ番号を表し、3はサー
バ番号を表します。

UCS-A # acknowledge server1/3-nameステップ 25
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムにコミッ

トします。

UCS-A /org/local-disk-config-policy #
commit-buffer

ステップ 26

FlexFlashカードは同期され、使用可能
になりました。

例

次の例は、FlexFlashカードの開始とポリシーの作成のための、コンソールからの出力
を示しています。

#Creating the FlexFlash off policy

UCS-A# scope org
UCS-A /org # create local-disk-config-policy FF-off
UCS-A /org/local-disk-config-policy* # set flexflash-state disable
UCS-A/org/local-disk-config-policy* # commit-buffer
UCS-A/org/local-disk-config-policy # show detail

#Creating a Local Disk Configuration Policy

UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope service-profile slot_4
UCS-A /org/service-profile # set local-disk-policy FF-off
UCS-A /org/service-profile* #

UCS-A/org/service-profile* # associate server 1/4
UCS-A/org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile # show detail

#Creating a FlexFlash On policy

UCS-A /org # top
UCS-A# scope org
UCS-A /org # create local-disk-config-policy FF-ON
UCS-A /org/local-disk-config-policy* # set flexflash-state enable
UCS-A /org/local-disk-config-policy* # set flexflash-raid-reporting-state enable
UCS-A /org/local-disk-config-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/local-disk-config-policy #
UCS-A /org/local-disk-config-policy #
UCS-A /org/local-disk-config-policy # show detail

UCS-A /org # top
UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope service-profile slot_4
UCS-A /org/service-profile # set local-disk-policy FF-ON
UCS-A /org/service-profile* #

UCS-A /org/service-profile* # associate server 1/4
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile # show detail
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FlexFlash SDカードのサポートの有効化

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したローカルディスク設定ポリシー

モードを開始します。

UCS-A /org # scope local-disk-config-policy
policy-name

ステップ 2

FlexFlash SDカードのサポートを有効に
するかどうかを指定します。

UCS-A /org/local-disk-config-policy # set
flexflash-state {enable | disable}

ステップ 3

FlexFlashRAIDレポートのサポートを有
効にするかどうかを指定します。

UCS-A /org/local-disk-config-policy # set
flexflash-raid-reporting-state {enable |
disable}

ステップ 4

インストールされている SD
カードが 1つのみの場合、
FlexFlashインベントリにRAID
状態が [Disabled]、RAIDヘル
スが [NA]と表示されます。

（注）

トランザクションをシステムにコミット

します。

UCS-A /org/local-disk-config-policy #
commit-buffer

ステップ 5

例

次の例では、ローカルディスク設定ポリシーデフォルトの FlexFlash SDカードのサ
ポートおよび FlexFlash RAIDレポートステートを有効にし、システムへのトランザク
ションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org/
UCS-A /org # scope local-disk-config-policy default
UCS-A /org/local-disk-config-policy #set flexflash-state enable
UCS-A /org/local-disk-config-policy# #set flexflash-raid-reporting-state enable
UCS-A /org/local-disk-config-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/local-disk-config-policy #

FlexFlash SDカードのサポートの無効化

この手順では、ローカルディスクポリシー内の FlexFlashのサポートを無効にする方法につい
て説明します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

入力した組織の組織モードを開始しま

す。

UCS-A #scope org {/ | org-name)ステップ 1

入力したポリシー名のローカルディス

クポリシー設定モードを開始します。

UCS-A /org # scope local-disk-config-policy
policy-name

ステップ 2

ローカルディスクポリシー内の

FlexFlash SDカードのサポートを無効に
します。

UCS-A /org/local-disk-config-policy # set
flexflash-state disable

ステップ 3

トランザクションをシステムにコミット

します。

UCS-A /org/local-disk-config-policy #
commit-buffer

ステップ 4

例

次の例のスコープは、ルート組織、デフォルトローカルディスク設定ポリシーの順で

あり、FlexFlash SDカードのサポートを無効にし、トランザクションをシステムにコ
ミットします。

UCS-A# scope org/
UCS-A /org # scope local-disk-config-policy default
UCS-A /org/local-disk-config-policy set flexflash-state disable
UCS-A /org/local-disk-config-policy #* commit-buffer
UCS-A /org/local-disk-config-policy #

自動同期の有効化

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを

開始します。

UCS-A# scope chassis chassis-numステップ 1

サーバシャーシモードを開始します。UCS-A /chassis # scope server server-numステップ 2

FlexFlashコントローラサーバシャーシ
モードを開始します。

UCS-A /chassis/server # scope
flexflash-controller controller-id

ステップ 3

同期していない場合は、選択されたス

ロット番号のカードをプライマリとして

UCS-A /chassis/server/flexflash-controller
# pair primary_slot_number

ステップ 4

使用してSDカードを再同期します。次
のいずれかになります。

• 1：スロット 1の SDカードがプラ
イマリとして使用されます。
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目的コマンドまたはアクション

• 2：スロット 2の SDカードがプラ
イマリとして使用されます。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /chassis/server/flexflash-controller
# commit-buffer

ステップ 5

例

次の例は、スロット 2の SDカードをプライマリとして使用して再同期する方法を示
しています。

UCS-A# scope chassis 1
UCS-A /chassis # scope server 1
UCS-A /chassis/server # scope flexflash-controller 1
UCS-A /chassis/server/flexflash-controller # pair 2
UCS-A /chassis/server/flexflash-controller* # commit-buffer
UCS-A /chassis/server/flexflash-controller #

FlexFlashカードのフォーマット

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを

開始します。

UCS-A# scope chassis chassis-numステップ 1

サーバシャーシモードを開始します。UCS-A /chassis # scope server server-numステップ 2

FlexFlashコントローラサーバシャーシ
モードを開始します。

UCS-A /chassis/server # scope
flexflash-controller controller-id

ステップ 3

SDカードをフォーマットします。UCS-A /chassis/server/flexflash-controller
# format

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /chassis/server/flexflash-controller
# commit-buffer

ステップ 5

例

次に、FlexFlashコントローラをフォーマットする例を示します。
UCS-A# scope chassis 1
UCS-A /chassis # scope server 1
UCS-A /chassis/server # scope flexflash-controller 1
UCS-A /chassis/server/flexflash-controller # format
Warning: When commited, UCSM will format the SD Cards.
This will completely erase the data on the SD Cards!!
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UCS-A /chassis/server/flexflash-controller* # commit-buffer
UCS-A /chassis/server/flexflash-controller #

FlexFlashコントローラのリセット

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを

開始します。

UCS-A# scope chassis chassis-numステップ 1

サーバシャーシモードを開始します。UCS-A /chassis # scope server server-numステップ 2

FlexFlashコントローラサーバシャーシ
モードを開始します。

UCS-A /chassis/server # scope
flexflash-controller controller-id

ステップ 3

指定された FlexFlashコントローラをリ
セットします。

UCS-A /chassis/server/flexflash-controller
# reset

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /chassis/server/flexflash-controller
# commit-buffer

ステップ 5

例

次の例では、FlexFlashコントローラをリセットする方法を示します。
UCS-A# scope chassis 1
UCS-A /chassis # scope server 1
UCS-A /chassis/server # scope flexflash-controller 1
UCS-A /chassis/server/flexflash-controller # reset
Warning: When commited, UCSM will reset the FlexFlash Controller.
This will cause the host OS to lose connectivity to the SD Cards.

UCS-A /chassis/server/flexflash-controller* # commit-buffer
UCS-A /chassis/server/flexflash-controller #

FlexFlashコントローラのステータスの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを

開始します。

UCS-A# scope chassis chassis-numステップ 1

サーバシャーシモードを開始します。UCS-A /chassis # scope server server-numステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

FlexFlashコントローラサーバシャーシ
モードを開始します。

UCS-A /chassis/server # scope
flexflash-controller controller-id

ステップ 3

詳細な FlexFlashコントローラのプロパ
ティを表示します。

UCS-A /chassis/server/flexflash-controller
# show detail expand

ステップ 4

例

次の例は、FlexFlashコントローラと SDカードのステータスを示しています。
UCS-A# scope chassis 1
UCS-A /chassis # scope server 1
UCS-A /chassis/server # scope flexflash-controller 1
UCS-A /chassis/server/flexflash-controller # show detail expand

FlexFlash Controller:
ID: 1
Type: SD
FlexFlash Type: FX3S
Vendor: Cypress
Model: FX3S
Serial: NA
Firmware Version: 1.3.2 build 158
Controller State: Connected Partition Over USB To Host
Controller Health: Old Firmware Running
RAID State: Enabled Paired
RAID Health: OK
Physical Drive Count: 2
Virtual Drive Count: 1
RAID Sync Support: Supported
Operability: Operable
Oper Qualifier Reason:
Presence: Equipped
Current Task:

FlexFlash Card:
Controller Index: 1
Slot Number: 1
Vendor: SE32G
Model: SE32G
HW Rev: 8.0
Serial: 0xa2140794
Manufacturer ID: 3
OEM ID: SD
Manufacturer Date: 2/14
Size (MB): 30436
Block Size: 512
Card Type: FX3S configured
Write Enabled: Not Write Protected
Card Health: OK
Card Mode: Secondary Active
Operation State: Raid Partition
Card State: Active
Write IO Error Count: 0
Read IO Error Count: 0
Operability: Operable
Oper Qualifier Reason:
Presence: Equipped
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FlexFlash Card Drive:
Name: Hypervisor
Size (MB): 30432
Removable: Yes
Operability: Operable
Operation State: Raid Partition

Controller Index: 1
Slot Number: 2
Vendor: SE32G
Model: SE32G
HW Rev: 8.0
Serial: 0xa2140742
Manufacturer ID: 3
OEM ID: SD
Manufacturer Date: 2/14
Size (MB): 30436
Block Size: 512
Card Type: FX3S configured
Write Enabled: Not Write Protected
Card Health: OK
Card Mode: Primary
Operation State: Raid Partition
Card State: Active
Write IO Error Count: 0
Read IO Error Count: 0
Operability: Operable
Oper Qualifier Reason:
Presence: Equipped

FlexFlash Card Drive:
Name: Hypervisor
Size (MB): 30432
Removable: Yes
Operability: Operable
Operation State: Raid Partition

Local Disk Config Definition:
Mode: Any Configuration
Description:
Protect Configuration: Yes

UCS-A /chassis/server/flexflash-controller #

スクラブポリシー

スクラブポリシーの設定

このポリシーは、ディスカバリプロセス中にサーバのローカルデータおよび BIOS設定に何
が起こるか、サーバがいつ再認識されるか、またはサーバとサービスプロファイルの関連付け

がいつ解除されるかを決定します。
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ローカルディスクスクラブポリシーは、 Cisco UCS Managerによって管理されるハードドラ
イブにのみ適用され、USBドライブなど他のデバイスには適用されません。

（注）

スクラブポリシーの設定によっては、そのようなときに次の処理が行われます。

ディスクスクラブ

ローカルドライブのデータに対しては、アソシエーションが解除されるときに、次のいずれか

が発生します。

•有効になっている場合は、ローカルドライブ上のすべてのデータが破棄されます。

•無効になっている場合は、ローカルドライブ上のすべてのデータが保持されます（ローカ
ルストレージ設定を含む）。

サービスプロファイルに関連付けられているサーバの場合、サービスプロファイルに使用さ

れているスクラブポリシーに基づいて、割り当て解除時にディスクスクラブが行われます。

関連付けられていないサーバの場合、デフォルトのスクラブポリシーに基づいて、サーバディ

スカバリプロセス時にディスクスクラブが行われます。

スクラブポリシーは、すべての Bシリーズプラットフォーム、および次に示す一部の Cシ
リーズプラットフォームでサポートされます。

• C240 M4

• C220 M4

• C460 M4

• C240 M5

• C220 M5

• C460 M5

（注）

BIOS設定スクラブ

BIOS設定に対しては、スクラブポリシーを含むサービスプロファイルがサーバからアソシ
エーション解除されるときに、次のいずれかが発生します。

•有効になっている場合は、サーバのすべてのBIOS設定が消去され、そのサーバタイプと
ベンダーに応じた BIOSのデフォルトにリセットされます。

•無効になっている場合は、サーバの既存の BIOS設定が保持されます。
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FlexFlashスクラブ

FlexFlashスクラブにより、新規またはデグレードしたSDカードの組み合わせ、FlexFlashメタ
データの設定エラーの解決、4パーティションの旧式 SDカードから単一パーティション SD
カードへの移行を実行することができます。スクラブポリシーを含むサービスプロファイル

とサーバとの関連付けが解除されるとき、またはサーバが再認識されるときに、SDカードに
対して次のいずれかが発生します。

•有効になっている場合は、PNUOSフォーマットユーティリティにより SDカードの HV
パーティションがフォーマットされます。SDカードが 2枚ある場合、それらカードは
RAID-1ペアになっており、両方のカードの HVパーティションが有効と見なされます。
スロット 1のカードはプライマリ、スロット 2のカードはセカンダリと見なされます。

•無効になっている場合は、既存の SDカード設定が保持されます。

•サービスプロファイルに関連付けられているサーバの場合、サービスプロファイルに使
用されているスクラブポリシーに基づいて、割り当て解除時に FlexFlashスクラブが行わ
れます。関連付けられていないサーバの場合、デフォルトのスクラブポリシーに基づい

て、サーバディスカバリプロセス時に FlexFlashスクラブが行われます。

• FlexFlashスクラブによって SDカードの HVパーティションが消去されるため、FlexFlash
スクラブを実行する前に、使用しているホストオペレーティングシステムのユーティリ

ティを使用して SDカードを完全にバックアップすることをお勧めします。

•サービスプロファイルのメタデータ設定不具合を解決するには、FlexFlashスクラブを実
行する前にローカルディスク設定ポリシーの FlexFlashを無効にし、サーバが再認識され
た後に FlexFlashを有効にする必要があります。

•ペアリングが完了したら、またはメタデータの不具合が解決したら、ただちにスクラブポ
リシーを無効にしてください。

• Cisco UCS S3260ストレージサーバでは FlexFlashスクラブはサポートされません。

（注）

スクラブポリシーの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

スクラブポリシーを指定されたポリシー

名で作成し、組織スクラブポリシー

モードを開始します。

UCS-A /org # create scrub-policy
policy-name

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

スクラブポリシーの説明を記入します。（任意） UCS-A /org/scrub-policy # set
descr description

ステップ 3

説明にスペース、特殊文字、

または句読点が含まれている

場合、説明の前後に引用符を

付ける必要があります。引用

符は、 show コマンド出力の
説明フィールドには表示され

ません。

（注）

次のように、このスクラブポリシーを

使用するサーバでのディスクスクラブ

を無効または有効にします。

UCS-A /org/scrub-policy # set disk-scrub
{no | yes}

ステップ 4

•有効になっている場合は、ローカル
ドライブ上のすべてのデータが破棄

されます。

•無効になっている場合は、ローカル
ドライブ上のすべてのデータが保持

されます（ローカルストレージ設

定を含む）。

次のように、このスクラブポリシーを

使用するサーバでのBIOS設定スクラブ
を無効または有効にします。

UCS-A /org/scrub-policy # set
bios-settings-scrub {no | yes}

ステップ 5

•有効になっている場合は、サーバの
すべてのBIOS設定が消去され、そ
のサーバタイプとベンダーに応じ

たBIOSのデフォルトにリセットさ
れます。

•無効になっている場合は、サーバの
既存のBIOS設定が保持されます。

次のように、このスクラブポリシーを

使用するサーバでの flexflashスクラブを
無効または有効にします。

UCS-A /org/scrub-policy # set
flexflash-scrub {no | yes}

ステップ 6

•有効になっている場合は、PNUOS
フォーマットユーティリティによ

り SDカードのHVパーティション
がフォーマットされます。SDカー
ドが2枚ある場合、それらカードは
RAID-1ペアになっており、両方の
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目的コマンドまたはアクション

カードのHVパーティションが有効
と見なされます。スロット1のカー
ドはプライマリ、スロット2のカー
ドはセカンダリと見なされます。

•無効になっている場合は、既存の
SDカード設定が保持されます。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/scrub-policy # commit-bufferステップ 7

例

次の例は、ScrubPolicy2という名前のスクラブポリシーを作成し、スクラブポリシー
を使用するサーバでディスクのスクラブを有効にし、トランザクションをコミットし

ます。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create scrub-policy ScrubPolicy2
UCS-A /org/scrub-policy* # set descr "Scrub disk but not BIOS."
UCS-A /org/scrub-policy* # set disk-scrub yes
UCS-A /org/scrub-policy* # set bios-settings-scrub no
UCS-A /org/scrub-policy* # set flexflash-scrub no
UCS-A /org/scrub-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/scrub-policy #

スクラブポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-nameに /と入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したスクラブポリシーを削除しま

す。

UCS-A /org # delete scrub-policy
policy-name

ステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3
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例

次に、ScrubPolicy2という名前のスクラブポリシーを削除し、トランザクションをコ
ミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete scrub-policy ScrubPolicy2
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

DIMMエラー管理の設定

DIMMの修正可能なエラー処理
Cisco UCS Managerでは、DIMMが事前定義されたウィンドウにおいて修正可能な重大エラー
に遭遇した場合、ステータスが [Degraded]と表示され、機能しないデバイスと見なされます。

DIMMの修正可能なエラー処理機能により、サーバ内のすべての DIMMに関する修正可能お
よび修正不可能なメモリエラーをすべてリセットできます。エラー設定をリセットすると、当

該 DIMMのエラー数はクリアされ、ステータスは操作可能に変わり、DIMMのセンサー状態
がリセットされます。

メモリエラーのリセット

Cisco UCS Managerとベースボード管理コントローラ（BMC）で発生したすべての修正可能お
よび修正不可能なメモリエラーをリセットするには、この手順を使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを

開始します。

UCS-A# scope chassis chassis-numステップ 1

指定したサーバのサーバモードを開始

します。

UCS-A/chassis # scope server server-numステップ 2

サーバ内のすべての DIMMで発生した
修正可能および修正不可能なエラーをリ

セットします。

UCS-A/chassis/server #
reset-all-memory-errors

ステップ 3

保留中のすべてのトランザクションをコ

ミットします。

UCS-A /chassis/server* # commit-bufferステップ 4
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例

次に、選択されたメモリユニットのメモリエラーをリセットする例を示します。

UCS-A# scope chassis 1
UCS-A/chassis # scope server 1
UCS-A/chassis/server # reset-all-memory-errors
UCS-A/chassis/server* # commit-buffer
UCS-A/chassis/server #

DIMMのブラックリスト化
Cisco UCSManagerで、デュアルインラインメモリモジュール（DIMM）の状態は、SELイベ
ントレコードに基づいています。メモリテストの実行中にBIOSで修正不可能なメモリエラー
に遭遇した場合、DIMMは不良としてマークされます。不良な DIMMは機能しないデバイス
と見なされます。

DIMMのブラックリスト化を有効にすると、Cisco UCS Managerはメモリテスト実行メッセー
ジをモニタし、DIMM SPDデータ内でメモリエラーに遭遇した DIMMをブラックリストに載
せます。これにより、ホストは修正不可能な ECCエラーに遭遇した DIMMをマップから外す
ことができます。

DIMMのブラックリストの有効化

メモリポリシーは、Cisco UCSドメインの既存のサーバ、およびメモリポリシーを設定した
後で追加されたサーバに適用できるグローバルポリシーです。

•この機能は、Cisco UCS Bシリーズブレードサーバおよび UCS Cシリーズラックサーバ
の両方でサポートされています。

Cisco UCS Cシリーズ 420 M3ラックサーバはこの機能をサポー
トしていません。

（注）

•このグローバルポリシーをサービスプロファイルに追加することはできません。

（注）

始める前に

• Cisco Bシリーズブレードサーバの場合、サーバファームウェアはリリース 2.2(1)以降の
リリースである必要があります。

•シスコ Cシリーズラックサーバの場合、サーバファームウェアはリリース 2.2(3)である
必要があります。

•次の権限のいずれかでログインする必要があります。
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•管理者

•サーバポリシー

•サーバプロファイルのサーバポリシー

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1

グローバルメモリポリシーのメモリポ

リシーモードを開始します。

UCS-A /org # scopememory-config-policy
default

ステップ 2

DIMMのブラックリストは、ドメイン
レベルポリシーで有効化され、これら

UCS-A /org/memory-config-policy # set
blacklisting enabled

ステップ 3

の変更は、その特定のドメイン内のすべ

てのサーバに適用されます。

サーバの Cisco IMCが DIMM
のブラックリストをサポート

しない場合、情報レベルのエ

ラーが生成されます。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/memory-config-policy* #
commit-buffer

ステップ 4

例

次に、DIMMのブラックリストを有効にする例を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A /chassis/org # scope memory-config-policy default
UCS-A /chassis/org/memory-config-policy # set blacklisting enabled
UCS-A /chassis/org/memory-config-policy* # commit-buffer
UCS-A /chassis/org/memory-config-policy #
UCS-A /chassis/org/memory-config-policy # show detail

Memory Config Policy:
Blacklisting: enabled
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Serial over LANポリシー

Serial over LANポリシーの概要
このポリシーは、このポリシーを使用するサービスプロファイルと関連付けられているすべて

のサーバに対する Serial over LAN接続の設定を行います。デフォルトでは、Serial over LAN接
続は無効になっています。

Serial over LANポリシーを実装する場合、IPMIプロファイルを作成することも推奨します。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また、このサービスプロ

ファイルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

Serial over LANポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

Serial over LANポリシーを作成し、組織
LAN Serial over LANポリシーモードを
開始します。

UCS-A /org # create sol-policy
policy-name

ステップ 2

ポリシーの説明を記します。（任意）UCS-A /org/sol-policy # set descr
description

ステップ 3

説明にスペース、特殊文字、

または句読点が含まれている

場合、説明の前後に引用符を

付ける必要があります。引用

符は、 show コマンド出力の
説明フィールドには表示され

ません。

（注）

シリアルボーレートを指定します。UCS-A /org/sol-policy # set speed {9600|
19200 | 38400 | 57600 | 115200 }

ステップ 4

Serial over LANポリシーを無効または有
効にします。デフォルトでは、Serialover

UCS-A /org/sol-policy # {disable | enable}ステップ 5

LANポリシーは無効になっています。
ポリシーを適用する前に有効にする必要

があります。
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/sol-policy # commit-bufferステップ 6

例

次に、Sol115200という名前の Serial over LANポリシーを作成し、ポリシーの説明を
指定して、速度を115200ボーに設定し、ポリシーを有効にして、トランザクションを
コミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create sol-policy Sol115200
UCS-A /org/sol-policy* # set descr "Sets serial over LAN policy to 115200 baud."
UCS-A /org/sol-policy* # set speed 115200
UCS-A /org/sol-policy* # enable
UCS-A /org/sol-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/sol-policy #

Serial over LANポリシーの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

（create sol-configコマンドで設定され
た）Serial over LAN定義を表示します。

UCS-A /org # show sol-policy policy-nameステップ 2

Serial over LAN定義が設定されていない
場合、およびポリシーが（set sol-policy
コマンドを使用して）設定されている場

合、ポリシーが表示されます。

例

次に、Sol115200という Serial over LANポリシーの Serial over LAN情報を表示する例
を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # show sol-policy Sol115200 detail

SOL Policy:
Name: Sol115200
SOL State: Enable
Speed: 115200
Description:
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Policy Owner: Local

UCS-A /org # show sol-policy Sol115200
SOL Policy:

Name SOL State Speed
---------------------------------------
Sol115200 Enable 115200

UCS-A /org #

Serial over LANポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定された Serial over LANポリシーを
削除します。

UCS-A /org # delete sol-policy
policy-name

ステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3

例

次の例は、Sol115200という名前のSerial overLANポリシーを削除し、トランザクショ
ンをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # delete sol-policy Sol115200
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

サーバ自動構成ポリシー

サーバ自動構成ポリシーの概要

Cisco UCS Managerでは、このポリシーを使用して、新しいサーバの設定方法を決定します。
サーバ自動構成ポリシーを作成すると、新しいサーバの起動時に次の処理が行われます。

1. サーバに対してサーバ自動構成ポリシーの資格認定が実行されます。

2. 必要な資格を満たしている場合、サーバは、サーバ自動構成ポリシーで設定されたサービ
スプロファイルテンプレートから作成されたサービスプロファイルと関連付けられます。
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そのサービスプロファイルの名前は、Cisco UCS Managerによって付与されるサーバの名
前に基づきます。

3. サービスプロファイルは、サーバ自動構成ポリシーで設定された組織に割り当てられま
す。

サーバ自動構成ポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

サーバ自動構成ポリシーを指定されたポ

リシー名で作成し、組織サーバ自動構成

ポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # create
server-autoconfig-policy policy-name

ステップ 2

ポリシーの説明を記します。（任意） UCS-A
/org/server-autoconfig-policy # set descr
description

ステップ 3

説明にスペース、特殊文字、

または句読点が含まれている

場合、説明の前後に引用符を

付ける必要があります。引用

符は、 show コマンド出力の
説明フィールドには表示され

ません。

（注）

サーバを使用する組織を指定します。（任意） UCS-A
/org/server-autoconfig-policy # set
destination org org-name

ステップ 4

サーバの資格認定にサーバプールポリ

シー資格情報を使用するように指定しま

す。

（任意） UCS-A
/org/server-autoconfig-policy # set qualifier
server-qual-name

ステップ 5

サーバのサービスプロファイルインス

タンスを作成するために使用するサービ

（任意） UCS-A
/org/server-autoconfig-policy # set template
profile-name

ステップ 6

スプロファイルテンプレートを指定し

ます。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/server-autoconfig-policy #
commit-buffer

ステップ 7
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例

次の例は、AutoConfigFinanceというサーバ自動構成ポリシーを作成し、ポリシーに説
明を加え、宛先組織として financeを、サーバプールポリシー資格情報として
ServPoolQual22を、サービスプロファイルテンプレートとして ServTemp2を指定し、
トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create server-autoconfig-policy AutoConfigFinance
UCS-A /org/server-autoconfig-policy* # set descr "Server Autoconfiguration Policy for
Finance"
UCS-A /org/server-autoconfig-policy* # set destination org finance
UCS-A /org/server-autoconfig-policy* # set qualifier ServPoolQual22
UCS-A /org/server-autoconfig-policy* # set template ServTemp2
UCS-A /org/server-autoconfig-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/server-autoconfig-policy #

サーバ自動構成ポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定されたサーバ自動構成ポリシーを削

除します。

UCS-A /org # delete
server-autoconfig-policy policy-name

ステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3

例

次の例は、AutoConfigFinanceという名前のサーバ自動構成ポリシーを削除し、トラン
ザクションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # delete server-autoconfig-policy AutoConfigFinance
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #
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サーバディスカバリポリシー

サーバディスカバリポリシーの概要

サーバディスカバリポリシーにより、新しい UCSブレードサーバや UCS Miniを追加したと
きの UCS Managerの対応方法を定義します。サーバディスカバリポリシーを作成する場合、
サーバがシャーシに追加されたときに、システムにより詳細なディスカバリを行うのか、また

は、ユーザがまず新しいサーバを確認する必要があるのかどうかを制御できます。デフォルト

では、システムにより完全なディスカバリが実行されます。

サーバディスカバリポリシーを作成した場合は、新しいサーバを起動すると次の処理が行わ

れます。

1. サーバディスカバリポリシー資格情報はサーバに対して実行されます。

2. サーバが必要な資格を満たしている場合、Cisco UCS Managerはサーバに次の処理を適用
します。

•この処理に関して選択されたオプションに応じて、UCS Managerが新しいサーバをた
だちに検出するか、または新しいサーバに対するユーザの確認応答を待機する

•サーバにスクラブポリシーを適用する

ハードウェアの挿入、削除、または交換によって自動的に詳細なディスカバリがトリガーされ

ると、以下が実行されます。

1. サーバが「保留アクティビティ」リストに移動されます。

2. サーバで重大なハードウェア不一致エラーが発生し、ハードウェアの不一致がUCSMによ
り検出されたことが示されます。

3. 詳細なディスカバリをトリガーするには、サーバを明示的に認識する必要があります。

Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)では、ブロックサイズが 4Kのドライブはブレードサーバ
ではサポートされませんが、ラックマウントサーバではサポートされます。ブロックサイズ

が 4 Kのドライブがブレードサーバに挿入された場合、検出は失敗し、次のエラーメッセー
ジが表示されます。

「Unable to get Scsi Device Information from the system」

このエラーが発生した場合は、次の手順を実行します。

1. 4 Kのドライブを取り外します。

2. サーバを再認識します。

サーバを再認識するとサーバがリブートし、その結果、サービスが失われます。

重要
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サーバディスカバリポリシーの設定

始める前に

このポリシーとサーバプールを関連付ける予定がある場合は、サーバプールポリシークレデ

ンシャルを作成します。

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1

シャーシディスカバリポリ

シーは、ルート組織からしか

アクセスできません。

（注）

サーバディスカバリポリシーを指定さ

れたポリシー名で作成し、組織サーバ

UCS-A /org # create server-disc-policy
policy-name

ステップ 2

ディスカバリポリシーモードを開始し

ます。

システムが新しいサーバの検出を試みる

タイミングを指定します。

UCS-A /org/server-disc-policy # set action
{diag | immediate | user-acknowledged}

ステップ 3

サーバディスカバリポリシーに説明を

加えます。

（任意）UCS-A /org/chassis-disc-policy #
set descr description

ステップ 4

説明にスペース、特殊文字、

または句読点が含まれている

場合、説明の前後に引用符を

付ける必要があります。引用

符は、 show コマンド出力の
説明フィールドには表示され

ません。

（注）

指定されたサーバプールポリシー資格

情報をこのポリシーとサーバプールを

関連付けるために使用します。

（任意） UCS-A /org/server-disc-policy #
set qualifier qualifier

ステップ 5

このポリシーが使用するスクラブポリ

シーを指定します。スクラブポリシー

UCS-A /org/server-disc-policy # set
scrub-policy

ステップ 6

は、検出時にサーバのディスクドライ

ブをきれいにスクラブするかどうかを定

義します。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/server-disc-policy #
commit-buffer

ステップ 7
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例

次の例は、ServDiscPolExampleという名前のサーバディスカバリポリシーを作成し、
すぐに新しいサーバを検出するように設定し、ポリシーについて説明を加え、サーバ

プールポリシー資格情報とスクラブポリシーを指定し、トランザクションをコミット

します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create server-disc-policy ServDiscPolExample
UCS-A /org/server-disc-policy* # set action immediate
UCS-A /org/server-disc-policy* # set descr "This is an example server discovery policy."
UCS-A /org/server-disc-policy* # set qualifier ExampleQual
UCS-A /org/server-disc-policy* # set scrub-policy NoScrub
UCS-A /org/server-disc-policy # commit-buffer

次のタスク

サーバディスカバリポリシーをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両

方に含めます。

サーバディスカバリポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-nameに /と入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサーバディスカバリポリシー

を削除します。

UCS-A /org # Delete server-disc-policy
policy-name

ステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/server-disc-policy #
commit-buffer

ステップ 3

例

次に、ServDiscPolExampleという名前のサーバディスカバリポリシーを削除し、トラ
ンザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete server-disc-policy ServDiscPolExample
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #
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ハードウェア変更検出ポリシー

ハードウェア変更検出は、ハードウェアコンポーネントの変更が生じた場合の Cisco UCS
Managerの動作を設定するためのグローバルポリシーです。ポリシーには次の 2つの値があり
ます。

• [UserAcknowledged]：ハードウェアインベントリ不一致エラーをすべてクリアするには、
サーバを確認する必要があります。

• [AutoAcknowledged]：ハードウェアコンポーネントの変更が検出されると、自動の詳細な
ディスカバリがトリガーされます。

UCSMがサーバハードウェアコンポーネントの変更を検出すると、クリティカルハードウェ
アインベントリ不一致エラーがサーバで発生します。エラーをクリアしてハードウェアイン

ベントリを完了するには、手動でサーバを確認する必要があります。サーバを確認すると、詳

細なディスカバリと詳細な関連付けがトリガーされます。

ラックサーバの場合、エラーをクリアしてハードウェアインベントリを完了するには、サー

バを解放してから、再稼働する必要があります。

ハードウェアインベントリ不一致エラーがある場合には、ポリシーを変更できません。

ハードウェア変更検出ポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1

組織のハードウェア変更検出ポリシー

モードを開始します。

UCS-A /org # scope
server-hwchange-disc-policy policy-name

ステップ 2

システムが新しいサーバの検出を試みる

タイミングを指定します。

UCS-A /org/server-hwchange-disc-policy #
set action { | auto-acknowledged |
user-acknowledged}

ステップ 3

使用するハードウェア変更検出ポリシー

を指定します。

UCS-A /org/server-hwchange-disc-policy #
set action auto-acknowledged

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/server-hwchange-disc-policy #
commit-buffer

ステップ 5

例

次の例では、ハードウェア変更検出ポリシーを設定し、トランザクションをコミット

します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope server-hwchange-disc-policy
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UCS-A /org/server-hwchange-disc-policy # set action
UCS-A /org/server-hwchange-disc-policy # set action auto-acknowledged
UCS-A /org/server-hwchange-disc-policy # commit-buffer

ハードウェア変更検出ポリシーの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1

組織のハードウェア変更検出ポリシー

モードを開始します。

UCS-A /org # scope
server-hwchange-disc-policy policy-name

ステップ 2

ハードウェア変更検出ポリシー設定を表

示します。

UCS-A /org/server-hwchange-disc-policy #
show detail

ステップ 3

例

次に、ポリシー設定を表示する例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope server-hwchange-disc-policy
UCS-A /org/server-hwchange-disc-policy # show detail
Server Hardware Change Discovery Policy:

Action: User Acknowledged

サーバ継承ポリシー

サーバ継承ポリシーの概要

このポリシーは、サーバ用のサービスプロファイルを作成するために、サーバディスカバリ

プロセス中に呼び出されます。このポリシーから作成されたサービスプロファイルはすべて、

製造元でブレードに設定された値を使用します。このポリシーは次の機能を実行します。

•サーバのインベントリの分析

•選択された組織へのサーバの割り当て（設定されている場合）

•製造元でサーバに設定された IDを使って、このサーバのサービスプロファイルを作成

このポリシーを使って作成したサービスプロファイルは他のサーバに移行できません。
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サーバ継承ポリシーの設定

VICアダプタが搭載されたブレードサーバまたはラックマウントサーバ（Cisco UCS M81KR
仮想インターフェイスカードなど）の場合、製造時にサーバのアイデンティティ値がサーバ

ハードウェアに書き込まれていません。その結果、アダプタのアイデンティティは、デフォル

トプールから取得する必要があります。デフォルトプールに、サーバに割り当てるのに十分

なエントリが格納されていない場合、サービスプロファイルの関連付けが設定エラーで失敗し

ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

サーバ継承ポリシーを指定されたポリ

シー名で作成し、組織サーバ継承ポリ

シーモードを開始します。

UCS-A /org # create server-inherit-policy
policy-name

ステップ 2

ポリシーの説明を記します。（任意） UCS-A /org/server-inherit-policy
# set descr description

ステップ 3

説明にスペース、特殊文字、

または句読点が含まれている

場合、説明の前後に引用符を

付ける必要があります。引用

符は、 show コマンド出力の
説明フィールドには表示され

ません。

（注）

サーバを使用する組織を指定します。（任意） UCS-A /org/server-inherit-policy
# set destination org org-name

ステップ 4

サーバの資格認定にサーバプールポリ

シー資格情報を使用するように指定しま

す。

（任意） UCS-A /org/server-inherit-policy
# set qualifier server-qual-name

ステップ 5

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/server-inherit-policy #
commit-buffer

ステップ 6

例

次の例は、InheritEngineeringという名前のサーバ継承ポリシーを作成し、ポリシーに
説明を加え、宛先組織として engineeringを、サーバプールポリシー資格情報として
ServPoolQual22を指定し、トランザクションをコミットします。
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UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create server-inherit-policy InheritEngineering
UCS-A /org/server-inherit-policy* # set descr "Server Inheritance Policy for Engineering"
UCS-A /org/server-inherit-policy* # set destination org engineering
UCS-A /org/server-inherit-policy* # set qualifier ServPoolQual22
UCS-A /org/server-inherit-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/server-inherit-policy #

サーバ継承ポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定されたサーバ継承ポリシーを削除し

ます。

UCS-A /org # delete server-inherit-policy
policy-name

ステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3

例

次の例は、InheritEngineeringという名前のサーバ継承ポリシーを削除し、トランザク
ションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # delete server-inherit-policy InheritEngineering
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

サーバプールポリシー

サーバプールポリシーの概要

このポリシーはサーバディスカバリプロセス中に呼び出されます。これは、サーバプールポ

リシー資格情報により、サーバと、ポリシーで指定されたターゲットプールが一致した場合に

どのような処理が行われるかを定義します。

サーバが複数のプールに適合したときに、これらのプールにサーバプールポリシーがあった

場合、このサーバはこれらすべてのプールに追加されます。
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サーバプールポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

サーバプールポリシーを指定された名

前で作成し、組織プールポリシーモー

ドを開始します。

UCS-A /org # create pooling-policy
policy-name

ステップ 2

サーバプールポリシーに説明を加えま

す。

（任意） UCS-A /org/pooling-policy # set
descr description

ステップ 3

説明にスペース、特殊文字、

または句読点が含まれている

場合、説明の前後に引用符を

付ける必要があります。引用

符は、 show コマンド出力の
説明フィールドには表示され

ません。

（注）

サーバプールポリシーで使用するサー

バプールを指定します。プールの完全

識別名を指定する必要があります。

UCS-A /org/pooling-policy # set pool
pool-distinguished-name

ステップ 4

サーバプールポリシーで使用するサー

バプール修飾子を指定します。

UCS-A /org/pooling-policy # set qualifier
qualifier-name

ステップ 5

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/pooling-policy #
commit-buffer

ステップ 6

例

次の例は、ServerPoolPolicy4という名前のサーバプールポリシーを作成し、トランザ
クションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create pooling-policy ServerPoolPolicy4
UCS-A /org/pooling-policy* # set pool org-root/compute-pool-pool3
UCS-A /org/pooling-policy* # set qualifier ServPoolQual8
UCS-A /org/pooling-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/pooling-policy #
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サーバプールポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-nameに /と入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサーバプールポリシーを削除

します。

UCS-A /org # delete pooling-policy
policy-name

ステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3

例

次に、ServerPoolPolicy4という名前のサーバプールポリシーを削除し、トランザク
ションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete pooling-policy ServerPoolPolicy4
UCS-A /org/pooling-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/pooling-policy #

サーバプールポリシー資格情報

サーバプールポリシー資格情報の概要

このポリシーは、ディスカバリプロセス中に実行されたサーバのインベントリに基づいて、

サーバを資格認定します。資格情報は、サーバが選択基準を満たすかどうかを判断するため

に、ポリシーで設定されたルールです。たとえば、データセンタープールのサーバの最小メモ

リ容量を指定するルールを作成できます。

資格情報は、サーバプールポリシーのみではなく、その他のポリシーでも、サーバを配置す

るために使用されます。たとえば、サーバがある資格ポリシーの基準を満たしている場合、こ

のサーバを 1つ以上のサーバプールに追加したり、自動的にサービスプロファイルと関連付
けたりできます。

サーバプールポリシー資格情報を使用すると、次の基準に従ってサーバを資格認定できます。

•アダプタのタイプ

•シャーシの場所
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•メモリのタイプと設定

•電源グループ

• CPUのコア数、タイプ、および設定

•ストレージの設定と容量

•サーバのモデル

実装によっては、サーバプールポリシー資格情報を使用して、次を含む複数のポリシーを設

定する必要があります。

•自動構成ポリシー

•シャーシディスカバリポリシー

•サーバディスカバリポリシー

•サーバ継承ポリシー

•サーバプールポリシー

サーバプールポリシー資格情報の作成

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

サーバプール資格情報を指定された名

前で作成し、組織サーバ資格情報モード

を開始します。

UCS-A /org # create server-qual
server-qual-name

ステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/server-qual # commit-bufferステップ 3

例

次の例は、ServPoolQual22という名前のサーバプール資格情報を作成し、トランザク
ションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create server-qual ServPoolQual22
UCS-A /org/server-qual* # commit-buffer
UCS-A /org/server-qual #

サーバ関連ポリシーの設定

147

サーバ関連ポリシーの設定

サーバプールポリシー資格情報の作成



次のタスク

次のサーバコンポーネントの 1つ以上の資格情報を設定します。

•アダプタ資格情報

•シャーシ資格情報

•メモリ資格情報

•電源グループ資格情報

•プロセッサ資格情報

•ストレージ資格情報

サーバプールポリシー資格情報の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定されたサーバプール資格情報を削

除します。

UCS-A /org # delete server-qual
server-qual-name

ステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/server-qual # commit-bufferステップ 3

例

次の例は、ServPoolQual22という名前のサーバプール資格情報を削除し、トランザク
ションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # delete server-qual ServPoolQual22
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

アダプタ資格情報の作成

始める前に

サーバプールポリシー資格情報を作成します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサーバプールポリシー資格情

報で組織サーバ資格情報モードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope server-qual
server-qual-name

ステップ 2

アダプタ資格情報を作成し、組織サーバ

資格情報アダプタモードを開始します。

UCS-A /org/server-qual # create adapterステップ 3

指定されたアダプタタイプのアダプタ

容量資格を作成して、組織サーバ資格ア

UCS-A /org/server-qual/adapter # create
cap-qual adapter-type

ステップ 4

ダプタ容量資格情報モードを開始しま

す。 adapter-type引数には、次の任意の
値を設定できます。

• fcoe：Fibre Channel over Ethernet

• non-virtualized-eth-if：非仮想化
イーサネットインターフェイス

• non-virtualized-fc-if：非仮想化ファ
イバチャネルインターフェイス

• path-encap-consolidated：パスカプ
セル化統合

• path-encap-virtual：パスカプセル
化仮想

• protected-eth-if：保護されたイーサ
ネットインターフェイス

• protected-fc-if：保護されたファイ
バチャネルインターフェイス

• protected-fcoe：保護された Fibre
Channel over Ethernet

• virtualized-eth-if：仮想化イーサ
ネットインターフェイス

• virtualized-fc-if：仮想化ファイバ
チャネルインターフェイス

• virtualized-scsi-if：仮想化 SCSIイ
ンターフェイス
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目的コマンドまたはアクション

選択したアダプタタイプの最大容量を

指定します。

UCS-A /org/server-qual/adapter/cap-qual #
set maximum {max-cap | unspecified}

ステップ 5

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/server-qual/adapter/cap-qual #
commit-buffer

ステップ 6

例

次の例では、非仮想化イーサネットインターフェイスのアダプタ資格情報を設定し、

トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope server-qual ServPoolQual22
UCS-A /org/server-qual # create adapter
UCS-A /org/server-qual/adapter* # create cap-qual non-virtualized-eth-if
UCS-A /org/server-qual/adapter/cap-qual* # set maximum 2500000000
UCS-A /org/server-qual/adapter/cap-qual* # commit-buffer
UCS-A /org/server-qual/adapter/cap-qual #

アダプタ資格情報の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサーバプールポリシー資格情

報で組織サーバ資格情報モードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope server-qual
server-qual-name

ステップ 2

サーバプールポリシー資格情報からア

ダプタ資格情報を削除します。

UCS-A /org/server-qual # delete adapterステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/server-qual # commit-bufferステップ 4

例

次に、ServPoolQual22という名前のサーバプールポリシー資格情報からアダプタ資格
情報を削除し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope server-qual ServPoolQual22
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UCS-A /org/server-qual # delete adapter
UCS-A /org/server-qual* # commit-buffer
UCS-A /org/server-qual #

シャーシ資格情報の設定

始める前に

サーバプールポリシー資格情報を作成します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサーバプールポリシー資格情

報で組織サーバ資格情報モードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope server-qual
server-qual-name

ステップ 2

指定されたシャーシ範囲のシャーシ資格

情報を作成し、組織サーバ資格情報

シャーシモードを開始します。

UCS-A /org/server-qual # create chassis
min-chassis-num max-chassis-num

ステップ 3

指定されたスロット範囲のシャーシス

ロット資格情報を作成し、組織サーバ資

UCS-A /org/server-qual/chassis # create
slot min-slot-num max-slot-num

ステップ 4

格情報シャーシスロットモードを開始

します。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/server-qual/chassis/slot #
commit-buffer

ステップ 5

例

次の例は、シャーシ 1および 2のスロット 1～ 4にシャーシ資格情報を設定し、トラ
ンザクションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope server-qual ServPoolQual22
UCS-A /org/server-qual* # create chassis 1 2
UCS-A /org/server-qual/chassis* # create slot 1 4
UCS-A /org/server-qual/chassis/slot* # commit-buffer
UCS-A /org/server-qual/chassis/slot #
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シャーシ資格情報の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサーバプールポリシー資格情

報で組織サーバ資格情報モードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope server-qual
server-qual-name

ステップ 2

指定されたシャーシ範囲のシャーシ資格

情報を削除します。

UCS-A /org/server-qual # delete chassis
min-chassis-num max-chassis-num

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/server-qual # commit-bufferステップ 4

例

次の例は、シャーシ 1および 2のシャーシ資格情報を削除し、トランザクションをコ
ミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope server-qual ServPoolQual22
UCS-A /org/server-qual # delete chassis 1 2
UCS-A /org/server-qual* # commit-buffer
UCS-A /org/server-qual #

CPU資格情報の作成

始める前に

サーバプールポリシー資格情報を作成します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するに

は、 org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

指定したサーバプールポリシー資格情

報で組織サーバ資格情報モードを開始

します。

UCS-A /org # scope server-qual
server-qual-name

ステップ 2

CPU資格情報を作成し、組織サーバ資
格情報プロセッサモードを開始しま

す。

UCS-A /org/server-qual # create cpuステップ 3

プロセッサのアーキテクチャタイプを

指定します。

UCS-A /org/server-qual/cpu # set arch
{any | dual-core-opteron | intel-p4-c |
opteron | pentium-4 | turion-64 | xeon |
xeon-mp}

ステップ 4

プロセッサの最大コア数を指定しま

す。

UCS-A /org/server-qual/cpu # set
maxcores {max-core-num | unspecified}

ステップ 5

プロセッサの最小コア数を指定しま

す。

UCS-A /org/server-qual/cpu # setmincores
{min-core-num | unspecified}

ステップ 6

プロセッサの最大数を指定します。UCS-A /org/server-qual/cpu # set
maxprocs {max-proc-num | unspecified}

ステップ 7

プロセッサの最小数を指定します。UCS-A /org/server-qual/cpu # set
minprocs {min-proc-num | unspecified}

ステップ 8

スレッドの最大数を指定します。UCS-A /org/server-qual/cpu # set
maxthreads {max-thread-num |
unspecified}

ステップ 9

スレッドの最小数を指定します。UCS-A /org/server-qual/cpu # set
minthreads {min-thread-num |
unspecified}

ステップ 10

プロセッサのステッピング番号を指定

します。

UCS-A /org/server-qual/cpu # set stepping
{step-num | unspecified}

ステップ 11

プロセッサモデル名が一致する必要の

ある正規表現を指定します。

UCS-A /org/server-qual/cpu # set
model-regex regex

ステップ 12

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /org/server-qual/cpu #
commit-buffer

ステップ 13

例

次の例は、CPU資格を設定し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope server-qual ServPoolQual22
UCS-A /org/server-qual # create processor
UCS-A /org/server-qual/cpu* # set arch xeon
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UCS-A /org/server-qual/cpu* # set maxcores 8
UCS-A /org/server-qual/cpu* # set mincores 4
UCS-A /org/server-qual/cpu* # set maxprocs 2
UCS-A /org/server-qual/cpu* # set minprocs 1
UCS-A /org/server-qual/cpu* # set maxthreads 16
UCS-A /org/server-qual/cpu* # set minthreads 8
UCS-A /org/server-qual/cpu* # set stepping 5
UCS-A /org/server-qual/cpu* # commit-buffer
UCS-A /org/server-qual/cpu #

CPU資格情報の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサーバプールポリシー資格情

報で組織サーバ資格情報モードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope server-qual
server-qual-name

ステップ 2

プロセッサ資格情報を削除します。UCS-A /org/server-qual # delete cpuステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/server-qual # commit-bufferステップ 4

例

次の例は、プロセッサの資格情報を削除し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope server-qual ServPoolQual22
UCS-A /org/server-qual # delete cpu
UCS-A /org/server-qual* # commit-buffer
UCS-A /org/server-qual #

電源グループ資格情報の作成

始める前に

サーバプールポリシー資格情報を作成します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサーバプールポリシー資格情

報で組織サーバ資格情報モードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope server-qual
server-qual-name

ステップ 2

指定された電源グループ名の電源グルー

プ資格情報を作成します。

UCS-A /org/server-qual # create
power-group power-group-name

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/server-qual # commit-bufferステップ 4

例

次に、powergroup1という電源グループの電源グループ資格情報を設定し、トランザク
ションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope server-qual ServPoolQual22
UCS-A /org/server-qual # create power-group powergroup1
UCS-A /org/server-qual* # commit-buffer
UCS-A /org/server-qual #

電源グループ資格情報の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサーバプールポリシー資格情

報で組織サーバ資格情報モードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope server-qual
server-qual-name

ステップ 2

指定された電源グループ資格情報を削除

します。

UCS-A /org/server-qual # delete
power-group power-group-name

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/server-qual # commit-bufferステップ 4
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例

次に、powergroup1という電源グループの電源グループ資格情報を削除し、トランザク
ションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope server-qual ServPoolQual22
UCS-A /org/server-qual # delete power-group powergroup1
UCS-A /org/server-qual* # commit-buffer
UCS-A /org/server-qual #

メモリ資格情報の作成

始める前に

サーバプールポリシー資格情報を作成します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するに

は、 org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサーバプールポリシー資格情

報で組織サーバ資格情報モードを開始

します。

UCS-A /org # scope server-qual
server-qual-name

ステップ 2

メモリ資格情報を作成し、組織サーバ

資格情報メモリモードを開始します。

UCS-A /org/server-qual # create memoryステップ 3

メモリのクロック速度を指定します。UCS-A /org/server-qual/memory # set
clock {clock-num | unspec}

ステップ 4

メモリアレイの最大容量を指定しま

す。

UCS-A /org/server-qual/memory # set
maxcap {max-cap-num | unspec}

ステップ 5

メモリアレイの最小容量を指定しま

す。

UCS-A /org/server-qual/memory # set
mincap {min-cap-num | unspec}

ステップ 6

メモリデータレートを指定します。UCS-A /org/server-qual/memory # set
speed {speed-num | unspec}

ステップ 7

メモリユニット（メモリ基板にマウン

トされているDRAMチップ）の数を指
定します。

UCS-A /org/server-qual/memory # set
units {unit-num | unspec}

ステップ 8

データバスのビット幅を指定します。UCS-A /org/server-qual/memory # set
width {width-num | unspec}

ステップ 9
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /org/server-qual/memory #
commit-buffer

ステップ 10

例

次の例は、メモリ資格情報を設定し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope server-qual ServPoolQual22
UCS-A /org/server-qual # create memory
UCS-A /org/server-qual/memory* # set clock 1067
UCS-A /org/server-qual/memory* # set maxcap 4096
UCS-A /org/server-qual/memory* # set mincap 2048
UCS-A /org/server-qual/memory* # set speed unspec
UCS-A /org/server-qual/memory* # set units 16
UCS-A /org/server-qual/memory* # set width 64
UCS-A /org/server-qual/memory* # commit-buffer
UCS-A /org/server-qual/memory #

メモリ資格情報の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサーバプールポリシー資格情

報で組織サーバ資格情報モードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope server-qual
server-qual-name

ステップ 2

メモリ資格情報を削除します。UCS-A /org/server-qual # delete memoryステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/server-qual # commit-bufferステップ 4

例

次の例は、メモリの資格情報を削除し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope server-qual ServPoolQual22
UCS-A /org/server-qual # delete memory
UCS-A /org/server-qual* # commit-buffer
UCS-A /org/server-qual #
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物理的な資格情報の作成

始める前に

サーバプールポリシー資格情報を作成します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサーバプールポリシー資格情

報で組織サーバ資格情報モードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope server-qual
server-qual-name

ステップ 2

物理的な資格情報を作成し、組織サーバ

資格情報物理モードを開始します。

UCS-A /org/server-qual # create
physical-qual

ステップ 3

モデル名が一致する必要のある正規表現

を指定します。

UCS-A /org/server-qual/physical-qual # set
model-regex regex

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/server-qual/physical-qual #
commit-buffer

ステップ 5

例

次の例は、物理的な資格情報を作成して設定し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope server-qual ServPoolQual22
UCS-A /org/server-qual # create physical-qual
UCS-A /org/server-qual/physical-qual* # set model-regex
UCS-A /org/server-qual/physical-qual* # commit-buffer
UCS-A /org/server-qual/physical-qual #

物理的な資格情報の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

指定したサーバプールポリシー資格情

報で組織サーバ資格情報モードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope server-qual
server-qual-name

ステップ 2

物理的な資格情報を削除します。UCS-A /org/server-qual # delete
physical-qual

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/server-qual # commit-bufferステップ 4

例

次の例は、物理的な資格情報を削除し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope server-qual ServPoolQual22
UCS-A /org/server-qual # delete physical-qual
UCS-A /org/server-qual* # commit-buffer
UCS-A /org/server-qual #

ストレージ資格情報の作成

始める前に

サーバプールポリシー資格情報を作成します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するに

は、 org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサーバプールポリシー資格情

報で組織サーバ資格情報モードを開始

します。

UCS-A /org # scope server-qual
server-qual-name

ステップ 2

ストレージ資格情報を作成し、組織

サーバ資格情報ストレージモードを開

始します。

UCS-A /org/server-qual # create storageステップ 3

ストレージブロックサイズを指定しま

す。

UCS-A /org/server-qual/storage # set
blocksize {block-size-num | unknown}

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

使用できるストレージがディスクレス

である必要があるかどうかを指定しま

す。

UCS-A /org/server-qual/storage # set
diskless {no | unspecified | yes }

ステップ 5

使用できるディスクのタイプを指定し

ます。次のオプションがあります。

UCS-A /org/server-qual/storage # set
disktype {hdd | ssd | unspecified}

ステップ 6

• Unspecified：どのディスクタイプ
も受け入れ可能です。

• HDD：ディスクは HDDにする必
要があります。

• SSD：ディスクは SSD（SATAま
たは SAS）にする必要がありま
す。

FlexFlashカードの数を指定します。UCS-A /org/server-qual/storage # set
flexflash-num-cards {ff_card-num |
unknown}

ステップ 7

ストレージアレイの最大容量を指定し

ます。

UCS-A /org/server-qual/storage # set
maxcap {max-cap-num | unknown}

ステップ 8

ストレージアレイの最小容量を指定し

ます。

UCS-A /org/server-qual/storage # set
mincap {min-cap-num | unknown}

ステップ 9

ブロック数を指定します。UCS-A /org/server-qual/storage # set
numberofblocks {block-num | unknown}

ステップ 10

ディスク単位の容量を指定します。UCS-A /org/server-qual/storage # set
perdiskcap {disk-cap-num | unknown}

ステップ 11

ストレージデバイス数を指定します。UCS-A /org/server-qual/storage # set units
{unit-num | unspecified}

ステップ 12

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /org/server-qual/storage #
commit-buffer

ステップ 13

例

次の例は、ストレージ資格情報を作成および設定し、トランザクションをコミットす

る方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope server-qual ServPoolQual22
UCS-A /org/server-qual # create storage
UCS-A /org/server-qual/storage* # set blocksize 512
UCS-A /org/server-qual/storage* # set disktype hdd
UCS-A /org/server-qual/storage* # set maxcap 420000
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UCS-A /org/server-qual/storage* # set mincap 140000
UCS-A /org/server-qual/storage* # set numberofblocks 287277984
UCS-A /org/server-qual/storage* # set perdiskcap 140000
UCS-A /org/server-qual/storage* # set units 1
UCS-A /org/server-qual/storage* # set flexflash-num-cards 2
UCS-A /org/server-qual/storage* # commit-buffer
UCS-A /org/server-qual/storage #

ストレージ資格情報の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサーバプールポリシー資格情

報で組織サーバ資格情報モードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope server-qual
server-qual-name

ステップ 2

ストレージ資格情報を削除します。UCS-A /org/server-qual # delete storageステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/server-qual/ # commit-bufferステップ 4

例

次の例は、ストレージの資格情報を削除し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope server-qual ServPoolQual22
UCS-A /org/server-qual # delete storage
UCS-A /org/server-qual* # commit-buffer
UCS-A /org/server-qual #

vNIC/vHBA配置ポリシーの設定

vNIC/vHBA配置ポリシー
vNIC/vHBA配置ポリシーは、次のことを決定するために使用されます。

•仮想ネットワークインターフェイス接続（vCon）をサーバ上の物理アダプタにマッピン
グする方法。

•各 vConに割り当てることのできる vNICまたは vHBAのタイプ。
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各 vNIC/vHBA配置ポリシーには、物理アダプタの仮想表現である 4つの vConが含まれてい
ます。vNIC/vHBA配置ポリシーがサービスプロファイルに割り当てられ、サービスプロファ
イルがサーバに関連付けられると、vNIC/vHBA配置ポリシーの vConが物理アダプタに割り当
てられ、vNICと vHBAがそれらの vConに割り当てられます。

1つのアダプタを持つブレードサーバやラックサーバの場合は、Cisco UCSがすべての vCon
をそのアダプタに割り当てます。4つのアダプタを含むサーバでは、Cisco UCSが vCon1をア
ダプタ 1に、vCon2をアダプタ 2に、vCon3をアダプタ 3に、vCon4をアダプタ 4に割り当て
ます。

2つまたは 3つのアダプタを搭載したブレードサーバまたはラックサーバの場合、Cisco UCS
は、サーバのタイプと選択された仮想スロットマッピングスキーム（ラウンドロビンまたは

線形順序）に基づいて vConを割り当てます。使用可能なマッピングスキームの詳細について
は、vConのアダプタへの配置（163ページ）を参照してください。

Cisco UCSは、vConの割り当て後、vNICと vHBAを各 vConの [Selection Preference]に基づい
て割り当てます。次のいずれかになります。

vHBAの PCI順序を指定できますが、任意の順序は、vNICまたは vHBAなど、相互間ではな
く、デバイスのクラス内で機能します。アダプタ内で、vNICは vHBAよりも常に前に配置さ
れます。

（注）

• [All]all：設定されている vNICおよび vHBAすべてを vConに割り当て可能です。明示的
に割り当てられているか、割り当て解除されているか、ダイナミック割り当てかは問いま

せん。これはデフォルトです。

• [Assigned Only]assigned-only：vNICおよび vHBAは vConに明示的に割り当てる必要があ
ります。サービスプロファイルや vNICまたは vHBAのプロパティにより、明示的に割り
当てることができます。

• [Exclude Dynamic]exclude-dynamic：ダイナミック vNICおよび vHBAを vConに割り当て
ることはできません。vConは静的な vNICと vHBAに使用可能で、割り当て解除または明
示的な割り当てを行います。

• [Exclude Unassigned]exclude-unassigned：設定解除されている vNICおよび vHBAを vCon
に割り当てることはできません。vConは動的な vNICや vHBAの他、明示的に割り当てら
れた静的な vNICや vHBAに使用できます。

• [Exclude usNIC]exclude-usnic：Cisco usNICを vConに割り当てることはできません。vCon
は、明示的に割り当てられている、割り当てられていない、または動的であっても、その

他すべての設定された vNICと vHBAに使用できます。

[exclude-usnic]exclude-usnicに設定されている vConに明示的に割
り当てられている SRIOV usNICは、引き続きその vConに割り当
てられたままになります。

（注）
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vNIC/vHBA配置ポリシーをサービスプロファイルに含めない場合、Cisco UCS Managerはデ
フォルトで、vConマッピングスキームを [Round Robin]、vNIC/vHBA選択プリファレンスを
[All]に設定し、各アダプタの機能と相対的な処理能力に基づいて vNICと vHBAをアダプタ間
に配分します。

vConのアダプタへの配置
Cisco UCSは、サービスプロファイルの各 vConをサーバ上の物理アダプタにマッピングしま
す。マッピングの実行方法、およびサーバ内の特定のアダプタへの vConの割り当て方法は、
次の条件によって決まります。

•サーバのタイプ。2つのアダプタカードを搭載した N20-B6620-2および N20-B6625-2ブ
レードサーバは、他のサポートされるラックサーバまたはブレードサーバとは異なるマッ

ピングスキームを使用します。

•サーバ内のアダプタの数。

• vNIC/vHBA配置ポリシー内の仮想スロットマッピングスキームの設定（該当する場合）。

vNICおよび vHBAを vConに割り当てるための vNIC/vHBA選択環境設定を設定する場合は、
この配置を検討する必要があります。

vConのアダプタへの配置は、アダプタの PCIEスロット番号とは関係ありません。vConの配
置のために使用されるアダプタ番号は、アダプタの PCIEスロット番号ではなく、サーバ検出
中にそれらに割り当てられる IDです。

（注）

N20-B6620-2および N20-B6625-2ブレードサーバでの vConのアダプタへの配置

N20-B6620-2および N20-B6625-2ブレードサーバの場合は、2つのアダプタを左から右に、
vConを右から左に数えます。これらのブレードサーバのうちの 1台に単一のアダプタが備え
られている場合、Cisco UCSは、そのアダプタにすべての vConを割り当てます。サーバに 2
個のアダプタがある場合、vCons割り当ては仮想スロットのマッピング方式によって異なりま
す。

• [Round Robin]round-robin：Cisco UCSは vCon2と vCon4をアダプタ 1に、vCon1と vCon3
をアダプタ 2に割り当てます。これはデフォルトです。

• [Linear Ordered]linear-ordered：Cisco UCSは vCon3と vCon4をアダプタ 1に、vCon1と
vCon2をアダプタ 2に割り当てます。

vConのアダプタへの配置（他のすべてのサポート対象サーバの場合）

N20-B6620-2および N20-B6625-2ブレードサーバに加え、Cisco UCSによりサポートされるそ
の他すべてのサーバでは、vConの割り当ては、サーバに搭載されるアダプタ数と仮想スロッ
トマッピングスキームに応じて異なります。
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1つのアダプタを持つブレードサーバやラックサーバの場合は、Cisco UCSがすべての vCon
をそのアダプタに割り当てます。4つのアダプタを含むサーバでは、Cisco UCSが vCon1をア
ダプタ 1に、vCon2をアダプタ 2に、vCon3をアダプタ 3に、vCon4をアダプタ 4に割り当て
ます。

2つまたは 3つのアダプタを搭載したブレードサーバまたはラックサーバの場合、Cisco UCS
は、選択した仮想スロットマッピングスキーム（ラウンドロビンまたは線形順序）に基づい

て vConsを割り当てます。

表 1 :ラウンドロビンマッピングスキームを使用した vConのアダプタへの配置

vCon4の割り当てvCon3の割り当てvCon2の割り当てvCon1の割り当てアダプタの数

アダプタ1アダプタ1アダプタ1アダプタ11

アダプタ2アダプタ1アダプタ2アダプタ12

アダプタ2アダプタ3アダプタ2アダプタ13

アダプタ4アダプタ3アダプタ2アダプタ14

ラウンドロビンはデフォルトのマッピングスキームです。

表 2 :線形順序マッピングスキームを使用した vConのアダプタへの配置

vCon4の割り当てvCon3の割り当てvCon2の割り当てvCon1の割り当てアダプタの数

アダプタ1アダプタ1アダプタ1アダプタ11

アダプタ2アダプタ2アダプタ1アダプタ12

アダプタ3アダプタ3アダプタ2アダプタ13

アダプタ4アダプタ3アダプタ2アダプタ14

Cisco UCS B440 M2ブレードサーバ内の 2つのアダプタで vConポリシーを使用している場合
は、次のマッピングに注意してください。

•最初に vCon 2からアダプタ 1へのマッピング

• 2番目に vCon 1からアダプタ 2へのマッピング

（注）

vConへの vNIC/vHBAの割り当て
Cisco UCS Managerには、vNIC/vHBA配置ポリシーによって vConに vNICおよび vHBAを割
り当てる 2種類のオプション（明示的割り当てと暗黙的割り当て）があります。
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vNICおよび vHBAの明示的割り当て

明示的割り当てでは、vConを指定してから、vNICまたは vHBAを割り当てるアダプタを指定
します。この割り当てオプションは、サーバ上のアダプタに vNICおよび vHBAを配布する方
法を決める必要がある場合に使用します。

明示的割り当ての場合、vConおよび関連付ける vNICと vHBAを設定するには、次の手順を実
行します。

• vCon設定を任意の使用可能なオプションに設定します。vConは、vNIC/vHBA配置ポリ
シーを使用して設定するか、サーバに関連付けられているサービスプロファイルで設定で

きます。vConで [All]が設定されている場合でも、vNICまたは vHBAをその vConに明示
的に割り当てることができます。

• vNICおよび vHBAを vConに割り当てます。この割り当ては、vNICまたは vHBAの仮想
ホストインターフェイス配置プロパティを使用して行うか、サーバに関連付けられている

サービスプロファイルで設定できます。

vNICや vHBAをそれらのタイプ用に設定されていない vConに割り当てようとすると、Cisco
UCS Managerによって、設定エラーを示すメッセージ表示されます。

サービスプロファイルの関連付け中、Cisco UCS Managerは、ポリシーの設定に従って vNIC
および vHBAを割り当てる前に、設定された vNICおよび vHBAの配置をサーバ内の物理アダ
プタの数および機能と比較して検証します。負荷分散は、このポリシーで設定された vConお
よびアダプタへの明示的な割り当てに基づいて実行されます。

1つ以上の vNICまたは vHBAの割り当てがアダプタでサポートされない場合、Cisco UCS
Managerはサービスプロファイルに対してエラーを発生させます。

vHBAの PCI順序を指定できますが、任意の順序は、vNICまたは vHBAなど、相互間ではな
く、デバイスのクラス内で機能します。アダプタ内で、vNICは vHBAよりも常に前に配置さ
れます。

（注）

vNICおよび vHBAの暗黙的割り当て

暗黙的割り当てでは、CiscoUCSManagerは vConを決定した後で、アダプタの機能とそれらの
相対的な処理能力に基づいて vNICまたは vHBAを割り当てるアダプタを決定します。この割
り当てオプションは、vNICまたは vHBAを割り当てるアダプタがシステム設定において重要
ではない場合に使用します。

暗黙的割り当ての場合に vConを設定するには、次の手順を実行します。

• vCon設定を [All]、[Exclude Dynamic]、または [Exclude Unassigned]に設定します。vCon
は、vNIC/vHBA配置ポリシーを使用して設定するか、サーバに関連付けられているサー
ビスプロファイルで設定できます。

• vCon設定を [Assigned Only]にしないでください。この設定を使用して暗黙的割り当てを
実行することはできません。
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• vNICまたは vHBAを vConに割り当てないでください。

サービスプロファイルの関連付け中、Cisco UCS Managerは、サーバ内の物理アダプタの数お
よび機能を検証し、それに従って vNICおよび vHBAを割り当てます。負荷分散はアダプタの
機能に基づいて実行され、vNICおよび vHBAの配置は、システムで決定された実際の順序に
従って実行されます。たとえば、あるアダプタが他のアダプタよりも多くの vNICを処理でき
る場合、そのアダプタにはより多くの vNICが割り当てられます。

サーバに設定されている数の vNICおよび vHBAをアダプタでサポートできない場合、Cisco
UCS Managerは、サービスプロファイルに対する障害を生成します。

デュアルアダプタ環境での vNICの暗黙的割り当て

各スロットにアダプタカードを搭載したデュアルスロットサーバで暗黙的な vNIC割り当て
を使用する場合、Cisco UCS Managerは通常、次のように vNIC/vHBAを割り当てます。

•サーバの両方のスロットに同じアダプタがある場合、Cisco UCS Managerは、各アダプタ
に vNICと vHBAを半分ずつ割り当てます。

•サーバに 1つの非 VICアダプタと 1つの VICアダプタがある場合、Cisco UCS Manager
は、2つの vNICと 2つの vHBAを非 VICアダプタに割り当て、残りの vNICと vHBAを
VICアダプタに割り当てます。

•サーバに 2つの異なる VICアダプタがある場合、Cisco UCS Managerは、2つのアダプタ
の相対的な処理能力に基づいて、vNICと vHBAを比例的に割り当てます。

次の例は、サポートされるアダプタカードのさまざまな組み合わせに対して、CiscoUCSManager
が vNICと vHBAを割り当てる一般的な方法を示しています。

• 4つの vNICを設定するときに、サーバに 2つの Cisco UCSM51KR-B Broadcom BCM57711
アダプタ（それぞれ 2つの vNIC）が搭載されている場合、Cisco UCS Managerは 2つの
vNICを各アダプタに割り当てます。

• 50の vNICを設定するときに、サーバに 1つの Cisco UCS CNA M72KR-Eアダプタ（2つ
の vNIC）および 1つの Cisco UCSM81KR仮想インターフェイスカードアダプタ（128の
vNIC）が搭載されている場合、Cisco UCS Managerは 2つの vNICを Cisco UCS CNA
M72KR-Eアダプタに割り当て、48の vNICを Cisco UCS M81KR仮想インターフェイス
カードアダプタに割り当てます。

• 150の vNICを設定するときに、サーバに 1つの Cisco UCS M81KR仮想インターフェイス
カードアダプタ（128の vNIC）および 1つの Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイス
カードアダプタ（256の vNIC）が搭載されている場合、Cisco UCS Managerは 50の vNIC
を Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードアダプタに割り当てて、100の vNIC
を Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイスカードアダプタに割り当てます。

vNICをファブリックフェールオーバー用に設定し、ダイナミック vNICをサーバ用に設定し
た場合に、この暗黙的な割り当てに対する例外が発生します。

（注）
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1つのアダプタが vNICフェールオーバーをサポートしない環境で vNICファブリックフェー
ルオーバーを含む設定を行った場合、Cisco UCS Managerは、ファブリックフェールオーバー
が有効になっているすべての vNICを、それらをサポートしているアダプタに暗黙的に割り当
てます。ファブリックフェールオーバー用に設定された vNICのみが設定に含まれている場
合、それらをサポートしてないアダプタには vNICが暗黙的に割り当てられません。一部の
vNICがファブリックフェールオーバー用に設定され、一部の vNICがそうでない場合、Cisco
UCS Managerは、上記の比率に従って、すべてのフェールオーバー vNICをそれらをサポート
しているアダプタに割り当て、少なくとも 1つの非フェールオーバー vNICをそれらをサポー
トしていないアダプタに割り当てます。

ダイナミック vNICが含まれる設定では、同様の暗黙的な割り当てが発生します。Cisco UCS
Managerは、すべてのダイナミックvNICを、それらをサポートするアダプタに割り当てます。
ただし、ダイナミック vNICとスタティック vNICの組み合わせでは、少なくとも 1つのスタ
ティック vNICがダイナミック vNICをサポートしていないアダプタに割り当てられます。

vNIC/vHBA配置ポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-nameに /と入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定された vNIC/vHBA配置プロファイ
ルを作成し、組織vConポリシーモード
を開始します。

UCS-A /org # create vcon-policy
policy-name

ステップ 2

vNIC/vHBA配置プロファイルの説明を
提供します。

（任意） UCS-A /org/vcon-policy # set
descr description

ステップ 3

256文字以下で入力します。任意の文字
またはスペースを使用できます。ただ

し、`（アクセント記号）、\（バックス
ラッシュ）、^（キャラット）、"（二重
引用符）、=（等号）、>（大なり）、<
（小なり）、または '（一重引用符）は
使用できません。

説明にスペース、特殊文字、

または句読点が含まれている

場合、説明の前後に引用符を

付ける必要があります。引用

符は、showコマンド出力の説
明フィールドには表示されま

せん。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

1つのアダプタを持つブレードサーバや
ラックサーバの場合は、CiscoUCSがす

（任意） UCS-A /org/vcon-policy # set
mapping-scheme {round-robin |
linear-ordered}

ステップ 4

べての vConをそのアダプタに割り当て
ます。4つのアダプタを含むサーバで
は、Cisco UCSが vCon1をアダプタ 1
に、vCon2をアダプタ 2に、vCon3をア
ダプタ 3に、vCon4をアダプタ 4に割り
当てます。

2つまたは 3つのアダプタを持つブレー
ドサーバやラックサーバの場合は、

Cisco UCSは選択された仮想スロット
マッピングスキームに基づいて、vCon
を割り当てます。次のいずれかになりま

す。

• [RoundRobin]round-robin：2つのア
ダプタカードを持つサーバの場合、

CiscoUCSは vCon1と vCon3をアダ
プタ 1に、vCon2と vCon4をアダ
プタ 2に割り当てます。

サーバに 3つのアダプタカードが
ある場合、CiscoUCSは vCon1をア
ダプタ 1に、vCon2と vCon4をア
ダプタ 2に、vCon3をアダプタ 3に
割り当てます。

これがデフォルトのスキームです。

• [Linear Ordered]linear-ordered：2つ
のアダプタカードを持つサーバの

場合、Cisco UCSは vCon1と vCon2
をアダプタ 1に、vCon3と vCon4
をアダプタ 2に割り当てます。

サーバに 3つのアダプタカードが
ある場合、CiscoUCSは vCon1をア
ダプタ 1に、vCon2をアダプタ 2
に、vCon3と vCon4をアダプタ 3
に割り当てます。

N20-B6620-2およびN20-B6625-2ブレー
ドサーバの場合は、2つのアダプタを左
から右に、vConを右から左に数えます。
これらのブレードサーバのうちの 1台
に単一のアダプタが備えられている場
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目的コマンドまたはアクション

合、CiscoUCSは、そのアダプタにすべ
ての vConを割り当てます。サーバに 2
個のアダプタがある場合、vCons割り当
ては仮想スロットのマッピング方式に

よって異なります。

• [Round Robin]round-robin：Cisco
UCSは vCon2と vCon4をアダプタ
1に、vCon1と vCon3をアダプタ 2
に割り当てます。これはデフォルト

です。

• [LinearOrdered]linear-ordered：Cisco
UCSは vCon3と vCon4をアダプタ
1に、vCon1と vCon2をアダプタ 2
に割り当てます。

指定された vConに選択プリファレンス
を指定します。次のオプションがありま

す。

UCS-A /org/vcon-policy # set vcon {1 | 2 |
3 | 4} selection {all | assigned-only |
exclude-dynamic | exclude-unassigned}

ステップ 5

• [All]all：設定されている vNICおよ
び vHBAすべてを vConに割り当て
可能です。明示的に割り当てられて

いるか、割り当て解除されている

か、ダイナミック割り当てかは問い

ません。これはデフォルトです。

• [Assigned Only]assigned-only：vNIC
および vHBAは vConに明示的に割
り当てる必要があります。サービス

プロファイルや vNICまたは vHBA
のプロパティにより、明示的に割り

当てることができます。

• [ExcludeDynamic]exclude-dynamic：
ダイナミック vNICおよび vHBAを
vConに割り当てることはできませ
ん。vConは静的な vNICと vHBA
に使用可能で、割り当て解除または

明示的な割り当てを行います。

• [Exclude
Unassigned]exclude-unassigned：設
定解除されている vNICおよび
vHBAを vConに割り当てることは
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目的コマンドまたはアクション

できません。vConは動的な vNIC
や vHBAの他、明示的に割り当て
られた静的な vNICや vHBAに使用
できます。

• [Exclude usNIC]exclude-usnic：Cisco
usNICを vConに割り当てることは
できません。vConは、明示的に割
り当てられている、割り当てられて

いない、または動的であっても、そ

の他すべての設定された vNICと
vHBAに使用できます。

[exclude-usnic]exclude-usnic
に設定されている vConに
明示的に割り当てられてい

る SRIOV usNICは、引き
続きその vConに割り当て
られたままになります。

（注）

トランザクションをコミットします。UCS-A /org/vcon-policy # commit-bufferステップ 6

例

次の例では、Adapter1Allという名前の vNIC/vHBA配置ポリシーを作成し、vConsマッ
ピング方式を [Linear Ordered]に設定し、割り当てられた vNICおよび vHBAのみがア
ダプタ 1に配置できるよう指定し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create vcon-policy Adapter1
UCS-A /org/vcon-policy* # set descr "This profile places all vNICs and vHBAs on adapter
1."
UCS-A /org/vcon-policy* # set mapping-scheme linear-ordered
UCS-A /org/vcon-policy* # set vcon 1 selection assigned-only
UCS-A /org/vcon-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/vcon-policy* #
UCS-A /org #
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vNIC/vHBA配置ポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定した vNIC/vHBA配置プロファイル
を削除します。

UCS-A /org # delete vcon-policy
policy-name

ステップ 2

トランザクションをコミットします。UCS-A /org # commit-bufferステップ 3

例

次に、Adapter1Allという名前の vNIC/vHBA配置プロファイルを削除し、トランザク
ションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete vcon-policy Adapter1All
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

vConへの vNICの明示的割り当て

始める前に

vNIC/vHBA配置ポリシーまたはサービスプロファイルで次のいずれかの値を使用して、vCon
を設定します。

• Assigned Only

• Exclude Dynamic

• Exclude Unassigned

vConで [All]が設定されている場合、vNICまたは vHBAをその vConに明示的に割り当てるこ
とができます。しかし、この設定ではほとんど制御ができません。

手順

目的コマンドまたはアクション

vConに明示的に割り当てる vNICがあ
るサービスプロファイルを含む組織で

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

組織モードを開始します。ルート組織
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目的コマンドまたはアクション

モードを開始するには、 org-name に /
を入力します。

指定したサービスで組織サービスプロ

ファイルモードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2

指定した vnicで組織サービスプロファ
イルモードを開始します。

UCS-A /org/service-profile # scope vnic
vnic-name

ステップ 3

指定したvNICのvCon（仮想ネットワー
クインターフェイス接続）の配置を設

定します。

UCS-A /org/service-profile/vnic # set vcon
{1 | 2 | 3 | 4 | any}

ステップ 4

いずれかの値を入力すると、Cisco UCS
Managerは vNICの割り当て先の vCon
を判別できます。

vNICの目的の PCI順序を指定します。UCS-A /org/service-profile/vnic # set order
{order-num | unspecified}

ステップ 5

有効な値は0～128および未指定です。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile/vnic #
commit-buffer

ステップ 6

例

次に、vnic3という vNICの vCon配置を 2に設定し、目的の順序を 10に設定し、トラ
ンザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope service-profile accounting
UCS-A /org/service-profile # scope vnic vnic3
UCS-A /org/service-profile/vnic # set vcon 2
UCS-A /org/service-profile/vnic* # set order 10
UCS-A /org/service-profile/vnic* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile/vnic #

vConへの vHBAの明示的割り当て

始める前に

vNIC/vHBA配置ポリシーまたはサービスプロファイルで次のいずれかの値を使用して、vCon
を設定します。

• Assigned Only

• Exclude Dynamic

• Exclude Unassigned
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vConで [All]が設定されている場合、vNICまたは vHBAをその vConに明示的に割り当てるこ
とができます。しかし、この設定ではほとんど制御ができません。

手順

目的コマンドまたはアクション

vConに明示的に割り当てる vHBAがあ
るサービスプロファイルを含む組織で

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

組織モードを開始します。ルート組織

モードを開始するには、 org-name に /
を入力します。

指定したサービスで組織サービスプロ

ファイルモードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2

指定したvHBAで組織サービスプロファ
イルモードを開始します。

UCS-A /org/service-profile # scope vhba
vhba-name

ステップ 3

指定した vHBAの vCon（仮想ネット
ワークインターフェイス接続）の配置

を設定します。

UCS-A /org/service-profile/vhba # set vcon
{1 | 2 | 3 | 4 | any}

ステップ 4

いずれかの値を入力すると、Cisco UCS
Managerは vHBAの割り当て先の vCon
を判別できます。

vHBAの目的のPCI順序を指定します。UCS-A /org/service-profile/vhba # set order
{order-num | unspecified}

ステップ 5

有効な順序番号値は0～128および未指
定です。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile/vhba #
commit-buffer

ステップ 6

例

次に、vhba3という vHBAの vCon配置を 2に設定し、目的の順序を 10に設定し、ト
ランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope service-profile accounting
UCS-A /org/service-profile # scope vhba vhba3
UCS-A /org/service-profile/vhba # set vcon 2
UCS-A /org/service-profile/vhba* # set order 10
UCS-A /org/service-profile/vhba* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile/vhba #
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ダイナミック vNICの前にスタティック vNICを配置
最適なパフォーマンスを得るために、スタティック vNICとスタティック vHBAは、PCIeバス
上のダイナミック vNICの前に配置する必要があります。スタティック vNICは、スタティッ
ク vNICおよび vHBAの両方を参照します。Cisco UCSManagerリリース 2.1は、スタティック
およびダイナミック vNICの順序に関する次の機能を備えています。

• Cisco UCS Managerリリース 2.1にアップグレードした後、既存のサービスプロファイル
（CiscoUCSManagerリリース 2.1以前のリリースで定義されたプロファイル）に変更がな
い場合は、vNICの順序は変更されません。

• Cisco UCS Managerリリース 2.1へのアップグレード後、vNIC関連の変更によって vNIC
マップの順序が変更される場合があります。その場合、結果としてすべてのダイナミック

vNICがスタティック vNICの後に配置されます。

• Cisco UCS Managerリリース 2.1で新しく作成されたサービスプロファイルでは、スタ
ティック vNICが常にダイナミック vNICの前に順序付けられます。

•上記の動作は、スタティック vNICまたはダイナミック vNICの作成または削除の順番に
依存しません。

• SRIOV対応のサービスプロファイルの場合は、UCSMによって対応する仮想関数（VF）
の前に vNIC物理関数（PF）が挿入されます。この方式では、VFが PCIeバスおよび BDF
上の親 PF vNICの近くに配置され、VFの継続的な増分順序になることが保証されます。

例

Cisco UCS Managerリリース 2.0での当初のデバイス順序
dyn-vNIC-1 1
dyn-vNIC-2 2

Cisco UCS Managerリリース 2.0での新たなデバイス順序（2つのスタティック vNIC
を追加）

dyn-vNIC-1 1
dyn-vNIC-2 2
eth-vNIC-1 3
eth-vNIC-2 4

Cisco UCS Managerリリース 2.1へのアップグレード後（vNIC関連の変更がサービス
プロファイルで行われる前）

dyn-vNIC-1 1
dyn-vNIC-2 2
eth-vNIC-1 3
eth-vNIC-2 4

Cisco UCS Managerリリース 2.1での新たなデバイス順序（ポリシー数を 2から 4に変
更することによって 2つのダイナミック vNICを追加）
dyn-vNIC-1 3
dyn-vNIC-2 4
eth-vNIC-1 1
eth-vNIC-2 2
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dyn-vNIC-3 5
dyn-vNIC-4 6

多機能 PCIeデバイスとしてのダイナミック vNIC

Cisco UCS Managerバージョン 2.1は、0機能デバイス（すべてのスタティック vNICに対応す
る新しい BUS）としてスタティック vNICをプロビジョニングします。多機能ダイナミック
vNICは、新しいバススロットから最後のスタティック vNIC/vHBAの後に配置されます。

Cisco UCS Managerバージョン 2.1は、新しい StaticZeroモードをサポートしています。（注）

表 3 :バージョンの互換性

Cisco UCS Manager

バージョン 2.1

方式：
ZeroFunction/MultiFunction/StaticZero

バージョン 2.0

方式：
ZeroFunction/MultiFunction

バージョン 1.4

方式：ZeroFunction

スタティック vNICまたは PF
は、バス [0-57]、関数 [0]上に
あります。SRIOV：対応する
VFが同一バスおよび関数
[1-255]上にあります。
No-SRIOV：ダイナミック
vNICは、バス [0-57]、関数
[0-7]上にあります。

< StaticZeroモード>

スタティックvNICおよびダイ
ナミック vNICは、バス
[0-57]、関数 [0-7]上にありま
すバス 0、関数 0

バス 0、関数 7

バス 1、関数 0

< MultiFunctionモード >

スタティックおよびダイナ

ミック vNICはすべて、バス
[0-57]、関数 [0]上にありま
す。

< ZeroFunctionモード >

Balboaからのアップグレード
では、バスが <= 57になるま
でBDFの番号の付け直しは行
われません（ZeroFunctionモー
ドのまま）。デバイスが 58台
またはプラットフォーム固有

の最大 PCIeバス数を超える
か、SRIOV設定に変更される
と、StaticZeroモードに切り替
わります。

Balboaからのアップグレード
では、バスが <= 57になるま
でBDFの番号の付け直しは行
われません（ZeroFunctionモー
ドのまま）。

デバイスが58台を超えると、
MultiFunctionモードに切り替
わります。
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Cisco UCS Manager

バージョン 2.1

方式：
ZeroFunction/MultiFunction/StaticZero

バージョン 2.0

方式：
ZeroFunction/MultiFunction

バージョン 1.4

方式：ZeroFunction

Cisco UCSManagerバージョン
2.0からのアップグレードで
は、BDFの番号の付け直しは
行われません

（ZeroFunction/MultiFunction
モードのまま）。デバイスが

58台またはプラットフォーム
固有の最大PCIeバス数を超え
るか、SRIOV設定に変更され
ると、StaticZeroモードに切り
替わります。

vNIC/vHBAのホストポート配置
vNIC/vHBAを vConに割り当てた後、特定のアダプタのホストポートのいずれかに配置でき
ます。配置先のホストポートは明示的に指定するか、またはCisco UCSManagerにより自動的
にホストポートに vNICs/vHBAを割り当てることができます。

Cisco UCS VIC 1340および VIC 1380アダプタをサポートするサーバへの vNIC/vHBAホスト
ポート配置を実行できます。

（注）

vNIC/vHBAのホストポート配置により、アダプタのvNIC/vHBAの順序が決まります。最初の
ホストポートに配置されたvNIC/vHBAは最初に列挙され、2番目のホストポートのvNIC/vHBA
がそれに続きます。

ホストポート配置の設定

Cisco UCS VIC 1340および VIC 1380アダプタをサポートするサーバへの vNICのホストポー
ト配置を実行できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、/
を org-nameとして入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

サービスプロファイルのサービスプロ

ファイル組織モードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2

指定したvNICで組織サービスプロファ
イルモードを開始します。

UCS-A /org/service-profile # scope vnic
vnic-name

ステップ 3

指定したvNICのホストポートを設定し
ます。

UCS-A /org/service-profile/vnic # set
host-port {1 | 2 | any}

ステップ 4

[any]を入力すると、Cisco UCS Manager
はvNICの割り当て先のホストポートを
判別できます。

ホストポート配置をサポートしないア

ダプタ上でvNICのホストポートを設定
すると、Actual Host Portパラメータは
Noneを表示します。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile/vnic* #
commit-buffer

ステップ 5

指定した vNICに関する詳細を表示しま
す。

UCS-A /org/service-profile/vnic # show
detail

ステップ 6

例

次の例は、vnic3という名前の vNICをホストポート 2に配置し、トランザクションを
コミットし、ホストポートの情報を表示します。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope service-profile SP-2
UCS-A /org/service-profile # scope vnic vnic3
UCS-A /org/service-profile/vnic # set host-port 2
UCS-A /org/service-profile/vnic* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile/vnic # show detail
vNIC:

Name: vnic3
Fabric ID: A
Dynamic MAC Addr: 00:25:B5:13:13:11
Desired Order: 2
Actual Order: 3
Desired VCon Placement: 1
Actual VCon Placement: 1
Desired Host Port: 2
Actual Host Port: 2

...

UCS-A /org/service-profile/vnic #
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CIMCマウント vMedia

Scriptable vMediaの使用

Cisco UCS Managerリモート UCSサーバの vMediaデバイス ISOイメージをプロビジョニング
できます。Scriptable vMediaを使用して、リモートサーバに IMGまたは ISOイメージをマウ
ントするようにプログラミングできます。CIMCマウント vMediaを使用すると、メディア接
続を追加することなく、データセンター内の他のマウントメディア間で通信できるようになり

ます。Scriptable vMediaを使用すると、ブラウザを使用せずに仮想メディアデバイスを制御し
て、手動で各 UCSサーバを個別にマッピングできます。

Scriptable vMediaは、NFS、CIFS、HTTP、およびHTTPSの共有など、複数の共有タイプをサ
ポートします。Scriptable vMediaは BIOS設定によって有効になり、Web GUIおよび CLIイン
ターフェイスを介して設定されます。

Cisco UCS Manager Scriptable vMediaは次の機能をサポートしています。

•特定の vMediaデバイスからのブート

•マウントされた共有からローカルディスクへのファイルのコピー

• OSドライバのインストールおよび更新

Cisco UCS Manager Scriptable vMediaのサポートは、CIMCマップドデバイスにのみ適用しま
す。既存の KVMベースの vMediaデバイスはサポートされません。

（注）

次の条件に合致する場合、vMediaのマウントは失敗します。

1. vMediaポリシー内のリモート vMediaイメージファイル名が [Service-Profile-Name]に設定
されている。

2. サービスプロファイルの名前が変更されている。

これは、サービスプロファイルの名前を変更しても、vMediaポリシー内のリモート vMediaイ
メージファイル名は変更されないためです。イメージファイル名は引き続き、リモートデバ

イス上の古いイメージをポイントするため、検出できません。

Cisco UCS B200M2ブレードサーバおよび Cisco UCS B230 M2ブレードサーバでは、vMedia
ポリシーがこれらのブレードサーバでサポートされていないため使用することはできません。

（注）
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CIMC vMediaポリシーの作成

始める前に

次にアクセスできることを確認します。

•リモート vMediaサーバ

• vMediaデバイス

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するに

は、 org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定されたポリシー名で vMediaポリ
シーを作成します。この名前には、1

UCS-A /org # create vmedia-policy
policy-name

ステップ 2

～ 16文字の英数字を使用できます。-
（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は
使用できますが、それ以外の特殊文字

とスペースは使用できません。また、

オブジェクトが保存された後にこの名

前を変更することはできません。

指定されたマッピング名でvMediaポリ
シーのサブディレクトリを作成しま

す。

UCS-A /org/vmedia-policy* # create
vmedia-mapping mapping-name

ステップ 3

vMediaポリシーの説明を記入します。（任意） UCS-A
/org/vmedia-policy/vmedia-mapping # set
descr description

ステップ 4

説明にスペース、特殊文字、

または句読点が含まれている

場合、説明の前後に引用符を

付ける必要があります。引用

符は、 show コマンド出力の
説明フィールドには表示され

ません。

（注）

マウントするリモートvMediaイメージ
タイプを指定します。次のオプション

があります。

UCS-A
/org/vmedia-policy/vmedia-mapping* # set
device type device-type

ステップ 5

• [CDD]：Scriptable vMedia CD。
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目的コマンドまたはアクション

• [HDD]：Scriptable vMedia HDD。

リモート vMediaのイメージファイル
名のタイプを指定します。バックアッ

UCS-A
/org/vmedia-policy/vmedia-mapping* # set
image-file image-file-name

ステップ 6

プコンフィギュレーションファイルの

フルパスを入力します。このフィール

ドにはファイル名（ファイル拡張子付

き）のみを含めることができます。

ファイルへのフルパスは、共

有名に続き「/」で始まること
を確認します。

（注）

リモート vMediaのイメージパスを指
定します。リモートのvMediaコンフィ

UCS-A
/org/vmedia-policy/vmedia-mapping* # set
image-path image-path

ステップ 7

ギュレーションファイルのフルパスを

入力します。

リモート vMediaのマウントプロトコ
ルを指定します。次のオプションがあ

ります。

UCS-A
/org/vmedia-policy/vmedia-mapping* # set
mount-protocol mount-protocol

ステップ 8

• CIFS

• NFS

• HTTP

• HTTPS

リモート vMediaのイメージパスワー
ドを指定します。

UCS-A
/org/vmedia-policy/vmedia-mapping* # set
password

ステップ 9

リモート vMediaのイメージ IPアドレ
スを指定します。

UCS-A
/org/vmedia-policy/vmedia-mapping* # set
remote-ip remote-ip

ステップ 10

vMediaデバイスをマウントするための
ユーザ IDを指定します。Cisco UCS

UCS-A
/org/vmedia-policy/vmedia-mapping* # set
user-id user-id

ステップ 11

Managerでのリモートサーバへのログ
インに使用するユーザ名を入力しま

す。

プロトコルがNFSの場合、このフィー
ルドは適用されません。プロトコルが

HTTPの場合、このフィールドの選択
は任意です。
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A
/org/vmedia-policy/vmedia-mapping* #
commit-buffer

ステップ 12

例

次に、vMediaPolicy2という名前の vMediaポリシーを作成し、リモート vMediaのデバ
イスタイプ、マウントプロトコル、イメージの場所を選択し、トランザクションをコ

ミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create vmedia-policy vmediapolicy2
UCS-A /org/vmedia-policy* # create vmedia-mapping map1
UCS-A /org/vmedia-policy/vmedia-mapping* # set descr vmedia-map
UCS-A /org/vmedia-policy/vmedia-mapping* # set device-type cdd
UCS-A /org/vmedia-policy/vmedia-mapping* # set image-file-name win2011.iso
UCS-A /org/vmedia-policy/vmedia-mapping* # set image-path cifs
UCS-A /org/vmedia-policy/vmedia-mapping* # set image-variable-name service-profile-name
UCS-A /org/vmedia-policy/vmedia-mapping* # set mount-protocol cifs
UCS-A /org/vmedia-policy/vmedia-mapping* # set auth-option default
UCS-A /org/vmedia-policy/vmedia-mapping* # set password Password:
UCS-A /org/vmedia-policy/vmedia-mapping* # set remote-ip 172.41.1.158
UCS-A /org/vmedia-policy/vmedia-mapping* # set user-id Adminstrator
UCS-A /org/vmedia-policy/vmedia-mapping* # commit-buffer

vMediaポリシーが作成されると、[Retry on Mount Fail]オプションが [Yes]に設定され
ます。次に、[Retry on Mount Fail]オプションを [No]に変更する例を示します。

（注）

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create vmedia-policy vmediapolicy2
UCS-A /org/vmedia-policy* # set retry-on-mount-fail No
UCS-A /org/vmedia-policy* # commit-buffer

[Retry on Mount Fail]オプションを [No]に設定すると、「This will disable automatic retry
of mount in case of any vMedia mount failure」という警告メッセージが表示されます。

警告
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